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　その世界では、空は人のものではなかった。

　何な故ぜなら空には強大な龍りゆう種しゆが棲すんでいたからだ。




　まずは大おお凧だこ。

　そして気球。

　過去に人は何度も空へ挑んできた。

　しかし。

　空に上がる度たびに龍に襲われ、墜おとされた。

　何度上がっても、どこで上がっても、人は墜とされ続けた。

　龍種は強大で飛行速度も速く、大凧や気球では戦いにすらならなかった。

　人類が空に上がろうとする試みは、悉ことごとく失敗に終わった。




　空は龍種のものだ。

　あくまでも、どこまでも、龍種のものだ。

　人は空に憧れつつも空を諦め。

　大地で生き、大地で戦い、大地で死んでいった。







　空に上がれない以上、陸を制する者こそが世界を制する者になる。

　必然的に陸戦兵器が発達し。

　やがて戦車の時代がやってきた。




　各国は競って戦車を開発し、実戦に投入した。

　装甲や砲弾を強化する魔法も発達し、強化魔法が使える魔法士はどの国でも引っ張りだことなる。

　これは、そんな世界、そんな時代に活躍した、ある戦車部隊の戦いの物語。







　深しん紅くに塗装された兎うさぎの耳を模した砲ほう耳じが戦車の砲身に付けられていたことから、正式名称を第十じゆう六ろく独立戦車小隊というその傭よう兵へい部隊は、巷こう間かん、こう呼ばれていた。




　深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン、と。
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　傭よう兵へい戦車部隊の隊長を務めていた母親が、ある日、唐突に小さな女の子──見た目、五、六歳といったところか──の手を引いてきて娘むすめのマリーエンに言った。

「マリィ、この子が今日からあなたの妹よ」

「は？　なに言ってるの、母さん？」

「名前はエリゼーだって。可愛い名前ね？」

「だから！　何を言っているのかわからないんだけどっ!?」

「ほら、エリゼー、新しいお姉さんに挨あい拶さつして」

　小さな女の子は大柄な母親の背中に隠れたまま顔だけを覗かせ、真剣な顔で、むしろ思い詰めたような表情で、マリーエンのことを見つめている。

「あ、あの、エリゼーです。今日からエリゼー・ライヒ・スホルフになります。よろしくお願いします、お姉様」

「ん……ああ、よろしく、エリゼー」












　と挨拶を返してしまってから、マリーエンは、何やってんだ、わたしは！　と自分にツッコんだものだ。
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　マリーエン・マリティフ・スホルフは、そこで目が覚めた。

　彼女は毛布を退どけて身を起こす。

　それから大儀そうな様子で手元に置いてあった腕時計を見やった。

「四時半か……」

　まだ夜明けまでは時間があるが、日の出が早い初夏の候こうのこと、外はうっすらと明るくなり始めている。

　天幕に使われているのは遮しや光こう生き地じではないから、照明を点つけなくても文字盤が読めるくらいには天幕の中も明るくなっていた。

（夢か……。ずいぶんと久しぶりにあの頃を思い出したものだな）

　野外の戦陣とはいえ、初夏ともなれば気温も高い。

　暑くて寝苦しいから彼女は下着姿だった。

　もっとも女性兵士用の野暮ったい厚手の下着だ、色気もへったくれもない。

　マリーエンは、隣に厚手の敷物を敷いて毛布を被って寝ている妹に目をやった。

　彼女は行儀よく毛布にくるまって、熟睡の体ていである。

　いつも三つ編みにしてある長めの金髪は、もちろん解かれていた。

　マリーエンの意識は、先ほど見た夢に誘われて子供の頃へと遡さかのぼっていった。
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　エリゼーは素直で性格もよかったから、すぐマリーエンに懐なついた。

　二人は本当の姉妹のように打ち解け、仲良く育った。

　二人とも魔法士の素質があったから、母親が率いる独立戦車小隊の仕事を一緒に手伝ったりしていた。




　あるとき──エリゼーが来て一年後くらいだったろうか──マリーエンは、あの日のことを思い出して母親に訊いてみた。

　どうしてエリゼーを連れてきたのか、と。どうしてエリゼーを養子にしようなどと思ったのか、と。

　母親は「俺の背中を見て育て」的な寡か黙もくな質たちだったので、それまでエリゼーを養子にした事情とか、まったく説明してくれなかったのだ。

　母親の背中を見て育ったからマリーエンもエリゼーも戦車乗りになったのかもしれないが、それはさておき。

　マリーエンがなんとか母親から訊き出したところによると。

　エリゼーは戦闘があった街で拾った孤児で、瓦が礫れきと化した建物の近くで見つけたのだそうだ。

　汚れた服で瓦礫の上にへたり込んでいる子供から事情を訊いてみると、街を巡る攻防戦の最さ中なかに両親とはぐれてしまい、もう二日間、飲まず食わずだと言う。

　攻防戦は激しく凄惨なもので、陥かん落らくした街の住人も、その多くが戦闘の余波で死亡していた。

　おそらくその子の両親も亡くなっているのではないか。

　そう思った母親は、一緒に来るか？　と訊いたという。

　子供が黙って頷いたので、母親は手持ちの携帯食と水を与え、その後、彼女を連れ帰ったらしい。

　不思議に思ったマリーエンは、だから重ねて訊いた。

「どうしてわざわざ連れてきたの？　うちだってそんなに裕福じゃなかったはずなのに。それに、これまでだって孤児みなしごを見かけたことくらいあっただろう？　どうして今回だけ連れてくる気になったの？」

　それに対する母親の答えは。

「目と目が合った瞬間にビビッと来るものがあったの。運命の出会いだったのよ」

　という、わかったようなわからないような、なんともあやふやなものだった。

　マリーエンが母親のいい加減さを非難するような視線を彼女に向けると、母親は自信満々の笑顔で応えるのだった。

「養育費についちゃ、心配するな。わたしがわたしの責任で、全身全霊で以もつておまえたちを立派な大人に育ててやるから」

「本当に？」

「本当だとも」

「約束して」

「ああ、約束しよう」

「約束を破ったら承知しないからね」

「安心しろ。わたしは生まれてこの方、約束を破ったことのない女だ」

　その言葉が本当だったのなら、その数年後、母親は生まれて初めて人との約束を破ったことになる。

　激戦となったスタンダリーの大会戦に参加した母親は、とうとう戻ってこなかったのである。

　戻った仲間に話を聞くと、退却する味方を支えて殿しんがり戦せんを引き受け、奮戦した挙げ句、敵の戦車に囲まれ、最後には直撃弾を受けて戦車が炎上したらしい。

　誰もが口を濁にごしていたが、察するに、あれでは助かりようがない、という状態だったようだ。

　マリーエンは吼ほえた。大粒の涙を流しながら、空に向かって吼えた。

「噓つき！　母さんの噓つき！　わたしとエリィを大きくなるまで育ててくれるんじゃなかったのかよ！　わたしとエリィは、これからどうすればいいんだよ!?」

　そんな彼女の右手を、エリゼーがぎゅっと握りしめた。

　マリーエンが涙に濡れた顔を向けると、自分を見上げているエリゼーと目が合った。

　彼女は泣いていなかった。

　むしろ微笑ほほえんでいた。

　彼女は囁ささやくような小さな声で言った。

「大丈夫です、姉ねえ様さま。きっとなんとかなります。わたしたちは、あのお母様の娘むすめです。それにわたしたちは一人じゃありませんし」

　マリーエンの全身に痺れが走った。

　途方に暮れ、絶望しそうな心に灯りが点ともった。

「目と目が合った瞬間にビビッと来るものがあった」

　と言った母親の言葉が初めて実感できた気がした。

（そうだ、わたしにはエリゼーがいる。約束を破った母に代わって、わたしがこいつを立派に育てなきゃいけないんだ）

　ささやかな希望と言うべきか。

　それとも強い義務感と言うべきか。

　ともあれ、その想いが母親を亡くしたマリーエンの心の支えになった。

「頼んだぞ、マリィ。エリィをよろしくな」

　そう言って母親から肩を叩かれた気がした。

　顔を上げると、空の向こうで母親が笑っていた。

　あのときは本当にそんなふうに思えたのだ。

「ああ、任せろ。わたしがこいつを一人前に育てるから」

　笑っている母親にそう呼びかけたマリーエンは、自分の右手を握ったままこちらを見上げているエリゼーに向かって空いた左手を伸ばす。

　左手で妹の頭を撫でながら、マリーエンは言った。力強く言った。

「これからは二人で生きていくんだ、エリィ。だけど、心配しなくてもいい。わたしがおまえを守ってやる。約束だ。絶対に守ってやる。わたしは必ず約束を守るぞ」

　血の繋がっていない妹にどうしてこれほどの気持ちが湧いてくるのか、自分でもよくわからなかったが、ともあれマリーエンに生きる意欲が湧いたのは事実だった。

　何がなんでも生き抜いてやるという決意が生まれたのは確かだった。

　エリゼーも大きく頷いた。

「はい、姉様。二人で頑張りましょう」
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　その後、マリーエンとエリゼーはその言葉どおり、二人で頑張って生きてきた。

　母親が残してくれた蓄たくわえはマリーエンの想像より多かった。

　母親名義の戦車もあった。

　母が率いてきた独立戦車小隊は自然解散となったが、若手の何人かは「一緒にやろう」と言ってくれた。

　マリーエンはそんな彼女たちと共に新たな傭兵部隊を創設し、以後、仲間を増やしながら、こつこつと実績を積み上げてきた。

　今やマリーエンが率いる戦車小隊は「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン」という異名を取るほどの有名な存在になっていた。

　儚はかなげで弱々しい印象の子供だったエリゼーも、今では立派な戦車乗りだ。

　砲弾や装甲強化の魔法に関しては、小隊でも一、二を争う腕前である。

　マリーエンが乗る一いち号ごう車しやの頼れる砲術士になったエリゼーの健すこやかな寝顔を見ながら、彼女は満たされた気分に浸った。

（あのときの約束、半分くらいは果たせたかな）




　この世界には戦争が絶えない。

　戦火が止むことはない。

　戦乱が終息する気配は見えない。

　そんな世界で生きていくためには、強くなければならなかった。

（この先どうなるかなんてまったくわからないけど、これからもエリィと二人で生きていこう。生き抜いていこう）

　マリーエンは改めてそう決意するのだった。












「陛へい下か、ゼファーブル少将がいらっしゃいました」

　執務室で秘書官から報告を受けたマルクトバレル王国の国王、マルケルス八世は、

「すぐに通せ」

　と彼女に申し付けた。

　今は非常時。

　国王であっても、いや国王だからこそ、彼は軍務服に身を固めていた。

　広い執務室からは一切の派手な装飾が取り払われ、質しつ実じつ剛ごう健けんという雰囲気を醸かもし出している。

　国王の軍務服も執務室の雰囲気も国民向けの喧けん伝でん材料でしかないのだが、この類たぐいのものが意外と大事なことをマルケルス八世は知っている。

　秘書官に先導され、立派な階級章を付けた五十絡みの軍人が悠然とした足取りで執務室に入ってきた。

　マルクトバレル王国軍が誇る名将、ゼファーブル少将だ。

　黒を基調にした軍務服を身にまとった少将は、いかにも歴戦の兵つわものという雰囲気を漂わせているが、その表情からは闘気や覇気というものがあまり感じられない。

　どちらかというと飄ひよう々ひようとした男だった。

　ゼファーブルの背後には少将付きの秘書官が従っている。

　やはり黒の軍務服に、ズボンではなくスカートを穿はいた目つきの鋭い女性だ。

　眼鏡をかけているが、視力の悪い女性が少将付きの秘書官になれるとは思えないので、おそらくあれは魔具の一種なのだろうと国王は想像する。

「ゼファーブル、お召しにより参上いたしました」

　大きな執務机の向こうで立ち止まった少将は、背筋を伸ばして敬礼を寄越した。

「ご苦労だった」

　鷹おう揚ように敬礼を返すと、国王は少将に向かって、

「楽にしてくれ」

　と促した。

　それで少将は体の力を抜いて、両足を肩幅ほどに広げる。

「いよいよ反転攻勢だな」

「は。これまではザクセン帝国の支援を得た反乱軍に押されていましたが、先の会戦でザクセンからの支援部隊主力に大打撃を与えることができました。おかげで我が軍にも打って出るだけの余力が生まれました」

「君の指揮には期待している」

「国王陛下のご期待には必ずお応えする覚悟であります」

「君の能力は疑っておらんよ」

　と言ってから、国王はすまなそうな顔で言葉を継いだ。

「だが、軍団司令官に据えた吾わが三男の能力については、些いささか懐疑的だ」

　ゼファーブルとしては、ここで頷くわけにもいかない。

　とりあえず国王に対して、いえ、と応えておく。

「最高指揮官を王家の方が務めることは、兵たちの士気を高めるためにも必要でありますから」

「シュテッセが最高指揮官では兵の士気が落ちかねない気もするが」

　という国王の呟つぶやきに、ゼファーブルは苦笑するしかない。

　王家の第三王子シュテッセ・アイングラン・マルクトバレルは、周囲からはそれほど頼りない存在だと思われていたのである。

「とはいえ王太子のフェルバーグを北部戦線から引き抜くわけにはいかん。第二王子のヴィエルナーは病気がちで、現状、前線には立てん。第四王子のアルトリンガーは重要な作戦の司令官に立てるには年若に過ぎる。頼りになるはずだった第一王女ヒルデガルドは嫁とついでしまった。第二王女のキシリアは性格にやや難がある」

（やや、という形容詞は、キシリア王女を表するには些か不足気味だな）

　などと思うゼファーブルだが、もちろん、そんな思考はおくびにも出さない。

「消去法で行くと、今やシュテッセしかいないというのが実情だ」

　マルケルス八世は少し目を逸らし気味にして言い訳するようにそう言った。

（お察し申し上げます）

　ゼファーブルは内心密かに国王に慰なぐさめの言葉をかける。

　小さなため息を一つ吐ついた国王は、そこで開き直ったかのようにゼファーブルの顔を正面から見つめ、きっぱりと言った。

「あいつはただの御み輿こしだと思ってくれ。あるいは、ただの王冠だ。君は王冠を被っていてくれさえすればいい。作戦指揮は軍団の副司令を兼ねる君に全面的に任す。シュテッセには、くれぐれも君の邪魔だけはしないようにと言い聞かせてある。あいつのことだ、全軍の指揮を執とりたいとも思わんだろうがな」

「ご配慮、感謝いたします」

　そう言ってゼファーブルは低頭した。

「それにしても、作戦準備期間が半月で本当に間まに合うのか？」

　という国王の問いに、ゼファーブルは顔を上げ、断固とした口調で応えた。

「ザクセン帝国の有力な部隊の一つを叩いた今を逃すわけにはいきません。ですから、間に合うか否かが問題ではなく、なんとしても間に合わせるという揺るがぬ意志と決意こそが必要なのです」

「そうか。ならば吾も言おう。なんとしても間に合わせて、作戦を成功させてくれ」

　ゼファーブルは姿勢を正し、国王に対して敬礼を送った。

「は。必ずや成功させてご覧に入れます！」

「頼んだぞ」

　こうしてマルクトバレル王国軍は、反乱軍に対する反攻作戦を開始させた。

「夏の雪崩なだれ」と名付けられたこの作戦が、結果として、この後のマルクトバレル王家と深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊の運命を左右することになった。

　別けても軍団司令官に就くシュテッセ・アイングラン・マルクトバレル王子の存在が大きな鍵となるわけだが、この時点でそれを予感する者など誰一人として存在していなかった。
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　マルクトバレル王国は内戦に揺れていた。

　王家打倒を唱えて蜂ほう起きした革命軍が、北の強国、ザクセン帝国の支援を受け、反マルクトバレル王家の戦いを繰り広げているのだ。

　国内外からはすぐに鎮圧されるだろうと目されていた革命軍だが、思いの外ほかに手て強ごわく、マルクトバレル王国正規軍はなかなか鎮圧できずにいた。

　やはりザクセン帝国の支援が強力だったのだ。

　ザクセン帝国も、当初は兵器や弾薬、糧りよう食しよくの支援が主だった。

　戦闘兵力としては義勇軍の名目で小規模な部隊を送り込んでいただけだ。

　ところが革命軍の奮戦に気をよくしたのか、やがて大っぴらに自軍の精鋭機甲部隊を投入するようになった。

　まだ成立してもいない革命軍政府からの要請という名目でだ。

　ザクセン帝国の実質的な介入によって、マルクトバレル王国での戦闘は泥沼化しつつあった。

　強力な後ろ盾を得た革命軍は、一いつ時とき、国土の三分の一を支配するまでに勢力を伸張させていた。

　その後、王国正規軍の反攻を受けて勢力を後退させたが、それでもまだ王国の四分の一ほどを支配している。

　マルクトバレル王国は、ザクセン帝国の影響力拡大を嫌う周辺諸国から援助を受けていたが、帝国の影響力拡大を嫌う国々も直じかに事を構えようとはせず、大方が資金援助に留まっているのが実情である。

　そこで苦戦の続くマルクトバレル王国は、伝統ある王国の矜きよう持じをかなぐり捨て、各地、各国で活躍している傭よう兵へい部隊をかき集めることにした。

　それがマリーエン・マリティフ・スホルフの率いる第十じゆう六ろく独立戦車小隊の運命を大きく左右するきっかけとなった。

　ちょうどその頃、マリーエンたちはセーヌス郷きよう国こくにいた。
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　第十六独立戦車小隊、通称「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊」──深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊などと略されることもある──の小隊長、マリーエン中尉準が、自隊が宿営している陣地まで戻ってきた。

　陣地の周囲は赤茶けた荒れ地が広がるばかりで、なんとも不毛な印象だ。

　大陸には耕作に適した肥ひ沃よくな土地よりも、この手の乾いて痩せた荒れ地が多かった。

　大地の色が赤茶けているのは土壌が鉄分を含んでいるためだろう。

　しかし兵たちのあいだでは、昔から大地が戦死者の血を吸ってきたからだろうなどと言われている。




　ちなみに。

　中尉準とは「中尉に準じる」という意味で、傭兵を自軍に組み込む際の階級だ。

　この世界の大半の国で使われている呼称で、いわば世界共通のシステムでもある。

「準」といっても基本的に正規軍の中尉と同格で、正規軍兵士のほうが先任扱いになるという程度の差しかなかった。

　第十六独立戦車小隊は昨年セーヌス郷国正規軍と雇用契約を結び、郷国軍の第七機甲旅団の一員として活動していた。

　セーヌス郷国は比較的平穏で、第十六独立戦車小隊も、平時の国境パトロールが主な任務だった。

　国を越えて活動している大がかりな盗賊団との戦闘なども行ってはいたが、それほど大きな危険を伴うわけではない。

　危険度が低い分、もらう俸給も安かったから、傭兵部隊としてはあまり喜んでもいられなかった。

　第十六独立戦車小隊の小隊長であるマリーエンは、部隊と兵士を養っていかなくてはならないのだ。

「もっと稼げる場所に移るか」

　それが最近のマリーエンの口癖だった。

　とはいえ、稼げる場所とはつまるところ戦場なので、それはそれで覚悟がいる。

　また、いったん雇用契約を結んでしまうと傭兵の側から一方的に契約を解除するのは難しい。

　解除を強行すれば多額の違約金を取られてしまうこともある。

　貧乏傭兵部隊である第十六独立戦車小隊としては、おいそれと契約解除などできない相談だった。

　だからマリーエンは、

「郷国が、どこかとドンパチ始めてくれないかな」

　などと物騒なことも言っていた。

　そのマリーエンが機嫌よさそうな笑みを浮かべて戻ってきたので、部下であり仲間である第十六独立戦車小隊の兵士たちは、不思議そうな顔で小隊長を出迎えた。
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「何かいいことあったの、隊長～？」

　真っ先にそう訊いてきたのは、第十六独立戦車小隊二に号ごう車しやの車長、レイジー・レイン・アウグストゥ少尉準だった。

　マリーエンもレイジーも軍務服姿なのは言うまでもないが、今は平へい時じなので二人とも軍務服の下には短めのスカートを穿はいている。

　セーヌス郷国の軍務服は上下とも焦げ茶を基調にした野暮ったいデザインで、第十六独立戦車小隊の隊員には今一つ人気がなかった。

　戦陣になるとスカートの下に厚手のタイツや細身のズボンを穿くことになるし、平時であってもタイツを穿くことが奨しよう励れいされているのだが、暑い上に擦すれて肌が荒れると言って、ふだんは素足でいることを好む女性兵士のほうが圧倒的に多かった。

　中には規程の丈よりずっと短いスカートを平然と穿いている、レイジーのような剛の者もいる。

　彼女に言わせると、

「人生、攻撃こそ最大の防御だよ～」

　となるらしいが、マリーエンに言わせれば、

「おまえは短いスカートで何と戦ってるんだよ!?」

　である。

「そんなだから隊長は、いつまで経っても男が捕まえられないの～」

「大きなお世話だ。だいいちわたしにはエリゼーがいるんだ。男なんか要いらない」

「その妹溺でき愛あい主義もどうかと思うんだけど～？」

　などというやり取りが交わされるのがいつものことだったが、それはさておき。

　レイジーの問いかけに対し、マリーエンは大きな胸を大きく張って応えた。

「新しい働き口が見つかった」

「マジで？」

「年俸は今の倍だ」

　レイジーが目を見張る。

「マジでぇ!?」












「おまけに郷国から支度金も出る」

　今度はレイジー、首を傾げる。

「支度金？　何それ？」

「まぁ、退職手当だな」

「え～～？　どういうこと～～!?」

　驚きつつも、レイジーは疑わしそうな顔になった。

「なんか怪しい～。話が上う手ますぎない、それ～？」

「今から説明するよ。車長を集めてくれ、レイジー」

「了解～。車長を集めます～」

　マリーエンに敬礼を送ると、レイジーは手に持っていた軍帽を頭の上に載せた。

　彼女が回れ右すると、後ろで束ねた艶つやのある黒髪が揺れた。

　レイジーはくびれた腰から続く大きな臀でん部ぶを左右に振りながら、設営してある天幕のほうへ速はや歩あしで歩いていった。





　４






　集まったのは五名。

　第十六独立戦車小隊の戦車長三名と支援車両の車長二名で、身長の高低、胸の大小はあるものの、全員が若い女性だった。

　そもそも第十六独立戦車小隊は女性だけで構成されている部隊だから、幹部が女性なのも当然である。

　五人は陣営の片隅に野戦卓を広げ、床しよう几ぎを置いて円陣を組んだ。

　マリーエンは四人の小隊幹部に対して、セーヌス郷国軍の幹部から持ち込まれた話を詳しく説明した。

「……というわけで、マルクトバレル王国へ行こうと思うんだ」

　マリーエンがそう言うと、レイジーが、なるほどね～、と頷いた。

「革命軍との戦争でお尻に火がついた恰好のマルクトバレル王家、恥も外聞もなく傭兵部隊を集めているというわけか～」

「そうだ。おかげで破格の年俸が貰える。もちろん実際に戦争が行われている国だから危険度は増すけども」

「その程度の危険で尻込みするくらいなら、こんな商売を始めてませんね」

　と言って不敵に笑うのは三さん号ごう車しやの車長、ローザ・ミラニア・アウラだ。

　マリーエンやレイジーが大人の女性という雰囲気なのに比して、小柄なローザは少女の面影を色濃く残している。

「レイジーとローザは賛成でいいんだな？」

「賛成～」

「賛成します」

「エリューとミリアはどうだ？」

　装甲トラックの車長で運転士兼整備士のエリュシア・エルンストも右手を挙げて賛意を示した。

　大柄なエリュシアは、運転士兼整備士という役柄からすると、意外なほどに物静かで控えめな印象だ。

「隊長が決めたなら」

「ミリアは？」

　通信士兼主計士のミリアム・ミードは腕組みをしたまま難しい顔をしていたが、マリーエンの問いかけに、かけている眼鏡の蔓つるをくいと押し上げた。

　ミリアムの眼鏡は魔具ではなく視力補正のための物だが、彼女の戦場は机の上だし、戦う相手は書類なので、眼鏡をかけていても問題にされることはない。

　身長の割に細身のミリアムは──胸回りまで細いのが彼女の悩みの種だ──はきはきとした声と態度で応えた。

「実戦に赴おもむくとなると、一度、全車両を分解整備しておく必要があるっすね。できればエンジンは新型に換装したいところっすけど。それと通信機も新調したいっす」

「郷国が出してくれる支度金でなんとかなるんじゃないかな」

　とたんにミリアムの顔が綻ほころんだ。

「なら、問題はないっす」












　エリュシアが右手を挙げた。

「すみません、隊長」

「なんだ、エリュー？」

「契約途中での鞍替えなのに、セーヌス郷国は文句を言うどころか、逆に支度金という名の退職手当まで出してくれるのは、どういうことなのですか？」

「これはあまり大きな声じゃ言えないが」

　そう言いつつも、少しも声を落とさないままマリーエンは言葉を継いだ。

「セーヌス郷国としては、マルクトバレル王国を支援しておきたい、ということだな。逆に言えば、これ以上ザクセン帝国に大きな顔をされたくないということだ」

　それだけでエリュシアはピンときたようだ。

「そうか。ザクセン帝国の影響力拡大を嫌う郷国としては、帝国の支援を受けた革命軍によってマルクトバレル王家を打倒されては困るわけですね」

「そうだ。帝国の傀かい儡らい政権ができたら厄介だからな。とはいえ、郷国首脳は正面切ってザクセン帝国と衝突するのも避けたい。そこで自軍に属する傭兵部隊を積極的にマルクトバレル王国に送って、王国の兵力を増強しようという腹なんだよ」

「相変わらず姑こ息そくというか日和ひより見み主義というか～」

　レイジーが吐き捨てるようにそう言った。

「郷国だけじゃないさ。他の国も似たり寄ったりだ」

　マリーエンがそう応えると、横からローザが口を挟んできた。

「でも、そうすると。マルクトバレルへ行けば、ザクセン帝国軍と正面切ってやり合うことになるんでしょうか？」

「不安か、ローザ？」

　ローザは、むっとした顔で応えた。

「べつにそんなことはありませんよ？」

　若いだけに、鼻っ柱の強いローザだった。

　そんなローザに向かってマリーエンは慈いつくしむように微笑む。

「そうか。それは頼もしいな」

「で。いつ現地に向かうんすか？」

　ミリアムにそう訊かれて、マリーエンは表情を引き締めた。

「二週間後……だな」

「けっこう慌ただしいっすね」

「マルクトバレル王国は、それだけ切せつ羽ぱ詰まっているということだ。反乱を鎮圧すれば特別手当が出るぞ」

「特別手当で新車を買えないかなぁ」

　とローザがため息交じりに言うと、レイジーが首を傾かしげた。

「さすがにそれは無理なんじゃないの～？」

「じゃあ、せめてエンジンだけでも新型に」

「あ、言えてる言えてる～。いま積んでる奴、いつ壊れてもおかしくないもんね～」

　というレイジーの言葉を受けて、マリーエンが言った。

「支度金が出るんだ、それで分解整備はしっかりやっておこう。エリューだけじゃ手が足りなくなる。整備士の手配をしておいてくれ、ミリア。戦車だけではなく、輸送車と通信車のほうも一緒にな」

「了解っす。臨時の整備士を手配しておきまっす」

「じゃあ、移籍と移動の件、車長のほうからみんなに伝えておいてくれ」

　四人の車長が床几から立ち上がってマリーエンに敬礼を送った。

「移籍と移動の件、みんなに伝えます」

　部下のところへ戻っていく四人、レイジー、ローザ、エリュシア、ミリアムの背中を見送ったマリーエンは、顔を上げ、空を見上げた。

（さてさて、新たな任地はどんなところかな。そして新たな敵は……）




　マルクトバレル王国での任務はパトロールではない。

　敵と戦うことになる。

　その敵も、山賊や敗残兵ではなく、れっきとした反乱軍兵士だ。

　もしかしたらザクセン帝国軍の兵士も相手にすることになる。

　けれどマリーエンに不安はなかった。

　第十六独立戦車小隊は今のメンバーで何度も死線を潜くぐり抜けてきたのだ。

　彼女は仲間の技量を信じている。

　仲間の経験を頼りにしている。

　ただ、戦争では何が起こるかわからない。

　たとえ味方が大勝利を収めたとしても、戦死者は出るのだ。

　戦死者ゼロで勝利が得られるほど今日きよう日びの戦争は甘くない。

　敗戦ともなれば尚なお更さらだ。

（仲間から犠牲者を出さない。それがわたしたちの勝利条件だ。そしてそれは指揮官であるわたしの双そう肩けんに懸かっている）

　マリーエンは新たな戦地に向かうときにいつも感じる重圧を感じていた。

（やってやるさ。うちの小隊から犠牲を出さずに戦い抜いてやる。マルクトバレル王国を勝利に導いて特別手当を分捕ってやる。そして分捕った特別手当をみんなで山分けにするんだ）

　傭兵部隊の隊長は戦場では優れた指揮官であることを求められる。

　それと同時に、目め端はしの利く経営者でなくてはならない。

　どれほど戦闘力や指揮能力が高くても、それだけで隊長は務まらない。

　隊員を食わせていく才覚も要求されるのである。

　マリーエンは両肩にのしかかる重圧を感じながら、新たな任務に対する覚悟を決め、新たな戦いに対する闘志を燃やした。




　こうして第十六独立戦車小隊はマルクトバレル王国へ移籍することになった。
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　それから半月ほどが経った頃、マリーエンは小隊を率いて新任地であるマルクトバレル王国まで移動してきた。
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　第十六独立戦車小隊は三両の戦車を有していた。

　通称を「ジャガー」という一世代前の中戦車だが、火力、装甲、エンジン出力、登と坂はん能力、燃費など、どれをとってもそこそこ優秀で、バランスの取れた名戦車である。

　この戦車の場合、乗員は通常五名で、第十六独立戦車小隊の戦車にも各おの々おの五名ずつが乗り込んでいる。

　ほかにも輸送用の装甲トラックが一台従ついていて、その乗員が二名。

　通信機器を積んだ通信用車両が一台で乗員が二名。

　合計で戦車三両と支援車両二台、部隊員が十九名となる。

　それが第十六独立戦車小隊、通称「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊」の現有戦力だった。

　特徴的なのは、十九名全員が女性であるということだ。

　ここまで極端ではないにしても、各国の機甲化部隊では女性兵士の割合が通常でも七、八割ほどに達している。

　中には九割を超える部隊もある。

　何な故ぜかといえば、この世界では戦車の戦闘能力向上に魔法が欠かせないからだった。

　魔法によって戦車の装甲や砲弾を強化することで単純なスペック以上の戦闘力が得られるのだが、その強化魔法を駆使できるのが、ごく一部の例外を除けば女性に限られるのだった。

　理由は定かではないが、魔法力の根源である女神の祝福を得られるのが女性だから、という説が根強い。

　真相はともかく、現実問題として、戦車を強化するためには乗員に魔法士がいることが必須だった。

　戦車一台につき魔法士が一人か二人いればいいと思えば残りは男性兵士にすることも可能だが、男と一緒に狭い車内で長時間を過ごすことを嫌がる女性兵士が多く──何しろ車内は狭くて暑い。戦闘時以外は半裸になる者も多かった──必然的に残りの乗員も女性兵になることが多い。

　そんな理由から、どの国軍でも機甲化部隊の過半は女性兵士になるのが常だった。

　第十六独立戦車小隊もその例に漏れず……というよりもっと極端で、女性のみで構成されていた。

　新規に隊員を補充する場合も、女性限定での募兵しかしない。

　部隊員全員が女性で、しかも若くて美女揃いだというので、「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊」は、以前に所属していたセーヌス郷国軍では大人気だった。

　新たな所属先、マルクトバレル王国軍でも、早くも人気者になろうとしていた。

　とはいえ、第十六独立戦車小隊の人気が高いのは、若くて美女揃いだからという世俗的な理由だけではない。

　それはむしろ副産物にすぎない。

　第十六独立戦車小隊が人気者で評価も高いのは、傭兵戦車部隊としての実力があるからこそである。

　戦車三両の戦力で撃墜数──この世界では戦車の破壊台数を「撃墜数」と呼ぶことが多い──がすでに三み桁けたに迫ろうかという戦果を誇る第十六独立戦車小隊は、その特徴的な赤い砲ほう耳じの形状から、「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン」とか「平原の赤い魔兎ルビー・マギ・ラビ」などという異名を取るほどの実力部隊なのである。
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　第十六独立戦車小隊を率いるのはマリーエン・マリティフ・スホルフで、彼女は一いち号ごう車しやの車長を兼ねている。

　年齢は二十を少し超えていて──「少し」が具体的に幾つなのかを追及しようとすると殴られるので追及する者はいない──十代前半から母親を助けて戦車に乗っていたというベテラン戦士である。

　燃えるような赤毛で背が高く胸も大きく、口は悪いが、豪快で前向きでさっぱりした性格の姉御的存在で、部隊員からの信頼は絶大である。

　ちなみに、傭兵部隊の隊員は基本的に前任地の階級を新任地でも受け継ぐことになっているので、ここ、マルクトバレル王国軍でも、マリーエンの階級は中尉準である。

　二に号ごう車しやの車長がレイジー・レイン・アウグストゥ少尉準である。

　二十歳のレイジーは身長こそマリーエンとそう変わらないが、胸部の盛り上がりはマリーエン以上である。

　マリーエンも並以上なのだから、レイジーは巨乳と評すべきだろう。

　綺麗な黒髪の美女でしかも巨乳。必然的に男性兵士のあいだで人気沸ふつ騰とうのレイジーだが、彼女自身はなかなか理想が高いらしく、言い寄る男性兵士には目もくれない。

「いい男」を捕まえるため攻めの姿勢──規律に反するほど丈の短いスカートを穿いて絶対領域を強調したり、軍務服の下に着るシャツのボタンを一つ、二つ外して胸の谷間を強調する──を忘れないレイジーだが、今のところ作戦目標を達成できていないようだった。

　三さん号ごう車しやの車長であるローザ・ミラニア・アウラ曹長準は十八歳だが、見た目はもっと若く見える。

　有り体に言ってしまえば、背が低く胸や腰の出っ張りも少なく、おまけに童顔なので、せいぜい十代半ばくらいにしか見えない。

　本人も気にしているらしく、貧乳をからかわれるとキレるので、同僚たちはなるべくそこには触れないことにしているのだが、レイジーだけは容赦がないので、二人はよく喧けん嘩かしている。

　とはいえ、仲が悪いわけではない。

　マリーエンに言わせれば、ただじゃれ合っているだけだ。

　三人が三人とも歴戦の兵つわもので、戦車乗りとしての腕は内外に鳴り響いていた。
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　マルクトバレル王国へ到着したマリーエンたちは各方面への着任の挨あい拶さつもそこそこに実戦部隊へと配置され、反乱軍に対する反攻作戦に狩り出されることになった。

　第十六独立戦車小隊が配属されたのは王国軍第九戦車大隊で、大隊指揮官はゴゥトレイ中佐だった。

　彼は、ヨシュア平原に集結しつつある反乱軍機甲部隊を撃破してハインラントの街の安全を確保することを命令されていた。

　中佐は配属された第十六独立戦車小隊を含む独立戦車小隊三個を遊撃中隊として左翼に置き、中隊の指揮を配下のスーラ中尉に委ゆだねた。

　中尉は指揮車のほか二両の戦車を率いていたから、遊撃中隊は十二両の戦車で構成されることとなった。

　中佐は傭兵戦車部隊の実力を量りかねていたようだが、それまでの実績を知っているから、とりあえず戦力にはなると判断したのだった。




「エリゼー」

　作戦会議を終えたマリーエンが、陣内に停とめてある自分たちの戦車のところまで戻ってきて妹に声をかけた。

　名前を呼ばれて、特殊処理された塗料で戦車の砲塔に装甲強化の魔法陣と呪じゆ文も字じを描いていたエリゼーが、塗装用の筆を置いて振り返った。

　会議に出席していたマリーエンは軍務服にスカート姿だが、陣地で作業中のエリゼーはスカートの下に、膝に薄いパッドが入った少し厚手の軍務タイツを穿いている。












「隊長、お帰りなさい」

　エリゼーは姉に向かって敬礼を送った。

　姉妹であっても、軍務中に「姉」「妹」と呼ぶことはない。

　真ま面じ目めなエリゼーが敢えて呼ばないように心がけているのだ。

　大柄で豪ごう放ほう磊らい落らく、赤毛で胸が大きく声も大きいマリーエンと、細身で繊細、金髪で胸も声も控えめというエリゼーは、見た目も受ける印象も対照的で、とても姉妹とは思えなかった。

　もっとも血は繋がっていないのだから、当然と言えば当然である。

「会議はどうでしたか？」

「出撃は二日後に決まった。装甲と砲弾強化の魔法陣と呪文字、間に合うか？」

　エリゼーは、大丈夫です、と力強く頷いた。

「装甲強化の魔法陣と呪文字は、今日か、遅くとも明あ日すには描き終わります。砲弾のほうも、積み込む分には描けると思います」

「今回は戦車戦になるから徹てつ甲こう弾だんだけでいい。榴りゆう弾だんは必要ないぞ」

「それなら問題はありません」

「一号車ナタールはおまえの強化魔法が頼りだ。頑張ってくれ」

　というマリーエンの言葉はお世辞ではない。

　戦車の性能に差がなければ、勝敗を分かつのは、生死を分かつのは、乗員の腕と経験、そして強化魔法の優劣なのだ。

　エリゼーの強化魔法はマリーエンが乗車する第十六独立戦車小隊一いち号ごう車しやを、これまでに何度も危機から救ってきたのである。

「わたしの魔法より、みんなの技量のほうが頼りになりますよ」

「もちろん、うちの乗員の腕は頼りにしているさ。それと同じくらいにはおまえの魔法も頼りにしているということだ。だから頼むぞ」

　とマリーエンに軽く肩を叩かれ、エリゼーは瞳に強い意志の光を宿したまま、にっこりと微笑ほほえんだ。

「はい、頑張ります」

　マリーエンは、作業に戻った妹の後ろ姿を少しのあいだ頼もしそうに見やっていたが、やがて体の向きを変え、近くに停まっている二に号ごう車しやのほうへと歩み寄っていった。

「レイジー、ちょっといいか？」

　タイツも穿かずに短いスカートで戦車の車体の上を歩いていたレイジーが、足を止めて振り返った。

「何かな、隊長～」

「出発は二日後になった」

「忙しいね～」

　レイジーが戦車から飛び降りた。

　短いスカートが翻ひるがえり絶対領域が丸見えになる。

　戦車の乗員はほとんどが女性だから、レイジーのスカートが翻ろうが捲めくれようが気にはしないが、居合わせた支援部隊の男性兵の中には、翻ったスカートと覗けた絶対領域に視線を釘付けにされる者もいた。

　が、レイジー本人は何も気にしていないようだ。

（っていうか。わざとやってるよな、こいつ）

　マリーエンはジト目になってレイジーを見やった。

　短いスカートで素足のまま戦車から飛び降りるのも、レイジーにとっては婚活の一環なのかもしれない。

　もっとも、居合わせたのは一般兵ばかりで高級将校などいなかったから、レイジーの努力もあまり効果的ではない。

（玉たまの輿こしを実現させるには、こういう不断の努力が必要なのかねぇ。だったら、わたしには無理だな）

　マリーエンは内心でため息を吐つきつつ、呼び寄せたレイジーと──彼女が小隊の副長格なのである──出撃の準備に関する打ち合わせを始めるのだった。
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　そして二日後──。

　第九戦車大隊は慌ただしく出撃していった。

　大隊の戦術目標はヨシュア平原に集結した反乱軍機甲部隊の撃破。

　支援の歩兵部隊はまだ進出してきていないので、今のうちに戦車群を叩いてしまおうというのである。

　彼ひ我がの戦力比較をしておくと。

　王国軍側の戦車が五十五両なのに対して反乱軍戦車は四十両前後ということだから、台数的には王国軍が上回っている。

　ただ、王国軍の戦車がほぼ中戦車で占められているのに対し、反乱軍にはザクセン帝国から供与された重戦車が十台ほどいるらしい。

　旧型という情報だが、そうであっても重戦車の火力と装甲は侮あなどれない。

　戦力はほぼ互角と見たほうがいいだろう。

　作戦目標が敵機甲部隊の撃破なので、どうあっても戦闘になる。

　それも小こ競ぜり合いではなく正面からの戦車戦だ。

　マリーエン以下の戦車乗員は腕を撫ぶし、勇躍、愛車に乗り込んだ。

　今回は敵戦車群との決戦が狙いで、陣地の攻略や敵支配地の占領などは行わないから、砲兵大隊や歩兵大隊などは後方待機だった。

　ハインラント郊外の宿営地に勢揃いした第九戦車大隊の五十五両と支援装甲車群に、ゴゥトレイ中佐の命令が下った。

「各戦車、進撃を開始せよ！」

　無線機で命令を受けたスーラ中尉は、すかさずマイクを取り上げ、麾き下かの中隊車両に指示を出した。

「遊撃中隊、前進。我に続け」

　間かん髪はつを容いれず、中隊を構成する独立小隊の各指揮車から復唱が返ってきた。

「第十ひと六ろく独立戦車小隊、了解。指揮車に続きます」

「第三十三さんさん独立戦車小隊、了解。指揮車に続きます」

「第一ひと○まる二ふた独立戦車小隊、了解。指揮車に続きます」

　操縦士がアクセルを踏みクラッチを繋ぐ。

　エンジン音が唸りを上げ、履り帯たいが地を食はみ、各戦車が一斉に動き出した。

　遊撃中隊所属の車両は小隊三両ごとに三角形の形を取りつつ、全体でも三角形の形を保ったまま、敵戦車部隊を求めて進んでいった。
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　ヨシュア平原に集結している革命軍（王国側からすると反乱軍だが）の戦車部隊は、第九戦車大隊の接近には気がついていた。

　その戦力もおおよそ把握していたため、いったん退ひくかどうかが幹部のあいだで話し合われたのだが、最終的には軍事顧問として参加しているザクセン帝国軍将校の意見が通った。

　すなわち、

「向こうから出向いてくれたなら手間が省けてよい。出てきた戦車大隊を壊滅させれば、王国軍に大きなダメージを与えられる」

　という主張だ。

　そう言われてしまうと、ザクセンの援助で保もっている革命軍としては反対のしようがない。

　それでも革命軍幹部の一人が、敵（＝王国軍）のほうが戦車数が多い、正面から戦うのは得策ではないのでは？　と指摘した。

　それに対してザクセン軍の将校はこう答えた。

「こちらには、我が国自慢の重戦車がいる。敵の中戦車など恐るるに足らず」

　実際の戦闘はスペックどおりに勝敗が決まるわけではない。

　数字で表された戦車の性能が乗員の技量や経験によって、あるいは魔法士の強化魔法によって逆転されることも多々あるのだが、その幹部は自軍の重戦車に絶大な信頼を置いていた。

　というより、スペックを過信していたと言うべきか。

　それはさておき。

　ここで王国軍の戦車大隊を叩くことができれば、この地方での浸透に弾みがつくのも確かで、最後は革命軍幹部も決戦策を承諾した。

　であるなら、陣地に籠もっているよりヨシュア平原に出で張ばって敵を待ち受けるほうが有利である。

　ということで、総数四十三両から成る革命軍戦車部隊もヨシュア平原に向かって移動を開始した。

　革命軍側も、敵戦車部隊を撃破するのが作戦目標だから歩兵や砲兵の部隊は動かしていない。

　かくしてヨシュア平原には敵味方合わせて百両近い戦車が集結し、一大戦車戦の火ひ蓋ぶたが切られようとしていた。





　11






　マリーエンは戦せん望ぼう鏡きよう──戦車に備えつけられた反射式望遠鏡のこと──を覗いたまま、口くち許もとに当てた拡声器を隣の砲手に向けた。

　砲手はエリゼー・ライヒ・スホルフ陸士長準。

　前述したように、マリーエンの義理の妹だ。

　大柄で豪快な印象のマリーエンと違って、彼女は細身で繊細な印象である。

「射撃てえい！」

　マリーエンが叫んだ直後、照準器を覗いていたエリゼーが発射板を踏みつけた。

　ズォン！

　腹に響く発射音が轟き、車体が揺れ、凄まじい速さで砲身が後退する。

　空から薬やつ莢きようが薬莢受けに落ちる大きな音が車内に響いた。

　射撃結果はすぐに出た。

　四百メートルほど先にいた敵の中戦車を直撃した砲弾は見事に装甲を貫通し砲塔を破壊した。

　戦望鏡から目を離さず、マリーエンは拡声器で車内に戦果を報告する。

「砲塔に命中して貫通！」

　車内で歓声が上がった。

「お──っ！」

「やったね！」

「さすがエリゼー！」

「喜ぶのはあとだ！　次、行くぞ！　ラングルン、二ふた時じ方向へ転進、全速前進！」

「了解！　二ふた時じ方向へ転進、全速前進！」

　一いち号ごう車しやの操縦士ラングルン軍曹準は髪が短めで、ぱっと見、少年っぽい印象だ。

　小柄なので、操縦士席を思い切り前に出している。

　そのラングルンが変速レバーを操作し、伸ばした足でクラッチを繋げつつアクセルを思いきり踏み込んだ。

　最高出力五百二十馬力を誇る水冷エンジンが咆ほう哮こうし、車体が震える。

　履帯が地面を嚙み、射撃のために停止していた戦車は猛然と走り出した。

　ラングルンは左右の操向レバーを操って戦車の向きを右六十度に転進させる。

　そちらにも反乱軍の戦車がいて、右手から左手へと走行している。

　そいつはザクセン帝国産の重戦車で、装甲が厚く、砲の破壊力も高い。

　まともに撃ち合っては分ぶが悪いが、相手は機動力に難があるから、そこがつけいる隙になる。

　それに一いち号ごう車しやにはエリゼーがいる。

　彼女は有能な魔法士だ。

　彼女によって強化された徹甲弾なら、ある程度まで接近して撃ち込めば、たとえ相手がザクセンの重戦車でも、旧型なら充分に貫通は可能である。

　自軍の戦車が破壊されたため、小高い丘の上にいたマリーエンの戦車に敵の重戦車も気づいたようだ。

　一いち号ごう車しやのほうに横っ腹を見せていた敵戦車が転進を開始した。

「敵戦車転進！　こちらは直進のまま丘を駆け下りる！　急げ、ラングルン！」

　拡声器を操縦士に向けてマリーエンが叱しつ咤たすると、ラングルンからは、

「これで全力！」

　という返答があった。

「まだ行けるだろ！」

「これ以上踏むとエンジンが壊れるかも！　いいの!?」

「よくない！」

「じゃあ、これ以上は踏めない！」

　エンジン音がうるさいので、どちらも大声で叫んでいる。

　そのため、端はたで聞いていると喧嘩をしているようだ。

　この戦車に搭載された高出力エンジンは一世代前の物で、耐久性にやや難があって、ときどき故障する。

　マリーエンの戦車は歴戦の兵つわものだが、歴戦の兵ということは、要するに車体もエンジンも酷使されてきたということだ。

　無理使いをすれば故障に直結することをマリーエンは誰よりもよく知っていた。

（戦車戦の最中にエンジンが止まりでもしたら洒落しやれにならないからな）

　止まった戦車など敵にとって恰好の射撃目標でしかない。

　最悪の場合、車体を撃ち抜かれて炎上、乗員は揃って戦死。

　炎上する前に逃げ出せても、敵戦車の機銃掃射を食らって蜂の巣になるかもしれない。

　あるいは上手く逃げ果おおせたとしても、捨てた戦車を敵に鹵ろ獲かくされ、大事な商売道具を失うことになる。

　傭兵である第十六独立戦車小隊は自じ前まえの戦車で戦っているのだ。

　戦車を失ったら、商売は上がったりだ。

（この戦争が片付いたら、次の任務に入る前にエンジンくらいは新品に換装したいものだな。そのためにも、ここでしっかり勝っておかなくては）

　戦望鏡を覗いたままマリーエンが砲塔回転ハンドルをぐるぐると回すと、油圧式の回転装置が砲塔に力を伝え、砲塔がゆっくりと回り始めた。

　敵の戦車も同じように、走りながら砲塔を回している。

　敵重戦車のほうが装甲は厚いが、速度と旋回性能ならマリーエンが乗車する中戦車のほうが上だった。

　彼我の距離がぐんぐんと縮まってくる。

　敵戦車の速度が急激に落ち、砲塔の回転が止まり、砲口がこちらに向いた。

「砲撃来るぞ！　ラングルン、踏め！」

　エリゼーの装甲強化魔法陣は頼りになるが、敵戦車の長砲身七十ミリ砲は、この距離で受け止めるには強力すぎる。

　貫通されなくても、車体のどこかに歪みが出れば、戦車の性能は大きく低下する。

　履帯でも切れれば、即、立ち往生だ。

　これ以上は踏めないと言っていたラングルン操縦士だが、マリーエンの命令に、床にくっつくまでアクセル板を踏み込んだ。

　戦車はさらに加速して、乗員は小さく仰け反った。

　次の瞬間に敵戦車の砲口が光り、その直後。




　ごん！




　不気味な音と共に敵の砲弾が砲塔側面を叩いた。

「浅い！　大丈夫だ！」

　マリーエンがそう叫ぶと、装塡士のエレメインから、

「さすがにエリゼーの強化魔法、頼りになるぜ！」

　という叫び声が上がった。

　エレメインもラングルン同様の短髪だが、ラングルンより癖っ毛で、なおかつ大柄で口の利き方も乱暴だから、なんだか不良青年のようだ。












　マリーエンは怒鳴るように新たな命令を下す。

「一ひと一ひと時じに転進！　真っ直ぐ突っ込め！」

「了解！　一ひと一ひと時じに転進、真っ直ぐ突っ込む！」

　ラングルンが操向レバーを操り、進行方向を少し左手へ向けた。

　敵戦車のエンジン音が高まり大きな車体がゆっくりと前進を始めた。

　が、車体が重いだけに加速は悪い。

　すでに一いち号ごう車しやは丘の緩やかな斜面を下りきって平地を走っている。

「距離約二ふた○まる○まる。まだ少し遠いか？　いや、敵はスカート穿いてない。ぱんつ丸出しだ、行けるな」

　ちなみに、ここで言うスカートとは、履帯と転輪を保護する覆い板のことで、ぱんつとは、その履帯と転輪を指す隠いん語ごである。

「エリゼー、この角度なら履帯を狙える。撃ち方用意！」

「はい、車長」

　マリーエンから砲塔の調整機能を譲り受けたエリゼーは、照準器を覗いて少しだけ砲塔を左に回し、照準を合わせた。

　風もないし空気は乾いている。

　距離二百弱なら、ほぼ水平射撃だ。

　しかも敵は巨体で、エリゼーの腕なら外す虞おそれはない。

「照準よし！」

　すでにエレメイン装塡士が次弾を装塡済だ。

　マリーエンが砲撃命令を下した。

「射撃てえい！」

　エリゼーが発射板を踏みつけ。

　ズン。

　車体を揺るがす衝撃と発射音。

　砲身が後退し、空薬莢が薬莢受けに落ち。

　徹甲弾が空気を切り裂いて飛んでいった。

「敵側面に命中！　左の履帯損壊！」

　マリーエンの戦況報告に車内で歓声が上がった。

　装甲は貫通できなかった。

　だが、片方の履帯が破損したなら、戦車はもうまともに走れない。

　乗員たちが勝ったも同然と思ったのも無理はなかった。

　しかし、マリーエンの口からは叱しつ咤たの声が飛ぶ。

「まだだ！　敵、戦意喪失せず！　砲塔が回っている、後方へ回り込め！」

　すかさずエレメインが次弾を装塡した。

　敵戦車はまだ反撃を諦めていない。

　砲塔を回してマリーエンの戦車に狙いをつけようとしている。

　そうはさせじとラングルン操縦士は自戦車を敵戦車の後方へ突進させた。

　敵戦車の砲塔の回転速度よりも自分たちの戦車が回り込む速度のほうが速い。

　狙いをつけさせないままマリーエンの戦車は、停止している敵との距離をなおも縮めていく。

　そのとき、いきなり敵戦車の車体がぐるんっと回転した。

　砲塔を回すだけではマリーエンの戦車を狙えないと判断した敵は、無事な右の履帯を使って信地旋回を試み、車体の向きを変えようとしたのだ。

　しかし、さすがに微妙な調整は利かず、車体は半回転以上してしまった。

　砲口もマリーエンの戦車を行き過ぎ、明後日あさつてのほうを向いて止まっている。

　敵戦車は慌てて砲塔を戻し始めた。

「エリゼー、次弾いいか!?」

「行けます！」

　すでに距離は百を切っている。

　このくらいまで近づけば、戦車を止めなくても射撃は可能だ。

　しかも敵戦車は走れないのだ。

　エリゼーにとっては易しい仕事だった。

「射撃てえい！」

　マリーエンが叫び、エリゼーが発射板を踏みつけた。

　発射音が轟き、車体が揺れ。

　砲身が後退、空薬莢が落ち。

「直撃！　貫通！」

　マリーエンの声に、車内で歓声が上がった。
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　砲塔上部と車体の上部と下部にあるハッチがほぼ同時に開いて、車内から乗員が転がり出てきた。

　どうやら全員が無事だったようで、五名の乗員は手持ちの武器を放り投げ、両手を高々と挙げている。

　怪我をしている者はいるようだが、致命傷ではなさそうだ。

「敵乗員、降伏！」

　と叫んだマリーエンは、続けて小さく呟いた。

「戦死者なしか。運のいい奴らだな」

「どうしますか、車長？」

　機銃の発射装置に取りついた通信士のネマが訊いてきた。

　マリーエンは戦望鏡を回して周囲の様子を確認してみたが、一いち号ごう車しやの周囲には僚機しか見当たらない。

「どうやら戦闘は終わりつつあるな」

　見晴らしのいい平原のあちこちに戦車の残骸が散見されるが、それらの大半は敵戦車のようだ。

「いま仲間を呼び集める。少し待っててくれ」

　とエレメインやネマに呼びかけた後、マリーエンは通信機のマイクを取り上げ、僚機を呼び出した。

「こちら一号車ナタール。二号車ランド、三号車スミス、無事か？　どうぞ」

　すぐに返事が返ってきた。

「こちら二号車ランド、異状なし！　どうぞ」

「こちら三号車スミス、異状なし！　どうぞ」

「敵がいなければ集まってくれ。降伏した敵兵を捕虜として確保し、搬送する」

「了解。二号車ランド、向かう。どうぞ」

「了解。三号車スミスも向かいます。どうぞ」

　マリーエンの乗車する戦車に向かって、右と左から一台ずつ中戦車が近づいてくる。

　どちらも砲身に兎の耳を模した紅い砲ほう耳じをくっつけている。

　それこそが第十六独立戦車小隊、通称「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン」であることを示す砲飾りだ。

　マリーエンは接近する僚機になおも呼びかけを続ける。

「何台やった？　どうぞ」

「二号車ランドは中を四両撃破。どうぞ」

「三号車スミスは中を二、大を一、撃破。一号車ナタールは？　どうぞ」

「こちらは中を二両、大を二両だ。どうぞ」

「中」は中戦車で、「大」は重戦車を意味する。

　ちなみに軽戦車のことは「小」と呼ぶのが通例だ。

「重戦車を二両墜おとしたの!?　さすがね。どうぞ」

　というローザの声に、マリーエンは小さく笑って応えた。

「まぁ今回は運がよかった。さておき、三両合わせて中を八両、大を三両か。なかなかの戦果だな。これで深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊の声望もさらに高まるだろう。どうぞ」

「声望もいいけど、臨時賞与とか出ないかな～。どうぞ」

　というレイジーの声に、マリーエンは真面目な顔で応えた。

「臨時賞与はともかく、祝勝会はしっかりやろう。どうぞ」

「やたっ、祝勝会！　思う存分飲み食いしよ～」

　あからさまに喜色を滲ませるレイジーに対し、マリーエンは釘を刺しておく。

「祝勝会はいいけど、調子に乗って飲み過ぎるなよ。ゲロ塗まみれのおまえを介抱するのはもうたくさんだ。どうぞ」

「酷い言いがかり！　どうぞ」

「言いがかりなもんか。セーヌス郷国でのお別れ会の惨状を忘れたとは言わさないぞ。どうぞ」

「何かあったっけ？　どうぞ」

「しらばっくれるな。どうぞ！」

　などとくだらないやり取りをしているうちに、二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやがマリーエンの乗車する一いち号ごう車しやに接近してきて停止した。

　二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやは砲塔を回して万が一に備える。

　その間にマリーエンはハッチを開け、銃を手にして車外へと出た。

　同じく銃を手にしたエレメインがあとに続く。

　二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやからも銃を構えた乗員が二人ずつ出てきた。

　黒色の軍務服に身を包んだ第十六独立戦車小隊六人はみな女性だが、降伏の意思を示して手を挙げたまま、破壊された戦車の横に立っている反乱軍兵士五名も──反乱軍の軍務服は濃緑色を基調にしている──また女性だった。

　前述したように、戦車が装甲や砲弾の強化に魔法を駆使している以上、そして魔法が使えるのは女性に限られる以上、どの国でも、どんな軍でも、戦車兵は圧倒的に女性の割合が多いのだ。

　マリーエンは車外に出てきたレイジーに呼びかけた。

「レイジー、第一車ナタールと第二車ランドに二ふたと三さんで分乗させよう」

「了解。こちらで三名、受け持ちます～」

　身体検査を済ませ、武器を持っていないことを確認すると、マリーエンは、

「そっちの二人ふたりは、こちらに乗れ。残りの三人は向こうだ」

　と指示を出した。

　この辺りの国で使われている言語は、多少のバリエーションはあっても基本的に同一なのでふつうに話せば意志は通じる。

　五人の反乱軍兵士は、おとなしく彼女の言に従って二人と三人に分かれた。

「ローザ、こいつらの戦車の砲身に深あ紅か耳みみバンダナを巻いておいてくれ。これはわたしたちの戦利品だ」

「了解、了解」

　敵戦車の鹵獲は正規軍でもふつうに行われているが、傭兵部隊も自分たちが破壊した戦車を戦利品として要求する権利を有していた。

　もっとも戦闘の真っ最中に印を付けて回ることはできないので、こうして戦闘が終了したときに目印を付けて権利を主張するのである。

　ローザは軍服のポケットから紅い兎うさ耳みみの文様が刺し繡しゆうされたバンダナを取り出し、敵の戦車に駆け上がると、砲身にバンダナを巻き付けた。

「小隊長、スーラ中尉から連絡です！」

　ハッチから顔を出したエリゼーが姉を呼んだ。

「なんて言ってる？」

「『状況終了。我が軍の大勝利。これより帰投する。我に続け』とのことだそうです」

　周囲の様子から味方の勝利に終わったのだろうということは把握できていたが、こうして「勝利」という言葉を聞くと、より実感が湧く。

　レイジーやローザから、やったね！　という歓声が上がった。

「よし、戻るか」

　というマリーエンの声にも喜色と安堵が滲んでいる。

　マリーエンは二人の捕虜を砲塔の前、車体の上に載せ、自らは砲塔の横、二人を見張る位置に立って、砲塔上部ハッチから車内に向かって叫んだ。

「帰投だ。低速前進！」

　早く戻りたいのは山々だが、車体上に人を乗せている関係上、あまりスピードは出せないから、速度が「低速」なのは仕方がない。

　アイドリング状態だったエンジンが唸りを上げ、第十六独立戦車小隊の一いち号ごう車しや、通称ナタールが、赤茶けた大地の上をゆっくりと動き出した。

　そのあとを追って、二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやが続いていく。

　雲間から顔を覗かせた初夏の太陽の日差しを受けて、黒っぽい戦車の装甲に描かれた複雑な文様の魔法陣と呪文字が七色に輝いた。
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　ヨシュア平原の戦闘で、マルクトバレル王国軍の第九戦車大隊が反乱軍の戦車部隊を相手に大勝利を収めた日の翌日のこと。

　王国軍第八機甲師団の師団長兼任でトルスツ攻略軍の軍団副司令に就ついたゼファーブル少将は、王都の軍務省に構えた自室で上がってきた戦闘報告書に目を通していた。

　報告書には、ヨシュア平原での自軍と反乱軍の戦闘に関する詳細が記されている。

　一通り目を通し終えた少将は執務机の上に報告書を置き、革張りの大きな椅子の背もたれに背中を預けた。

「なるほど、深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊、噂どおりの戦闘力だな、シーリングス」

　少将の呼びかけに、彼の執務机の前に立つ眼鏡をかけた女性士官が首肯する。

「はい。報告書を読む限り、噂以上かと思われます」

　軍務省内ということで、女性士官は黒い軍務服に短めのスカート姿で、タイツは穿はいていなかった。

　階級章からすると、彼女は大尉である。

　ゼファーブルは上目遣いで部下の秘書官を見やった。

「是非ともうちにほしいな。ご苦労だが引き抜いてきてくれないか」

「ゴゥトレイ中佐に文句を言われますよ」

「奴には、あとで何か奢おごっておくよ」

「話を通しておいていただけると、こちらとしても動き易くなります」

「ほかにも幾つか、ほしい独立戦車小隊がある。めぼしいところは、全部かっさらってしまおうじゃないか」

「まるで強盗か何かのような言いぐさでありますね」

　少将は、おいおい、と肩をすくめてみせた。

「こちらは正当な対価を払うんだ。強盗とは違うよ」

「いえ。部隊を取られる側からすれば、少将の行為は強盗のようなものだと言っているのですが」

「あ痛いたたた。君は相変わらずキツいねえ」

　少将は胸を押さえてわざとらしく呻うめいた。

「上官をものともしないその皮肉、たいしたものだ」

　という少将の皮肉に、シーリングスという大尉はまったく表情を変えないまま、冷ややかな声で応えた。

「わたくしのこれは皮肉ではありません。愛と思おもい遣やりに溢れた諫かん言げんです」

「君の素敵な愛と思い遣りには、君の夫となる男も泣いて喜ぶだろうなぁ」

「こんなもので喜ぶような男は願い下げです」

　少将が次々と繰り出す皮肉にもシーリングスはびくともしない。

　少将はため息を吐ついて話題を戻す。

「それはさておき。ゴゥトレイ中佐にはこちらから話を通しておく。深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンの引き抜き、よろしく頼むよ」

「承知いたしました。中佐殿に話が通りましたら、わたくしが出向いて、引っこ抜いて参ります」

「なるべく穏便にね」

「ご安心ください。少将のご意向を笠に着るようなことも札束で頰を叩くような無礼な真ま似ねもいたしません。相手の軍服を脱がせ、愛と思い遣り溢れるわたくしの愛あい撫ぶで籠ろう絡らくして言うことを聞かせようとも思いません」

「最後の！」

　少将が目を剝むいた。

「危ないことは控えるように。表沙汰になれば君も僕も軍にいられなくなるからね？」

「いやですね、少将。冗談に決まっているではありませんか」

（冗談だったらいいんだが）

　という疑念を隠しきれないゼファーブルである。

「とにかく。正式なルートで正式に申し入れて、正式な返答をもらってくれ。いいね？　大丈夫だね？　問題ないね？」

「何な故ぜそこまで念押しされるのかよくわかりませんが、問題はございません」

　シーリングスがしれっとそう答えると、少将はまたも小さくため息を吐ついた。

（有能なんだが、大尉は取り扱いが面倒くさいなぁ）

「では、ゴゥトレイ中佐に要請書を書こう。こちらから頼むんだ、電信で済ませるわけにもいかない。伝令車を用意しておいてくれ」

「承知いたしました」

　びし、と気をつけの姿勢を取ったシーリングス大尉は、少将に敬礼を送ると、回れ右して少将の執務室から退出していった。

　その後ろ姿を見送りながら、少将は机に便箋を広げ、愛用の万年筆を手に取った。
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　それから四日後──。




　第十じゆう六ろく独立戦車小隊の面々は酒場に集まっていた。

　休暇が取れたのが今日になってからだったので、遅ればせながら、ヨシュア平原での戦闘に勝利した祝勝会を行おうと、留守番を除く全員が顔を揃えたのである。

　こぢんまりとした酒場だが、入り口の看板には「女性専用」とある。

　ちなみに、この世界には二種類の酒場がある。

　男性客──その過半は兵士だ──を相手にする酒場と、女性客──その九割方は兵士だ──を相手にする酒場の二種類だ。

　男性専用の酒場では際どいサービスや卑ひ猥わいな踊りが提供され、夜のお相手を物色する娼しよう婦ふなども訪れる。

　当然のことだが、そこで接客するのは際どい衣装を身に着けた──あるいは、あまり衣装を身に着けていない──女性の店員である。

　男性相手の店はほぼその一択だが、女性（兵士）が相手の場合、さらに二種類の店に大別できる。

　接客係が男性の場合と女性の場合の二種類に。

　つまり女性兵士には、酌しやくの相手は男がいいと思う者と女がいいと思う者の二種類いるということである。

　もっとも接客係が男であろうと女であろうと、見た目がよくて若い者に限る、ということに変わりはない。

　そして第十六独立戦車小隊の隊員は、酌の相手は若い女性に限るという者がほとんどだった。

　命を懸けて戦場で戦っていると、たまの休日に羽目を外したくなるのは男でも女でも変わらない。

　だから兵士はよく酒を飲むし、飲む場合はとことん飲む。

　それは世界共通の性向である。

　第十六独立戦車小隊の隊員もその例外ではないということだ。

　この世界では飲酒に対する年齢制限を設けている国などほとんどなく、従って第十六独立戦車小隊の面々は、強い弱いはあっても、みな酒を飲む。

　ということで、留守番を引き当てた不運な者以外は、こうして祝勝会の会場となったこの酒場に勢揃いしているのだった。
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　祝勝会という名の飲み会が始まっておよそ一時間が経過し、早くも全員が出来上がりつつあった。

　労働基準法などない世界のこと、酒食を提供する店であっても未成年が働いている。

　というより、生きていくために子供であろうが働かざるを得ないのだ。

　現にこの店でも十五、六歳と思われる少女がマリーエンたちの相手をしていた。

「おらおらおらぁ、あたしの酒が飲めねえのか!?」

「お嬢ちゃん、こっち来て一緒に飲も」

「お嬢ちゃん、こっち来て一緒に脱ご」

　そんな接客嬢に酔って絡んでいる者がいると思えば、酔っ払った勢いで脱ぎ始める者もいる。

「二ふた車しや長ちようレイジー、脱ぎまぁす」

　というか、レイジーだった。

「いいぞ、脱げ脱げ！」

「ぜんぶ脱げ！」

「ひゃっは～～っ」

　軍務服の上を脱ぎ、シャツを脱ぎ、ブラまで外したレイジーは、右手で酒瓶を持ち、上体を大きく反らして麦ばく酒しゆを喇らつ叭ぱ飲みした。

　特大の胸がこれ見よがしに揺れるのを見て、僚友の何人かが舌打ちする。

「くそぉ、相変わらず無駄にでけえ乳しやがって！」

「目障りだわ」

「死ねばいいのに。おっぱいの重みに耐えかねて転倒して頭打って死ねばいいのに」

「三さん車しや長ちようローザ、揉みまぁす」

　席から立ち上がったローザが、とてとてとレイジーに歩み寄って、両手を伸ばした。

　ぐわし。

「あん」

　もみもみもみ。

「あんあんあん」

　上半身裸になったレイジーの大きな両胸を揉みしだいていたローザは、あからさまに不愉快そうな顔になって、けっ、と吐き捨てた。

「女の価値は胸の大きさじゃないんだよぉ」

「よく言ったローザ！」

「そのとおりだ！」

「女の価値は胸バストじゃない。魂を揺さぶる熱情パトスだ」

「誰か上う手まいこと言った！」

　何人かが賛同の声を上げると、ローザに両胸を摑まれたまま、レイジーは大きな胸を大きく張って笑った。

「はっは～～、負け犬の遠吠えだね～～」

　勝ち誇った笑みだった。

「偉そうにぃぃ！」

　ローザはレイジーの両胸を摑んだまま思いきり腕を引っ張る。

「痛いた痛いた痛いた！　引っ張るなローザぁぁ」

「いいぞ、そのまま引きちぎれ！」

「貧乳の屈辱をレイジーに教えてやれ！」

　レイジーはローザの腕を強引に振り解き、赤く腫れ上がった自分の両胸をそっと両手で押し包んだ。

「ちょっと、止やめてよね～～。あたしの大きくて形がよくて張りがあって均整の取れた美しい乳房が崩れちゃうじゃないの、この貧乳娘むすめは～～」

「むき──っ。わたしのどこが貧乳だ──っ！」

　ローザは軍務服の上を脱ぎ捨て、シャツを脱ぎ捨て、自らブラを剝ぎ取った。

　出現したなだらかな双丘を見て、レイジーがゲラゲラと笑う。

「それのどこが貧乳じゃないんだよ～～」

「もぎ取る。わたしと同じレベルになるまでもぎ取ってやる」

「させるかぁぁ」

　がし。

　両手を組み合わせ、額をつき合わせ、力比べの体勢に入る二人だった。

　小柄なローザだが意外と力がある。

　力比べは互角の形勢だった。

「んぐぐぐぐ～～」

「ぐあぁあぁ～～」

　二人は上半身をはだけたまま、顔を真っ赤にして両腕に力を込めている。

「おい、どっちが勝つと思う？」

「レイジーに千ピール！」

「じゃあ、あたしはローザに二千！」

「レイジーに二千！」

「ローザに三千だ！」

　二人を囃し立てていた隊員たちは、そのうち勝敗の行方に勝手に賭けを始めた。

　兵士には酒だけでなく賭博にも目がない者が多いのだった。

　中には賭けに目もくれずに接客係の女子を脱がせ、悪戯いたずらしている者も数人いる。

　レイジーとローザを応援する声やら笑い声やら嬌きよう声せいやら悲鳴やらが飛び交い、店内はこの上なく騒々しくなっているが、そんな喧けん噪そうに距離を置いて、隅の席で静かに飲んでいる三人がいた。

　マリーエンと、彼女の妹エリゼー、それに主計士のミリアムだった。
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　いつもなら先頭に立って飲んで騒ぐはずのマリーエンだが、今晩だけはワインの入った酒杯を静かに口に運びながら、ミリアム相手にひそひそと話をしていた。

「で。どうなんだ、ミリア？　新車に手が届きそうか？」

「現状では少し足りないっすねぇ」

「そうか。じゃあ、賞与金はナシの方向で」

　マリーエンがそう言うと、エリゼーが身を乗り出して姉を睨んだ。

「駄目ですよ、姉ねえ様さま。みんな楽しみにしていたのに」

「そうっすよ。エリゼーの言うとおり。反乱が起きるっすよ」

　ミリアムが同意すると、マリーエンは小さくため息を吐つく。

「そうだな。反乱は駄目だ。この国も反乱で苦しんでいるんだからな」

　そして酒盃に残っていたワインを一息に飲み干した。

　ふぅ、と大きく息を吐はいて酒盃を置くと、マリーエンはミリアムに顔を向ける。

「新車は無理としても。せめてエンジンだけでも新型に換装できないか？」

「三両すべてはキツいなぁ。っていうか。エンジンもですけど、そろそろ隊員の補充もしたいところっすけど？」

「そうです、姉様。今でもみんないっぱいいっぱいなんですから。このままだと誰かが疲労で倒れてしまいますよ。予備の人員の一人か二人くらい確保しておいたほうがいいのではないですか」

「と言われてもな。毎月の固定費が増えるのはなおキツい」

　マリーエンにそう言われ、エリゼーは、そうですか、と顔を曇らせた。

「小隊の懐具合のことはよくわかりませんけど」

　と言って、エリゼーは少し赤く染まった顔をミリアムに向けた。

「そんなに苦しいんですか？」

「そうだねぇ。火の車とまでは言わないけど、我が小隊の財政、けっこうキツキツだね。名前が売れた割には余裕がないのは、ほかのとこより部品の交換やメンテナンスに金をかけてるから……なんだけど」

「そこ、大事ですよね」

　とエリゼーが身を乗り出した。

「整備を怠ったばかりに戦場で戦闘中にエンスト……なんて事態になったら、目も当てられませんもの」

「そういうこと。だから部品代や整備代をケチる気はないが、懸案の新車購入は、なかなか実現できないな」

　マリーエンはそう言うと、今度は大きなため息を吐ついて天井を見上げ、気のない様子で言葉を継いだ。

「どこかに美う味まい儲け話が転がっていないものかな」

　するとミリアムが食いついてきた。

「美味い話っていうか、金を持ったいい男がその辺に転がってないっすかね」

「それを美味い話と言うのだと思うぞ」

「憧れるっすね、玉たまの輿こし」

「お金持ちの殿方に嫁入りするわけですから、玉の輿と言うより、金きんの玉の輿ですね。略して金・玉の輿」

　にこやかな顔でエリゼーがそう言うと、

「…………」

　マリーエンとミリアムがジト目になってエリゼーを見やった。

「まさかおまえの口から、そんな下ネタ冗じよう句くを聞かされるとは思わなかったぞ」

　エリゼーは赤い顔をなおいっそう赤く染めて両手を大きく振り回した。

「あ、今のナシ。今のはナシです、綺麗さっぱり忘れてくださいぃ」

　くすくすと笑いながらミリアムが言った。

「まぁ金の玉か銀の玉かはさておき、どこかの大商人の御おん曹ぞう司しでも捕まえれば、こんな貧乏小隊なんかすぐに辞められるのに、とは思いますけど。ねえ、隊長？」

「おまえ、それをわたしに言うか!?」

「あ～あ、一発大逆転の一打、打てないもんすかね」

「そんなモンがあるなら、誰もこんな商売やってないだろ」

「あれぇ？　美味い話がないかって言い出したのは隊長じゃないすか！」

「わたしはおまえほど図々しくない。ミリアのは、美味い話っていうより、どっちかってぇと妄想だろ」

　ぐはぁ、と呻いたミリアムは、胸を押さえて腰を折る。

「夢見る女子の憧れを、無残に斬って捨てられた！」

「まぁまぁ。地道にやっていきましょうよ、姉様、ミリアさん。今までもそれでやってきたんですから。上ばかり見て歩いていると、石に躓つまずいて転びますよ？」

「そうだな。この戦争に王国軍が勝利してくれれば、わたしらも豊かになれるんだしな。とりあえず王国軍の勝利を目指して頑張るしかないか」

「はい。頑張りましょう」

　エリゼーがにっこりと微笑ほほえんだ。

（いい娘こだよなぁ、エリゼー。この大おお雑ざつ把ぱでいい加減なマリ姉ねえに育てられて、どうしてこんなしっかり者のいい娘こに育ったんだろう？　やっぱり反面教師が利いたのかな）

　ミリアムは麦酒の入った酒盃を口くち許もとに運びながら、血の繋がっていない姉妹を見比べるのだった。

　当時の経緯を詳しく聞いたわけではないが、昔、戦争孤児だった幼いエリゼーをマリーエンの親が引き取り、その親が亡くなったあとはマリーエンがエリゼーを育てたという話はミリアムも知っている。

（戦争孤児か。そういう奴、多いよね）

　ミリアムの両親は健在だが、小隊には親を亡くしている者も多い。

　その大半が戦争によって、だ。

　兵士として戦死した者もいるし、戦場となった街にいて、戦闘に巻き込まれて死んだ者もいる。

　孤児になった者が手っ取り早く生きていく術すべは、この手の店で、あるいはもっといかがわしい店で働くか、兵士になることだった。

　少なくとも十歳くらいになれば軍事幼年学校に入れるから、飢え死にする心配をしなくても済む。

　この世界は紛争が絶えない。

　この世界は戦争が絶えない。

　だから、どの国でもつねに兵士を募集している。

　そして兵士には年齢制限などない。

　それなりに軍務をこなせれば、年齢など問われないのだ。

　軍事幼年学校で一通りのことを教われば、戦場には立てなくても後方支援部隊で働くことができる。

　銃が撃てなくても雑役係として、あるいは賄まかない係として働いて、経験を積んだ後に正式な兵士に転進するというのが、孤児が辿たどる典型的なコースだった。

　どうしてかというと、兵士のほうが稼げるからだ。

　基本給もいいし、軍が勝利すれば、国が勝利すれば、臨時収入が期待できた。

　なんの伝つ手てもなく頼れる親もいない孤児にとって、だから兵士になるのが、手っ取り早く確実な生きていくための手段だった。

　入隊後に魔法士の資質があることがわかれば、酒場で接客嬢や踊り子として働くよりずっといい給金を得ることができた。

　もっとも、生きていくために兵士になり、そして戦場で死んでいく者も多い。

　マリーエンなど、馴染みの兵士が戦死する度たびに、

「生きていくために兵士になったのに、そのおかげで死んじまうなんて皮肉だよなぁ」

　と愚痴をこぼしているが、そのとおりだとミリアムも思う。

　といっても、ほかに道はないのだから仕方がないとも思うが。

　両親が健在のミリアムにしても、手っ取り早く稼げるという理由で傭よう兵へい稼業を続けているのだ。

　充分に金を稼いだら足を洗って何か商売を始めたいと思ってはいるが、職を失った両親に仕送りをしている関係上、思ったようにお金は貯まってくれない。

　どこかに金持ちのいい男が転がっていないかなぁと言った彼女の言葉は、半ば冗談、半ば本心だった。

　それは大なり小なり第十六独立戦車小隊の隊員に共通する思いだったはずで、だから、あの話──マルクトバレル王国行き──が来たとき、みんな賛成したのだと、今から振り返ればミリアムにはそう思えるのだ。

（けど、ここに来たからといって、状況が劇的に改善されるわけじゃないんだよねぇ）

　小隊の財政状況を劇的に改善する方法なんてものが実際にあるのかどうか、ミリアムにはわからない。

（エリゼーの言うとおり、このまま地道にちまちまとやっていくしかないっすかねぇ）

　ほかのテーブルは大いに盛り上がっているというのに、三人が座るテーブルの雰囲気はどんよりと重苦しかった。

　マリーエンもミリアムも難しい顔で考え込みながら、ときどき思い出したように酒盃を口に運ぶだけだし、エリゼーは、そんな二人に慈しむような視線を送りながら、静かに酒盃を重ねていた。

　そのとき、酒場の扉が開いて一人の女性士官が入ってきた。
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　入ってきた女性は黒い軍務服にタイトなスカートを穿はいていて、階級章は王国軍大尉だった。

　規定どおり、ちゃんとタイツも穿いているし、糊の利いた軍務服に一点の乱れもない。

　ネクタイもしっかりと着けている。

　眼鏡の奥の青い瞳に宿る光は鋭く、「できる女性士官」を絵に描いたような第一印象である。

　一方、祝勝会を行っている第十六独立戦車小隊の面々でタイツを穿いている者は一人もいない。

　タイツどころか、軍務服やシャツを脱いで上半身裸になっている者もいるのだから、こちらは「だらしない」を絵に描いたような有様だ。

　現れた大尉は、両脇と背後に数名の女性兵士を従えている。

　いずれも女性なのは、ここが女性専用酒場だから、という配慮だろうか。

　店主──三十代半ばの妖艶な女性だ──が慌てて扉に向かって走っていった。

　現れた国軍大尉と何やら話をしていた店主は、やがて大尉を先導して、マリーエンがいるテーブルまでやって来た。

　背後からぞろぞろと兵士が続いている。

　店内で騒いでいた小隊員が、みな動きを止とめ、愉快な一ひと時ときをぶち壊す無ぶ粋すいな闖ちん入にゆう者しやに向かって咎とがめるような視線を送った。

「ん～？」

　酔眼で大尉を見つめるマリーエンの眼前まで歩み寄った大尉は、足を止め、その場でびしりと姿勢を正した。

「休暇中に申し訳ない。第十ひと六ろく独立戦車小隊の小隊長、マリーエン中尉準だな？」

　マリーエンは仕方なく立ち上がり、大尉に敬礼を送った。

「第十ひと六ろく独立戦車小隊小隊長、マリーエン・マリティフ・スホルフ中尉準であります」

　直立不動の大尉に比べると、マリーエンの体は右に左に小さく揺れているが、場所が場所だけに仕方がないだろう。

　大尉もそこを咎めるようなことはなかった。

　ミリアムとエリゼーも立ち上がって大尉に敬礼を送った。

「ご苦労様です。第十ひと六ろく独立戦車小隊主計士のミリアム・ミード曹長準であります」

「第十ひと六ろく独立戦車小隊のエリゼー・ライヒ・スホルフ陸士長準であります」

「お楽しみを邪魔してすまない。わたしはマルクトバレル王国軍大尉、シーリングス・セリエ・セレナデスだ」

　三人に敬礼を寄越した大尉は、そう名乗った。

　痩そう身しんで、平均的な女性よりも少し背が高く、薄紫色の髪を短く切り揃え、眼鏡をかけ、鋭く油断のならない目つきをしている。












（所属部隊はわからないが、もしかすると、ここの師団司令部付きかもしれないな）

　とマリーエンは思った。

　大尉が敬礼を解くと、三人も右手を下ろす。

「マリーエン中尉準、君に話がある。少し時間を取ってもらっていいだろうか」

「はい、かまいません」

「では……」

　シーリングス大尉はゆっくりと背後を振り返り、次に店内を見回した。

　接客係の娘を脱がせていた隊員や、上半身裸になって力比べをしていたレイジーとローザなどに視線を走らせた大尉は、やがて顔を戻し、澄ました表情を崩さないまま、

「手っ取り早くここで済ませるか」

　と言って空いている椅子にすっと腰を沈めた。

　彼女は背後に直立不動で控えている部下に向かって言う。

「休暇中のところに押しかけて無理やり話をするわけだから、彼女たちにつき合うのも止むなしだ。そうだろう、曹長？」

「あ……はぁ、そうで……あります……か」

　若い曹長は困惑顔で上官とマリーエンたちを見比べているが、シーリングスは部下の困惑になどお構いなしで店主を手招くと、まずは自分の酒を注文し、ついでにマリーエンとエリゼー、ミリアムにもお代わりを頼んでやった。

「あの、わたしとエリゼーが同席してもよろしいのでしょうか？」

　とミリアムが訊くと、大尉はじろりと彼女を睨ねめつけた。

「ミリアム・ミード曹長準。君は深紅の魔砲耳クリ・マギの会計担当なのだろう？」

「はい、大尉殿」

「ならばかまわない。君は……」

　今度はエリゼーに顔を向けたシーリングスだが、すぐに小さく肩をすくめて言った。

「まぁいいだろう。聞かれて困る話ではない。というより、どのみち君から隊員の皆に話をしてもらうわけだからね」

　シーリングスはそう言って、意味深な顔でマリーエンを見やった。

　それでミリアムもエリゼーもピンときた。

（この大尉、次の任務を持ってきたんだ）

（となると、ここではなく、別の部隊への転任……でしょうか）

　二人の読みは当たっていた。

　シーリングスは自分の酒盃が運ばれてくるや、すぐにそれを口許へ運び、美味そうに麦酒を喉に流し込んだ。

　その様を、背後に控える曹長が苦々しい顔で見やっている。

「遠慮せずに飲やりたまえ。それはわたしの奢おごりだ」

　新しく運ばれてきた酒盃を前にしてミリアムとエリゼーが固まっていると、大尉はそう言って二人を促した。

「では、頂戴します」

「ありがとうございます」

「君もだ、マリーエン中尉準」

「ありがたくいただきます」

　マリーエンもミリアムやエリゼーに続いて新しい麦酒を喉に流し込む。

「さて、話というのは外ほかでもない」

　空になった酒盃をテーブルに置いたシーリングスはそう切りだした。

「歩ほ科かではないが砲ほう科かでもない」

　歩科とは軍事学校で教える歩兵科のことで、砲科とは砲兵科のことだ。

　くだらないシーリングスの駄だ洒落じやれに、三人は、かくっ、と小さくずっこけた。

「君たちに話すのだから、当然、車しや科かの話だ」

　言うまでもなく、車科とは戦車科のことだ。

「えぇと……」

　戸惑いの顔でマリーエンは鼻の頭を掻く。

「つまり、どういうことです？」

　大尉は、ふふ、と含み笑いを漏らし、では説明しよう、と勿体ぶって言った。

「新しく編制される方面軍に来ないか？　という誘いだな。いや、誘いというよりは、命令か。とはいえ君たちは傭兵だ、最終的な判断は君たちに任せるが」

「新しい方面軍」

　呟くように相手の言葉を繰り返したマリーエンは、窺うかがうような視線を大尉に向けた。

「つまり王国軍は、近々、新たな攻勢をかけるつもりなのですか？」

「察しがいいな。さすが、音に聞こえた深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊の指揮官だけのことはある。頭のいい指揮官は好きだ。君は美人だし、いい体をしているし、いい体をしているし、じつにいい体をしている。わたしの好みのタイプだ。どうだろう、わたしの愛人になる気はないか？」

「はぁあ？」

　マリーエンは目を皿のように見開いて相手を見つめた。

「もちろん冗談だ」

　がくうっ。

　マリーエンは右肩から大きくずっこけた。

「本当は君のような大柄な女子より、そちらの細身の娘このほうが好みでね。君みたいな可愛くて敏感そうな女の子を鳴かせてみたい。あるいは泣かせてみたい。どうだろう、愛人の話？」

　シーリングス大尉が舐めるような視線を這わせてきたので、エリゼーの全身に鳥肌が立った。

　がたっ。

　彼女は思わず腰を浮かせ椅子を引いて逃げ腰になる。

「冗談なのは好みの話ですかっ!?」

　とマリーエンがツッコむと、シーリングスは三日月型に目を細めて笑った。

「はっはっはっ、それも冗談だ。そう恐がるな」

　エリゼーは安堵の息を吐はきつつ、浮かせたお尻を椅子の座面に落とす。

「だいいち、わたしにはもう愛人がいる。それはもう可愛らしくてよく尽くしてくれる愛人がな。そうだろう、曹長？」

「え？　あ……いえ、あの、その……」

　顔を真っ赤にしてしどろもどろになっている部下の様子を見て、三人はピンときた。

（部下に手を付けたのか!?）

　けれど、そんなことは声に出してツッコめない。

　沸騰した薬や罐かんのように頭頂から湯気を噴き出している曹長を見て見ぬ振りをするだけの気配りができる三人だった。

（しかし。なんなんだ、この大尉。やり難にくい奴だなぁ）

　気を取り直して顔を上げると、マリーエンは腹に力を込めて大尉を睨みつける。

「えぇと。肝心のお話に戻りたいのですが、大尉殿。新しい方面軍へのお誘いの詳細をお聞かせ願えますか」

「ああ、そうだったな」

　シーリングスが空になった酒盃を空中で泳がせていると、曹長が赤い顔で、えほん、と咳払いをした。

「わかっているよ、曹長。わたしはまだ勤務中だしな、これ以上は控えておく」

　そう応えた大尉は、名残なごり惜しそうに酒盃を卓上に戻して上体を乗り出し、両肘を卓の上に載せて両手を顔の前で組み合わせた。
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　大尉は徐おもむろに口を開く。

「中尉準、君の指摘どおり、我が軍は反乱軍に対して新たな攻勢をかけることにした。それに伴って新たな軍団を創設するんだ。とはいえ、余剰部隊を寄せ集めたような軍団ではないぞ。母体となるのは我が王国軍きっての精鋭、第八機甲師団」

（へえ）

　マリーエンは僅かに目を見開いた。

（マルクトバレル王国の第八機甲師団の名は何度も聞いたことがある。たしかゼファーブル少将が率いる精鋭部隊だったはず）

「軍団副司令だが、実際の指揮はゼファーブル少将が執とることになる。少将殿は君たち深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊を高く評価していて、新しい方面軍に是非とも参加してほしいと仰っている」

「もしかしてシーリングス大尉は、その軍団の司令部付きなのですか？」

「司令部の末席に名を連ねているよ。というか、ゼファーブル少将の秘書官だ」

　三人は小さく仰け反った。まさか軍団を実質的に指揮する少将の秘書官が直に訪ねてきて、面と向かって誘われるとは思っていなかった。

　そこまでするのだから「少将が深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊を高く評価している」という大尉の言葉に噓はないように思われる。

「君たちだけではないぞ。ほかにも幾つか、実績ある傭兵部隊に声をかけて回っているところだ。その中でも深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊は人気、実力ともピカイチだからな。君たちが来てくれれば、他の部隊に対する何よりの喧けん伝でん材料になる」

（そこまで言われると、嬉しいのを通り越して逆にお尻がむず痒がゆくなるな）

「作戦遂行中の俸給は、今の三割増しとしよう」

「っっ！」

　マリーエンもミリアムも目を見開いてシーリングスを見つめた。

「作戦成功の暁あかつきには特別賞与も出す」

　ミリアムは涎よだれを垂らしそうな顔で大きく息を吐はいたり吸ったりしているが、マリーエンは少しばかり疑わしそうな顔になる。

「本気ですか？」

「本気だとも。今回の作戦は、それだけ重要な位置づけだと思ってくれ」

「そうですか」

　マリーエンは腕組みして思案げな顔になった。

「今すぐに返事をくれとは言わないよ。君たちには君たちの事情もあるだろうからね。だが、いつまでも待ってはいられないのもたしかだ。すでに軍団編制は進みつつある。作戦準備も進行中だ」

「いつまでにお返事すればいいです？」

「そうだな、明後日あさつてに返事を聞かせてもらおうか」

「こちらから伺いますよ。ここの司令部にいらっしゃるのでしょう？」

　シーリングスは、いや、と首を横に振った。

「わたしはここでは部外者だからね、司令部には居づらいんだよ。明後日、街で晩飯を一緒にどうだ？」

「晩飯ですか？　ですが、休暇はもう……」

　と言いかけたマリーエンを、大尉は右手を挙げて遮った。

「心配ご無用。わたしのほうから司令部に話を通しておく。君たちは軍務として堂々と街へ入ればいい」

「はぁ、そうですか……ん？　君、たち？」

「全員に奢るよ。隊員をみな連れてくるがいい」

　傍らでミリアムとエリゼーが、机の下で右の拳を握りしめていた。

　マリーエンは、はぁ、とため息を吐つく。

「断ると、わたしが隊員たちから吊るし上げを喰らいそうだな。そうだ、断るといえば」

　マリーエンはシーリングスの顔を正面から見据えて訊いた。

「いただいたお話を断ると、どうなるのです？　我が小隊はお払い箱ですか？」

「そんなことはないさ。深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊は重要な戦力だからね」

　大尉の答えを聞いて、マリーエンは小さく安堵の息を吐はく。

「そう、君たちは重要な戦力だ。実力もあり、名前もよく知られている。だからこそ、こちらも君たちを簡単に諦めるわけにはいかない。たとえ君たちに断られても、あの手この手を駆使して、裏から表から手を回し、前から後ろから揺さぶり突き動かして、新軍団に参加してもらおうと考えている」

　大きく仰のけ反ぞったマリーエンは、必死で体勢を立て直すと、びしっ、とシーリングスを指さした。

「それ、こちらに選択の余地、ありませんよねっ!?」

　シーリングスは細めた両目を弓ゆみ形なりに撓しならせ、いや？　と言った。

　眼鏡の奥の彼女の瞳が妖しい光を放っている。

「そんなことはないぞ？　最終的な決断は、あくまでもどこまでも君たちに委ゆだねられているのだから、嫌だと思えば堂々と断ってくれていいんだ」

（こ……この女め狐ぎつねめ）

　マリーエンは、蜘く蛛もの巣に絡め取られた蝶ちようの気分になる。

（もっとも、今回は絡め取られても蜘蛛に喰われるわけじゃない。待遇は上がるんだ、そこは歓迎なんだけど、どうにも胡う散さん臭いんだよなぁ）

「新たに始める作戦の内容を聞かせていただく……わけにはいきませんよね？」

「それは最高機密だから無理だな」

「でしょうね」

「ただ、そうだな、反乱軍の重要拠点を陥おとすつもりだ、とは言っておこう」

「大尉殿」

　背後に控える曹長が咎めるような視線をシーリングスに向けてきた。

「不ま味ずい不味い、少し喋りすぎたか」

　戯おどけた仕草で肩をすくめると、シーリングスは静かに立ち上がった。

「では、明後日、午後五時頃に迎えを寄越す。いい返事を期待しているよ」

　マリーエンやミリアム、エリゼーも立ち上がり、

「ご苦労様でございます」

　と低頭した。

「いい返事を貰えないときは」

　腰を折った体勢のまま、マリーエンは窺うような視線でシーリングスを見上げた。

「……ときは？」

「夜道に気をつけろ、だな」

「もう脅迫してますよね、それ」

　背筋を伸ばしたマリーエンは辟へき易えきした顔になる。

「いっそ命令してくれたほうが手っ取り早いのに」

「君たちは傭兵部隊だから、正規軍部隊のように右から左へ融通する、というわけにもいかないのさ。新規部隊への参加の場合は本人の了解が必要になるという規程がある。知ってのとおり、軍隊というのは杓しやく子し定じよう規ぎな組織だからね」

「そうですね。もう少し柔軟性があってもいいのに、と思うときはよくあります」

「我が国の場合、軍が柔軟性を発揮するのは王族の我わが儘ままを聞くときくらいだな」

「大尉殿！」

　またも背後から曹長の声がかかった。

　今度は、はっきりと非難の調子を帯びていた。

「ああ、口が滑った。今のは聞かなかったことにしておいてくれ」

（ということは……もしかして今回の新軍団、王族の誰かが司令官に？　それはあまりぞっとしない話だな）

　そう思ったマリーエンだが、そんな思いを相手に悟らせるわけにはいかない。

　彼女はできるだけ表情を変えないように気をつけ、無言で頷いた。

「では、明後日」

　シーリングス大尉は軽く右手を挙げると体を回し、出入り口のほうへ向かって歩き始めたが、息を潜めて自分のことを見つめている第十六独立戦車小隊の残りの隊員たちにちらっと目をやると、不意に歩みを止めた。

　隊員たちが一斉に上体を引く。

　体の向きを変えたシーリングスは、彼女が来るまで力比べをしていたレイジーとローザの下もとへ、つかつかと近づいていく。

　二人を取り囲むように立っていた他の隊員がさっと道を空けたので、自然、シーリングスはレイジーとローザと対たい峙じする形となる。

「ふむ」

　じろじろと無遠慮な視線を二人に這わせていたシーリングスは、やがて右手を挙げ、ぐっ、と親指を立ててみせた。

「二人とも、いいおっぱいをしているね」

「!?」

「君は大きくて形もよくて張りもあって弾力に富んでいる。そちらの君は、可憐で可愛らしくて滑らかな肌触りをしていそうで見るからに敏感そうだ」

　レイジーとローザは、そこでようやく自分たちが上半身をはだけたままだったこと、つまり両胸を完全に露出していたことを思い出す。

「たっ大変失礼いたしましたっ！」

　二人は慌てて剝き出しの両胸を両手で覆い隠した。

「失礼なものか。わたしには素敵なご褒美だったぞ」

　シーリングスは弓形に撓らせた目で、くくくっ、と嗚お咽えつするように笑う。

「うちの曹長のおっぱいもなかなか魅力的だが、君たちのも負けず劣らず魅力的だ」

　顔を赤く染めた件くだんの曹長が鋭く叫んだ。

「大尉殿っ！」

「はっはっはっ、いいものを見せてもらったよ。眼がん福ぷく眼福」

　彼女は笑いながら体を回し、出入り口のほうへ向かって悠然と歩き出した。

　ある者は呆あつ気けに取られ、ある者は呆れた顔で、ある者は不思議そうな顔でシーリングスの背中を見つめている。

　店を出かかった大尉が出入り口のドアのところで不意に足を止めて振り返ったので、小隊員の全員が思わず、びくぅっ、と上体を引いた。

「言い忘れていたが、明後日、食事のときは軍務服で来てくれたまえ。街に行くのは、あくまで軍務で、だからね。では」

　それだけ言うと、シーリングスはくるりと体を反転させ、部下が開けたドアから外に出ていった。

　大尉に続いて、店内にいた王国軍兵士がみな外に出ていくと、小隊員たちから大きなため息が漏れた。
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　やがて小隊員たちは誰からともなくマリーエンの周りに集まってきて──その前にレイジーとローザは脱いだ服を着込んだが──小隊長を取り囲んだ。

「どうするんですか～、隊長～？」

　第十六独立戦車小隊の副隊長格、二に号ごう車しやの車長レイジーにそう訊かれ、マリーエンは小さく肩をすくめて応えた。

「内堀も外堀も埋められたんだ、断るという選択肢はないも同然じゃないか？」

「だよね～」

「そうは言っても、みんなの意見を聞かないわけにはいかない。我が小隊のルールだ、絶対反対という者が三分の一以上いれば、隊としては断らざるを得ない。絶対に反対という者はいるか？」

　第十六独立戦車小隊は全部で十九人。

　七人以上の反対者が出れば、マリーエンとしては断る方向で動くしかないのだが。

　この状況では断れそうにない、という思いは全員に共通していたのか、反対の挙手をする者はいなかった。

　かといって積極的に賛成というわけでもなさそうで、皆が無言で互いに顔を見合わせていると。

「あたしは賛成～」

「わたしも」

　レイジーとローザから賛同の声が上がった。

　続けてミリアムから、

「俸給三割増しで断れるわけないっすね～」

　という声が上がり。

「え？　マジ？」

　とラングルンが目を見張った。

「あの大尉さんが噓吐ついていなければっすけどね」

「ゼファーブル少将付きの大尉が噓吐くわけないじゃん。よし、やろう！　隊長が嫌だと言っても受けよう！」

　ラングルンが右の拳を握りしめると、周りから小さな笑いが漏れた。

　笑いに釣られるように、次々と賛同の声が上がった。

「ここにいる者は賛成、でいいんだな？」

「お──っす！」

　留守番に残してきた隊員は四人。

　その四人がみな反対したとしても、規定の人数には足りない。

　マリーエンは決断を下した。

「そうか。では、第十ひと六ろく独立戦車小隊はシーリングス大尉からの要請を受ける、という方向で動く。いいな？」

　全員から拍手が湧いた。

　マリーエンが、よし！　と鋭い声を発して手を打った。

「なら、祝勝会に加えて、転任と俸給アップのお祝いも兼ねて飲み直すか」

「だね～。なんかもう酔いがすっかり覚めちゃったし～」

　とレイジーが同意すると、またもや次々に賛同の声が上がった。

「俸給アップを祝って！」

「いいね、いいね！」

「臨時賞与を願って！」

「新車ほしい──！」

「ミリアム、頼むよっ！」

「彼氏、ほし～～っ！」

「自分で何とかしろっ！」

「ははは、さぁ飲み直しだ──っ！　この店の酒瓶をすべて空にする勢いでっ！」

「お──っっ！」

「飲め──っ」

「歌え──っ」

「踊れ──っ」

「脱げ──っ」

「脱がせ──っ」

「ひゃっは──っっ」




　酒盛りが再開された。

　誰もが存分に飲み、食べ、歌い、脱いで、踊り。

　賑やかな酒宴は夜を徹して続き、翌朝、日の出の頃にようやく終了したのだった。
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　その翌々日──。




　小隊員を伴ってシーリングス大尉と食事をしたマリーエンは、彼女の要請、すなわち新たに編制される軍団への参加を正式に受諾した。

　マリーエンたちは、そこで初めて次の任地を知ることになった。

　新たな方面軍の司令部が置かれるのは王国軍が反乱軍の支配地域に打ち込んだ橋きよう頭とう堡ほ、バルザァクの街で、第八機甲師団を中核にして編成される方面軍は、そこを拠点に反乱軍の主力を叩き、敵方の重要拠点を陥とすことを狙っていた。

　すでにバルザァクの街近郊に、王国軍の精鋭部隊が続々と集まりつつあった。
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　第十じゆう六ろく独立戦車小隊が加わることになった中部戦線第二方面軍──別名トルスツ攻略軍──は、第八機甲師団を中心に、第十五歩兵師団、第十七歩兵師団、第二近衛旅団、第六砲兵大隊、第二十機械化旅団、第三遊撃戦車大隊などで構成された部隊だった。

　同時にバルザァクの守備部隊もこの方面軍に組み込まれ、ゼファーブル少将の指揮下に入っていた。

　中部戦線第二方面軍の作戦目標は「反乱軍の重要拠点であるトルスツの街の奪取とトルスツ周辺に展開する反乱軍部隊の撃滅」である。

　王国側のバルザァクの街も反乱軍側のトルスツの街も、共に王国中部の要よう衝しようであり、相手の支配地域に打ち込んだ楔くさび、すなわち橋きよう頭とう堡ほだった。

　そこを奪取できれば、辺り一帯の支配領域が大きく塗り替えられるという、それほど重要な都市だ。

　当然、守りは堅いし、投入されている戦力も大きい。

　そこを抜いてしまおうというのだから、王国軍が精鋭部隊を集めたのも頷ける。

　ただ、戦力的にあまり余裕のない王国軍のこと、作戦目標達成のために充分な兵力を集めることはできていなかった。

（反乱軍も、こちらの動きを察知しているだろう。となれば、兵力を増強しているかもしれない。トルスツを抜けるかどうかはギリギリだな）

　というのがマリーエンの正直な感想である。

（これ以上の量が望めないなら、あとは質の問題だけど）

　質では勝っていると思うが、どのくらい勝っているかというと微妙なところだ。

　反乱軍が相手なら充分だろうが、敵にはザクセン帝国軍が加わっている。

　下へ手たをするとザクセン帝国軍が主力を担っているような部隊もある。

（トルスツは反乱軍にとって重要な拠点だ。精鋭部隊を配しているだろうし、ザクセン帝国軍がいるのも確実だしな）

　とはいえ、第十六独立戦車小隊は戦車戦に絶対の自信を持っている。

　正面からの殴り合い上等と、マリーエンは闘志満々でバルザァクの街に入城した。
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「さてと」

　朝食後、濃いめの珈琲コーヒーを静かに飲んでいたマリーエンは、手にした珈琲カップを卓に戻し、バルザァクの街にある兵舎の大食堂の壁掛け時計を見やった。

「そろそろ作戦会議に出向くか、ミリア」

　通信車の車長であり主計士でもあるミリアムはマリーエンの秘書官役もこなすから、この手の会議にはよく同席を求められる。

　彼女はカップに残っていた温ぬるめの珈琲を喉に流し込むと腰を上げた。

「そうっすね。最初の会議から遅刻しては洒落しやれになりません。というか、減俸されたら困るっす」

「だな。早めに着いても追い返されることはないだろう」

　そう言ってマリーエンが立ち上がると、一緒にお茶を飲んでいた隊員たちから、

「行ってらっしゃい、隊長」

　の声がかかった。

　第十六独立戦車小隊は、小隊でありながら師団長兼軍団副長ゼファーブル少将直々のお声掛かりということで、司令本部での作戦会議にも呼ばれているのだった。

「光栄だけど、重圧も懸かるな」

　シーリングスから作戦会議に顔を出すように指示されたとき、マリーエンは苦笑してそう言ったものだ。

「レイジー、ローザ、新しいエンジンの慣らしを進めておいてくれよ」

　第十六独立戦車小隊は王国軍から支度金代わりに新しいエンジンを提供され、草臥くたびれた古いエンジンを新型に換装したところだった。

　二人はにこにこ顔で敬礼を送って寄越した。

　新エンジンは、それまで積んでいた旧型より馬力があって耐久性も増しているから、二人の車長は嬉しくて仕方がないのだ。

「よし、行こう」

　マリーエンは秘書官役を務めてもらうミリアムを従え、大食堂をあとにした。
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　兵舎の会議室に、方面軍副司令官ゼファーブル少将以下、軍団幹部が顔を揃えていた。

　出席者の大半が将官と佐官だ。

　中尉準にすぎないマリーエンは場違い感に苛さいなまれ、椅子の座り心地はどうにもよくなかった。

　マリーエン以外にも独立戦車小隊を率いる傭よう兵へい隊長がもう一人いて──階級は同じく中尉準だった──非常に落ち着きのない態度だったから、出席者の肩書きに気け圧おされていたのだろう。

　同じような戦車小隊を率いている傭兵仲間なので、二人は以前から顔見知りだった。

　相手はマリーエンを見つけるなり小走りに駆け寄ってきて、泣きそうな顔で彼女の腕に縋すがった。

「よかった、マリーもいたのね。あたし、心細くて心細くて、もう帰ろうかと思っていたところなのよ」

「なんだよ、子供じゃあるまいし。戦場での勇敢さはどこへ行った、セーニャ」

「だって、あの人たち、戦場で見まみえる敵より恐い顔してると思わない？」

　ちらっと幹部の顔を窺うかがったセーニャ・セレナス・インバースは、落ち着かない表情でそう囁ささやいた。

　マリーエンとしては頷くわけにもいかず、曖あい昧まいな顔で、いやそんなことは、と応えるしかなかった。

　二人は長卓のいちばん端っこに置かれた椅子に、こそこそと腰を下ろす。

　すると前方に置かれた黒板の前に立っていたシーリングス大尉が、つかつかと二人の下もとへ寄ってきて、わざとらしく両手を広げ、大きな声で呼びかけてきた。

「ようこそ、マリーエン中尉準、セーニャ中尉準。お待ちしていましたよ」

　室内にいた幹部たちが一斉に顔を巡らせ、幾つもの視線が二人に突き刺さる。

（大きな声を出さないで～～）

　セーニャは内心で悲鳴を上げ。

（わざとやってるな、こいつ）

　マリーエンは無言でシーリングスを睨みつけた。

　シーリングスは柳に風とマリーエンのキツい視線を受け流し、二人に向かって、立つようにと手で合図を送ってきた。

「会議の前に、皆さんにご紹介しておきましょう」

　マリーエンは観念した顔で腰を浮かせ、セーニャも泣きそうな顔で立ち上がった。

「はい、こちらに来て」

　二人はシーリングスに促されるまま長卓から離れ、気をつけの姿勢を取る。

　司令官のゼファーブル少将には着任の挨あい拶さつを済ませていたが、それ以外の幹部とは初顔合わせだ。

　全員が舐めるような視線を、二人の頭の天てつ辺ぺんから爪先にまで這わせている。

　戦場ではなく陣中でもないので、マリーエンもセーニャも、スカートに短靴で素足という出で立ちだ。

　マリーエンのスカート丈は膝の少し上という程度だが、セーニャのスカート丈はかなり短かった。

　おかげで自分に向けられた視線も、すぐセーニャのほうへ吸い寄せられていく。

　多くの男性幹部の視線はセーニャの絶対領域に釘付けだった。

（いい仕事をしてくれたな、セーニャ）

　マリーエンは内心で安堵の息を吐はきながらセーニャにエールを送った。

　そんな二人の様子などまったく意に介さぬ体ていで、シーリングスは自分に近いところに立つマリーエンを指し示す。

「第十ひと六ろく独立戦車小隊、通称『深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン』を率いるマリーエン中尉準です」

　その言葉に、セーニャの絶対領域に視線を向けていた幹部たちが顔を戻す。

　興味深そうな顔で自分を見ている彼らに向かってマリーエンは敬礼をした。

「マリーエン・マリティフ・スホルフ中尉準であります」

「そちらが第三十三さんさん独立戦車小隊、通称『夜に待ち伏せる梟ナイテイ・アウリイ・アンブツシヤ』を率いるセーニャ・セレナス・インバース中尉準です」

　全員の注目を浴びたセーニャは歯を食いしばって敬礼をした。

「セーニャにゃ・セレナシュ・インバーチュ中尉準でありましゅ」

　嚙み嚙みだった。

　幹部のあいだから軽い失笑が漏れ、セーニャは思いきり身を縮こまらせる。

　そんな彼女に助け船を出すようにゼファーブル少将が声をかけてきた。

「お二人の小隊の高名はかねがね伺っている。今回の作戦では必ずや我が部隊を助けてくれるものと期待している。よろしくお願いするよ」

　着任の挨拶のときにも感じたことだが、軍団副司令官のゼファーブル少将は気配りのできる真っ当な人間だった。

　そこに安心すると同時に、少し物足りなさを覚えるマリーエンだった。

（いや。馬鹿よりはいい。馬鹿よりは何倍もマシだ）

　マリーエンはそう自分に言い聞かせる。

　地位が高くても血統がよくても、馬鹿を司令官に戴いた部隊は、ほぼ例外なく悲惨な目に遭う。

　気配りができる人物なら、戦況を正しく把握することもできるだろう。

　少なくとも独ひとり善よがりの決断をしたり、向こう見ずな作戦を立てたりすることはないはずだ。

　そういう意味ではマリーエンたちにとってやり難にくい司令官ではない。

「では、着席してください」

　そう言うシーリングスの声に、マリーエンとセーニャはそそくさと自分の席に戻っていった。

　大尉からは、とくに幹部の紹介がなかった。

　知っていて当然ということなのか、それとも傭兵である小隊長如きに紹介するまでもないということなのかマリーエンにはわからなかったが、知りませんでしたでは済まされない。

　予め教えられた名前と階級を、マリーエンは頭の中で軍服の階級章と照らし合わせて確認していく。

（軍団副司令官のゼファーブル少将が第八機甲師団長も兼ねている、と。そしてあれが第十五歩兵師団長で、あっちが第十七歩兵師団長。向こうが第二近衛旅団長。でもって第二十機械化旅団の旅団長に第六砲兵大隊長に第三遊撃戦車大隊長か。王族様の出馬ということで近衛旅団までつぎ込んだわけだ。王国も本気ということだな）

　居並ぶ幹部の中では第三遊撃戦車大隊長だけが女性だった。

（アレクサンドラ中佐は戦車畑一筋の叩き上げという話だったな。魔法士としての腕も一流だと聞いた。精鋭を集めたというシーリングス大尉の話も、まんざら噓ではないということだ）

　アレクサンドラ中佐は女性にしては大柄で、叩き上げの戦車乗りと言うに相応しく、厳いかめしい印象だ。

　年齢も、マリーエンより十歳以上は年上だろう。












　中佐の指揮する第三遊撃戦車大隊は独立した部隊として運用されており、大量の戦車が必要な戦線へ送り込まれ、どこかの師団に組み込まれたり、今回のように軍団の一翼を担ったりしているのである。

　部隊名にある「遊撃」とは、そういうことを意味していた。

（どちらかというと、わたしらと同じ傭兵部隊みたいだな）

　というのがマリーエンの感想だ。

　今回は、第十六独立戦車小隊も第三さん十じゆう三さん独立戦車小隊も、第三遊撃戦車大隊に所属することになっている。

　第三遊撃戦車大隊と第八機甲師団の戦車部隊を合わせるだけで、戦車の合計は二百両以上になる。

　さらに第二十機械化旅団や第二近衛旅団もかなりの数の戦車を抱えているから、戦車の総数は三百両を超える。

　こと戦車戦力に関してなら、そうとうに強力な方面軍と言っていい。

　マリーエンは、直属の上官となるアレクサンドラ中佐にそっと視線を送った。

　中佐は女性にしては大柄で目つきも鋭く、いかにも叩き上げ将校といった迫力が感じられる。

（あれだけの体格だと、車内が狭く感じられそうだな）

　そのとき、何な故ぜか中佐がマリーエンのほうに顔を向けてきたので目が合ってしまい、彼女は慌てて顔を背けた。

「軍団総司令のシュテッセ中将閣下がまだお見えになっていませんが、今のうちに会議を始めてしまいましょう」

（ああ、そういえば第三王子殿がまだだったな。いや？　今のうちに……始めてしまいましょう？）

　マリーエンはシーリングスの言い方に、そこはかとない疑問を感じる。

（まるで来てくれないほうがいいみたいな言い方だよな。もしかして……）

　その可能性に気づいて、マリーエンは愕然とする。

（第三王子って、馬鹿なのか？）

　とはいえ、ここで誰かに訊くわけにもいかない。

（あとでミリアに調べてもらうか）

　自分の背後に机を置いて控えているミリアムに、マリーエンが素早く視線を送ると、彼女は机にノートを広げペンを持ち、まだ会議も始まっていないのに頻しきりに何かを書きつけていた。

（幹部の似顔絵でも描いてるのか？）

　計算が得意というだけでなく、絵心もあるミリアムのこと、ノートに悪戯いたずら描きをしていても不思議ではなかった。

　と、そのとき、会議室のドアが開いて侍従兵が顔を覗かせた。

「皆様、お待たせいたしました。シュテッセ殿下、ご到着であります」

　シーリングスが、ちっ、と小さく舌打ちをする。

「待ってないよ」

「来なくていいのに」

　声には出していないが、口の動きから明らかにそう言った者もいた。

（うわ。これは本当に馬鹿かもしれない）

　マリーエンは内心で小さな悲鳴を上げる。

　軍団総司令が王族で、しかも馬鹿となると待ち受けているのは悲惨な未来ではないだろうか。

　マリーエンはそっとうつむき、恐ろしい想像にぶるっと体を震わせた。

「待たせたね、ゼファーブル少将」

　優しく耳に響く澄んだ声が聞こえ、マリーエンは、はっと顔を上げる。

　会議室の入り口から入ってきたのは、美び貌ぼうの若い男子だった。

　出席者一同が一斉に立ち上がったので、マリーエンもミリアムも、セーニャも彼女の秘書官役の女子も、慌てて立ち上がる。

　室内にいる全員が、登場したマルクトバレル王家第三王子、シュテッセ・アイングラン・マルクトバレル中将に向かって敬礼を送った。

　中将も皆に敬礼を返したが、あまり様さまになってはいなかった。

（あれで中将閣下か。まぁ、王族ならそうなるんだろうけど頼りなさそうだなぁ。っていうか、そもそも軍務服が似合ってないなぁ。もっと派手できらびやかな服装なら映はえそうなのに）

　マリーエンがそう思ってしまうほど、その男子には威厳もなく、他人を威圧するような迫力もなかった。

　旅芸人一座に入れば、間違いなく主役を張れるくらいの美男子ではあったが。

（いやでも……女装させたら意外と美人になりそうだよなぁ）

　などと、マリーエンはつい不ふ埒らちなことを考えてしまう。

「殿下、どうぞ、こちらへ」

　ゼファーブルに促され、長卓の斜め奥に座っていた少将の隣にシュテッセが腰を下ろすと、それを待って、全員が敬礼を解き、静かに着席した。

　黒板の前に進み出たシーリングスが、王子に向かって恭うやうやしく一礼する。

「殿下、会議を始めたいと思います。よろしいでしょうか？」

「うん、いいよ。どうせ僕はお飾りだからね、僕のことは気にしないで進めて」

　シュテッセ王子は、にこやかな顔でそう言った。

（あれ？　自分の立場を弁わきまえている？　しかも皮肉とか嫌みに聞こえない、ごく自然な言い方だったな。もしかすると馬鹿じゃない……かも？）

　けれど、軍事に関しては素人同然なのは確実。

　たとえ階級が中将だとしても。

（まぁでも、口出ししてこないなら素人でも問題ないか。副司令のゼファーブル少将はまっとうな指揮官のようだからな）

　マリーエンは、まともに二人のほうを見ないようにと顔を別方向に向けたまま、視界の端に映った総司令と副司令を見つつ、そんなことを考えた。

「では会議を始めたいと思います。皆様、お手元の資料をご覧ください」

　というシーリングス大尉の声で、マリーエンは我に返った。

　全員が予め配られた資料に目を落としている。

（不味い、不味い）

　マリーエンも急いで手元の資料を右手で捲った。
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　シーリングスは資料を補足する形で、ざっと作戦概要を説明した。

　資料とシーリングスの説明を合わせて王国軍の作戦を簡単にまとめると、以下のようになる。





・作戦名……夏の雪崩なだれ

・戦略目標……敵の重要拠点であるトルスツの街を奪取して、王国中部に突出している反乱軍支配地域を奪還する。

・戦術……機甲部隊による敵支配地への侵攻→迎撃に出てくる敵戦車部隊を撃破→トルスツの街の後方に控えるスタンドルの街を攻略→トルスツに通じる主要街道を遮断→トルスツを孤立させ、全軍による総攻撃。

・作戦分担……侵攻部隊の主力は第八機甲師団に第二十機械化旅団、及び第三遊撃戦車大隊。そのほか、スタンドルの街の攻略用に第十五歩兵師団。






「トルスツ周辺の敵戦力は以下のとおりです」

　会議室前方に置かれた移動式黒板の前に立ったシーリングス大尉は、一同を見回すと体を回して背中を向け、黒板に向かってチョークを持った右手を伸ばした。

　かっ、かっ、かっ。

　シーリングス大尉が持つチョークが黒板に触れる音が静まり返った会議室に響く。

　音の大きさからして、シーリングスの腕や肩にかなり力が入っていることがわかる。





・敵戦力……トルスツ守備部隊がおよそ三千～三千五百。戦車部隊がおよそ百両と少し。スタンドル守備部隊がおよそ一千。ただし、トルスツ周辺の戦力は今なお増強中で、最終的には戦車の台数が百五十両を超え、二百両に迫るかもしれない。なお、増強される部隊の大半がザクセン帝国の正規軍だと思われる。トルスツ及びスタンドル周辺の要塞基地は急造の上、配された戦車部隊も本隊と合流すると思われるので、本作戦では無視する。

















「ただし、トルスツの守備兵力に関しては、多少増えても、我が軍の作戦にそれほど大きな影響は与えません。守備兵力が四千になろうと五千になろうと、その頃にはトルスツは孤立しているわけですので」

　シーリングスがそう言うと、近衛旅団長のレゼンナップ准将が、そうはいっても、と口を挟んだ。

「守備兵だけでなく砲も増強されれば、攻略に時間がかかる。味方の犠牲も増えるぞ」

「仰るとおりです。ですが、その場合は、こちらも増援の砲兵部隊を呼ぶ手筈になっております。また、街の内部に送った潜入者が反革命組織と共に決起する予定ですので、大きな問題にはならないかと思います」

「なるほど。たしかに街中で反革命の狼煙のろしが上がれば敵は大混乱に陥おちいるな」

「はい。それを期待しすぎてもいけませんが、とりあえず戦局を左右する決定打になるはずです。ただし、そのためには侵攻部隊が敵の主力を撃破していないとなりません。敵主力の何割かがトルスツの街に逃げ込んでしまうと攻略の難易度が上がります」

「それは」

　レゼンナップは一拍置いてから言葉を継いだ。

「ゼファーブル少将率いる第八機甲師団に任せておけば間違いないだろう」

　彼の言葉には、この作戦が失敗したらゼファーブル少将の責任だ、という言外の意が込められているように思え、マリーエンは少し引っかかった。

　けれどシーリングスは、表情も語調も変えず出席者に訊いた。

「ここまでで何か質問があれば、どうぞ」

　何人かから手が挙がり、それに対してシーリングスが答えた。

　彼女の手に余るようならゼファーブルが答えることになるのだろうが、そこまで大きな問題を孕はらむ質問は出なかった。

　一通りの質疑応答が終わると、シーリングス大尉が顔を巡らせた。

「では、作戦の詳細と各部隊の任務について副司令官のゼファーブル少将から説明をいただきましょう……と思いましたが、その前に」

　シーリングスが自分のほうを見たのでマリーエンの心臓が大きく跳ねた。

「何か質問はありませんか、マリーエン中尉準？」

　またもや出席者の視線が彼女に集中する。

　今回は第三王子のおまけ付きだ。

　マリーエンは全身全霊を以もつて首を横に振った。

「なっ何もありません、どうか先へお進みください」

「では、少将、お願いいたします」

　というシーリングスの声に、マリーエンは冷や汗を流しつつ安堵の息を漏らす。

（わざと嫌がらせをしてるんじゃないだろうな、あの大尉）

　そんな疑念を捨てきれないマリーエンだった。
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「では、自分から少し話をさせてもらう」

　立ち上がったゼファーブル少将がそう言ったので、マリーエンは姿勢を正し、背筋を伸ばした。

　黒板の前に進み出たゼファーブルは、両手を後ろ手に組んで徐おもむろに話し始めた。

「この一戦には祖国の命運が懸かっていると言っても過言ではない……と言いたいが、それは過言だろう」

　マリーエンは、かくっ、と小さく右肩を下げた。

（なかなかお茶目な少将閣下だな）

「だが、重要な戦いであることは論を俟またない。トルスツを奪還できれば、王国中部の反乱軍を大きく押し返せるのだからな。中部を奪とり戻しさえすれば、南部の敵は孤立し立ち枯れる。残るはザクセンの支援部隊が多数入り込んでいる北部のみとなる。そこまで来れば、反乱軍の完全鎮圧は目前だ」

　そこで言葉を切ったゼファーブルは、悠然とした態度で出席者一同を見回してから、静かに、しかし力強く言葉を継いだ。

「だから諸君らの奮戦に期待している。これは反乱の鎮圧と祖国の解放に繋がる大きな一歩となる作戦なのだ」

　その場にいた全員が大きく頷いた。

「では、具体的な指示と注意点を伝えておく」

　各部隊が進めておくべき準備と注意点を、ゼファーブル少将が各指揮官に個別に伝え始めた。

　そうなるとマリーエンやセーニャなどの出る幕はない。

　二人は手持ちぶさたのまま少将が話し終えるのを待った。

　各部隊長への指示を終えると少将は体の向きを変え、第三王子シュテッセに対し、

「殿下、一言、お願いいたします」

　と呼びかけた。

　飾り物とはいえ、王族であり総司令官でもある以上、ゼファーブルとしては、王子に対する気配りを忘れるわけにはいかない。

　立ち上がったシュテッセは、それまで浮かべていた薄い笑みを消し、真摯な表情で、

「僕から言いたいことは一つだけ。王国を、王国民を、そして父上を、皆の力で助けてやってほしい、ということだ」

　と言って、出席者一同に軽く頭を下げた。

　マリーエンの王子に対する評価は、その時点で少し変わった。

　単なるお飾りの無能な若じやく輩はい者ものではなく、自分の立場と能力を弁えた、それなりに状況判断のできる意外としっかりした若者……というふうに。

　マリーエンだけでなくミリアムも同様で、

（最高司令官が無能なくせに口だけは出す阿あ呆ほうでなくてよかった）

　と密かに胸を撫で下ろしていた。

　顔を上げた王子は、

「僕からは以上だな」

　と言って椅子に座ろうとしたので、出席者たちは立ち上がろうと腰を浮かせたのだが、王子はそれを押し留めた。

「そのままでいいよ」

　一同は浮かせかけた腰をそっと椅子に沈めた。

　椅子に座ったシュテッセは、ゼファーブルに会議を進めるよう合図を送った。

「ありがとうございました、殿下」

　ゼファーブルと彼の背後に控えていたシーリングスが低頭した。

　出席者一同も、座ったまま、額が卓に触れそうなくらい深々と腰を折り曲げた。

「ほかに何かございますか、少将？」

　とシーリングスに訊かれ、少将は、いや、と首を横に振る。

「今日のところはこんなものだろう」

「では、本日の作戦会議はこれにて散会といたします。各部隊とも滞とどこおりなく出撃の準備を進めてくださるようお願いいたします」

　シーリングスのその言葉で、会議は終了した。

　マリーエンとセーニャが密かに安堵の息を吐はきつつ全身の力を抜いたその瞬間。

「マリーエン中尉準、セーニャ中尉準」

　アレクサンドラ中佐から声がかかり、二人は抜いたばかりの力を全身に入れ直して、勢いよく立ち上がった。

「はい。なんでありましょうか、中佐殿？」

「大隊の編成を伝えておきたい。一緒に大隊司令部まで来てくれないか」

「はい。大隊司令部までお供いたします」

　アレクサンドラ中佐は自分の秘書官を従えて会議室を出ていく。

　足早に歩くその背中をマリーエンとミリアムが、そしてセーニャと彼女の配下が追いかけていった。
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　大隊司令部は街の郊外に置かれている。

　何十両もの戦車を街中に入れるわけにもいかないので──守備部隊の兵や機材や車両群で街中の基地は満杯に近い──第三遊撃戦車大隊の戦車と兵士は街の郊外に野営しているのだ。

　当然、大隊司令部も野営陣地に置かれていた。

　こぢんまりとした林の前に張られている大天幕が大隊司令部だった。

　大隊所属の戦車は、その周囲の平地に勢揃いしている。

　敵には航空戦力などないから──味方にもないが──こうして戦車を晒さらしていても、とくに問題はない。

　ごく希まれに陣地で飼っている牛馬などを狙って龍りゆうが降りてくることもあるが、いくら龍のかぎ爪が鋭くて飛行能力が高くても、戦車を破壊したり戦車を摑んで攫さらっていったりはできないから、そちらの不安もない。

　だいいち機銃掃射を食らえば、龍といえど無事では済まない。

　ちなみに、この世界に航空戦力が存在していない理由は龍りゆうがいるからである。

　数十メートルの高度ならそれほど問題はない。

　問題はないが、その高度では、偵察にせよ攻撃にせよ、地上から狙い撃たれてしまうので、わざわざ空を飛ぶ意味はなかった。

　だからといって、気球や飛行船でそれ以上高く飛ぼうとすると、今度は大空を舞っている龍に襲われることになる。

　人類は何度となく空への進出を試みたが、その度に龍に野望を阻まれた。

　だから人は、疾とうの昔に大空への進出を諦めていた。

　余談だが、航空戦力はなくても対空砲は存在している。

　それらは敵の気球や飛行船を撃つためというより、たまに地上付近へ降りてくる龍を威い嚇かく、撃退するための物である。




　アレクサンドラ中佐は、足を止めないまま大きな天幕の中に消えた。

　そのままあとについて天幕に入ってしまっていいものかどうか、とマリーエンとセーニャが外で躊ちゆう躇ちよしていると、いったん天幕内に消えた中佐の秘書官が顔を覗かせ、

「どうぞ、お入りください」

　と差し招いた。

　招きに従って二人は天幕の入り口を潜くぐり、中に足を踏み入れる。

　天幕の中央には組み立て式の大きな野戦卓が置かれ、卓上にはこれまた大きな地図が載せられていた。

　地図はトルスツの周辺図で、野戦卓の周囲を取り囲んだ数名の幕僚が地形や敵戦力の検討を行っている。

（こういうのを見ると、前線に来たって実感するよな）

　命懸けの戦闘が間近に迫っているというのに、マリーエンが臆することはなかった。

　むしろ彼女は体の奥から闘志が湧いてくるのを感じていた。

　たぶん子供の頃から母親に従ついて砲弾の飛び交う戦場を駆け巡っていた経験の為せる業わざなのだろうとマリーエンは思っている。

　戦場に立って緊張したり昂たかぶることはあっても、臆することはない。

　それはマリーエンの密かな誇りだった。

　腕組みして野戦卓の前に仁王立ちになっているアレクサンドラ中佐の背後に、マリーエンとセーニャが遠慮がちに立つと、中佐は腕組みを解いてゆっくりと振り返った。

「我々の大隊は、第八機甲師団の前面を受け持つことになる。つまり先せん鋒ぽうだ」

　そこで言葉を切った中佐は、にやりと笑った。

「敵の戦力が厚い場合、いちばん被害が出る役目というわけだ。そして敵の戦力は厚い。先ほどの会議でも話が出たが、現状で敵戦車は百両を超えている。最終的には百五十を超え、二百前後に達するだろう。となると……台数的にはそれでもこちらが有利だが、ザクセンの重戦車が多数配されるだろうことを思えば、それほど優勢ではないと思うべきだ」

　マリーエンは中佐が何を言おうとしているか、わかった気がした。

　被害を出すであろう先鋒を受け持つ第三遊撃戦車大隊の先頭、つまり、敵から攻撃を受けた際に真っ先に損害を出す場所を傭兵戦車部隊に任せようというのだ。

（擂すり潰してもあまり痛くない傭兵部隊にいちばん危ない役目を任せるのは理に適かなっているからな。わたしが中佐の立場でも、そう命じるさ）

　たしかに理に適ってはいるが、マリーエンの立場からすると、喜んで就つきたい場所でもない。

　彼女は第十六独立戦車小隊の戦闘力に自信を持っているが、敵支配地への侵攻で先陣を受け持つとなると、損害が皆無というわけにもいかないだろう。

　マリーエンは内心で小さなため息を吐つきながら訊いてみる。

「第三遊撃戦車大隊の先鋒を、わたしたちが受け持つというお話ですか？」

　アレクサンドラは僅かに目を見開いたが、それほど大きな反応は見せなかった。

　それでも、

「頭の回転が速い部下を持つと話が早くて助かるな」

　と言ったから、マリーエンの思考力を評価したのは間違いない。

「そのとおりだ。マリーエン中尉準とセーニャ中尉準の二個小隊に、我が大隊から二個小隊を出す。その十二両を一個中隊として第三遊撃戦車大隊の先鋒としたい。引き受けてくれるか？」

　マリーエンとセーニャの小隊が傭兵部隊だから、とりあえず「引き受けてくれるか」という疑問形になっているが、これを断るという選択肢はないも同然だ。

　相手の出方次第だが、最悪の場合、命令を拒否したとしてマリーエンが捕まり、小隊の財産が没収されてしまうかもしれない。

（っていうか、ここで拒否するくらいなら傭兵稼業なんかやってないよな）

　マリーエンは覚悟を決め、腹に力を込めて答えた。

「喜んで……とは言えませんが、中佐殿がそれを必要とされるのなら、引き受けさせていただきます」

　マリーエンの顔を正面から見つめていた中佐は小さく頷き、一言、

「助かる」

　と言った。

　すぐに中佐は視線をマリーエンからセーニャへと移す。

　セーニャは肩をすくめ、少し投げやりな調子で応えた。

「もちろんやりますよ」

　そして内心でつけ加える。

（命令だから、やるしかないでしょ）

　この辺が傭兵部隊の辛いところではあるが、雇う側から言えば、高い金を出しているのだから危険な任務を任せるのは当然ではあった。

　そして、この手の任務を引き受けて、きちんと熟こなすから傭兵に需要があるのだ。

　危険だからやりませんと言っていては、どの国も傭兵部隊など使おうとしない。

　危険は承知の上の稼業だと、マリーエンは新たな任務に対する覚悟を決める。

「ところで中佐殿」

「何か、マリーエン中尉準？」

「我々の中隊指揮官はどなたになるのでありましょうか？　ついでですから、今ここで顔合わせを……」

　アレクサンドラ中佐は右手を挙げてマリーエンの言葉を遮った。

「その必要はない」

「はい？」

「いや、違うな。顔合わせはもう済んでいると言うべきか」

　マリーエンは忙せわしなく頭を回転させた。

　もう済んでいるという以上、マリーエンが会ったことのある人物ということだ。

　マリーエンは中佐の背後に控えている秘書官のほうに、さりげなく視線を走らせる。

　しかし、階級章を見る限り秘書官の階級は少尉だ。

　いくら正規軍の兵士でも、中尉準であるマリーエンやセーニャが加わる中隊を少尉が指揮するのはおかしい。

（というより、あり得ないな。だとすると、第三遊撃戦車大隊所属の中尉以上の人物と、わたしはどこかで会っていたか？）

　怪け訝げんな思いが表情に出たのだろう、アレクサンドラ中佐が、くくくっ、と小さく笑った。

「マリーエン中尉準、顔合わせが済んだということは、互いに紹介を済ませているということだ。そうだろう？」

　マリーエンの脳裏に電流が走った。

「まっまさかっっ!?」

　上官に対して失礼だとは思いながらも、思わずマリーエンは震える手でアレクサンドラ中佐を指さしていた。

「まさか中佐殿が!?」

「それほど驚くことではないだろう？」

　と彼女が応えてきた以上、マリーエンの指摘は正解だったわけだ。

（いえいえ、驚くことですよ。吃驚びつくりです）

「我が大隊でいちばん危険な、どころか、我が侵攻軍でいちばん危険な場所だ。部下や傭兵に『頑張ってね』と言って自分は後方に控えているなど、わたしのやり方ではない。わたしが先陣を切る中隊の指揮官を兼ねる」

（驚いたな。けれど、なるほど、この中佐の声望が高いのは、こういった理由からか。これなら部下は喜んで中佐に従いていくだろうな）

　部隊指揮官が先頭に立つのは戦術的にどうなんだろうという気がしないでもないが、部下が奮い立つのは間違いない。

　兵の士気が高まるのは確実だ。

　じっさい、マリーエンとセーニャも心の昂ぶりを感じた。

　自分がマリーエンたちと共に先頭に立つと言う以上、アレクサンドラ中佐は、マリーエンやセーニャの傭兵部隊を擂り潰してもかまわない戦力とは思っていないということになる。

（というより、重要な戦力だと評価してくれたんだよな。大隊指揮官殿にそうまで言われたら、やるしかないだろ）

「ということで、了解してもらえただろうか」

　アレクサンドラ中佐の言葉に、マリーエンとセーニャは、はい、と頭を下げた。

「ありがとうございます」

「べつに礼を言われることでもないと思うが」

　と中佐は応えたが、とりあえずマリーエンは、自分たちに対する評価と扱いに対して礼を言っておきたかったのだ。

「そういうわけだ、君たちの戦車をここに持ってきてくれ。編隊走行の慣熟訓練に参加してもらう。互いの腕をしっかりと見ておいたほうがいざというときに安心だからな。そうだろう？」

「はい、そうですね」

「いつ持って来られる？」

「昼までには」

　とマリーエンが応えるとセーニャも続いた。

「同じくです」

「戦車の置き場所ほか、詳しいことは……ユーリア！」

　アレクサンドラ中佐が手招くと、年若い少尉が進み出てきた。

「ユーリア・ユーハイム少尉であります」

　敬礼を寄越したユーリア少尉に向かって、マリーエンとセーニャは敬礼を返した。

「マリーエン・マリティフ・スホルフ中尉準です」

「セーニャ・セレナス・インバース中尉準です」

「ユーリア少尉はわたしの秘書官でもある。詳しいことは彼女に聞いてくれ。以上だ」

「了解であります」

　マリーエンとセーニャは、アレクサンドラ中佐に敬礼を送った。

　二人に敬礼を返しながら、中佐は意味ありげな顔で言った。

「期待しているぞ」

　二人の小隊長の自尊心をくすぐる応対だ。

　それが自分たちを乗せるための演技だろうとわかっていても、つい乗せられてしまう二人である。

　アレクサンドラ中佐の「期待している」という言葉の裏にはマリーエンが考えるものとは別の意味も込められていたりするのだが、中佐の真意がこの時点でのマリーエンにわかるはずもない。

「ご期待に添えるよう、全力を尽くします」

　そう応えて敬礼を解いたマリーエンとセーニャは、回れ右をして、闘志を燃やしながら速はや歩あしで司令部の大天幕をあとにするのだった。
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　自分たちの小隊が宿営している場所まで一緒に歩きながら、マリーエンはセーニャに語りかけた。

　二人のすぐ後ろからは、会議の際に秘書官役を務めていたミリアムとセーニャの部下がついてくる。

「なかなかの指揮官だな、あの中佐」

　とマリーエンがセーニャに語りかけると、彼女は、だね、と大きく頷いた。

「さすが、音に聞こえた名指揮官だけのことはあるね」

「それに比べて総司令官閣下はずいぶんと頼りなかったな」

「それを言っちゃダメでしょ」

　とセーニャに窘たしなめられ、マリーエンは苦笑を浮かべる。

「自分で自分のことをお飾りだなんて言ってたからな。自分の実力をよく弁わきまえてくれているようだから、そこは安心だけど」

　セーニャが、だね、だね、と何度も首を縦に振った。

「実力もないのに作戦に口出しをしたり前線で指揮を執とろうとしたりするような馬鹿でなくて、ほんとによかったよね」

「殿下は飾っておけばいいんだから、問題はないだろう。それより、中佐が自ら先頭に立つと言い出したのには驚いたな」

　マリーエンがそう言うと、セーニャは、たしかにね、と小さく唸った。

「その上、自分が指揮する先鋒の中隊を自分の部下で固めるのじゃなくて、あたしたち傭兵部隊も入れるってのにも驚いたわ」

「それだけわたしたちを評価してくれた……って思えば、喜ぶべきなんだろうけど」

「部下としては頼もしい限りよね。でも、同時に危ういところはあるわ」

　というセーニャの指摘はもっともだ。

「いちばん最初に攻撃を食らうことになる場所だからな。もし中佐が真っ先にやられてしまえば、大隊が機能不全に陥りかねないんだから」

「自分はやられないという自信があるのかしらね。あるいは、万一、自分がやられても、代行の指揮官がなんとかするという自信があるのかしらね」

「それとも、わたしらを大いに信用しているのか」

「それはないんじゃないかなぁ」

　と首を傾げるセーニャに対し、マリーエンは少し戯おどけたような口調で、そうだな、と言った。

「たしかにそれは迂う闊かつすぎる。ただ、自分自身にしろ自分の大隊にしろ、中佐は揺るぎない自信を持っているわけだ。もっとも、そうでなくては叩き上げの身で大戦果を積み重ねて中佐にまで昇るなんて無理なんだろうけどな」

「逆に言うと、もう大佐になってて当然というくらいの実績はあるよね、あの人。指揮する部隊で言えば、旅団長くらいになっててもおかしくないでしょ」

「そこが叩き上げの辛いところではあるのかな。貴族出身者なんかだと、大した実績もないのに出世だけは猛スピードなんて奴もいるからな」

「そんな奴に命令されるのは、能力のある側からすると愉快じゃないんでしょうね」

「今回に限れば、アレクサンドラ中佐は有能で勇敢だし、ゼファーブル将軍も真っ当で有能だし、総司令官閣下は自分の能力や立場をしっかりと弁えているし、問題はないんじゃないか？」

「そう願いたいものだわね。間抜けな指揮官の間抜けな命令に悩まされる心配がないのなら、思いきり戦えるものね」

　百戦錬磨のマリーエンとセーニャだからこそ、自分たちの生存率に部隊指揮官の能力が大きく関わってくることを知っている。

「さて、急いで移動する準備を調えないとな」

「そうね。じゃ、次は大隊のほうで会いましょ」

　自分たちの宿営場所に近づいたところでセーニャと別れたマリーエンは、後ろを歩いていたミリアムを手招いた。

「何か問題がありました？」

「いや、問題というよりだな」

　マリーエンは、右手をミリアムの肩に載せ、ぐいと首を抱え込み、顔を彼女の耳みみ許もとに寄せて言った。

「中将閣下、軍人としては少し頼りない感じだったけど、爽さわやかな美男子だったよな、ミリア」

「あ、はい、そうっすね。それが？」

「おまけに若くて独身だ」

「だから、それがどうかしたっすか？」

「あの中将閣下を落としたら、まさにおまえが憧れてる玉たまの輿こしじゃないか。っていうか、大おお玉たまの輿だ」

「そんな言葉は初耳っすね！」

　とツッコむと、ミリアムは小さく肩をすくめた。

「いやまぁ玉の輿には憧れますけど、もう少し現実主義者寄りですよ、わたしは。王族に見み初そめられるとか、無理っす、無理無理。わたしが狙うのは、せいぜい大商人止まりですってば」

「夢のない奴め」

「大商人の息子と結婚して玉の輿……というのでも、充分に夢があると思うっすけど？　だいいち王族様とお知り合いになる機会なんか巡ってきやしませんって」

「それが夢のないことだと」

　と言いながら、まぁそうだよな、と思うマリーエンである。

　今回、作戦会議に出席して第三王子のご尊顔を拝することができたのも、いわば偶然の産物だ。

（わたしらみたいなしがない傭兵なんかにゃ、王族様と直じかに話す機会すらないものな。王族を落とすとか、それこそ妄想の世界だな）

　そんなことを思いながらマリーエンはミリアムと共に第十六独立戦車小隊の仲間が待つ場所へ戻ってきた。

（総司令官殿はさておいて。今回は間抜けな指揮官に当たらなくて本当に幸運だった。ゼファーブル少将なら、きっと上う手まくやってくれる）

　マリーエンは会議の席に居並んでいた軍団幹部の顔を思い浮かべ、改めて安堵の息を吐はいた。

　少なくともこの時点では、部隊指揮官に対する不安も、軍団指揮官に対する心配も、マリーエンには欠片かけらもなかった。

　けれど、彼女のその信頼が裏切られるのは、それほど遠い未来ではない。
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「第三遊撃戦車大隊、前進せよ」

　通信機からアレクサンドラ中佐のくぐもった声が響いてきた。

　通信機の前に陣取る通信士のネマが伝声管に向かって大声で叫ぶ。

「大隊前進命令、出ました！」

　砲塔開口部から周囲を確認していたマリーエンが顔を伝声管に寄せる。

「よし、行くぞ！　一号車ナタール、前進！」

　ネマ以上の大声で伝声管に向かって叫び返すと、ラングルン操縦士が変速機を一速に入れてアクセルを踏み込んだ。

　エンジンが唸りを上げ、中戦車は僅かにフロントを持ち上げて発進する。

　第十じゆう六ろく独立戦車小隊は、先せん鋒ぽう中隊の先頭、つまり大隊の最前列を受け持っていた。

　第十六独立戦車小隊の三両が三角の陣形で進み、その真後ろに大隊指揮官アレクサンドラ中佐の指揮車と護衛車二両、右斜め後ろにセーニャ小隊の三両、左斜め後ろに大隊の第四小隊──小隊長はタイナートという曹長だった──の三両が続いている。

　この十二両が大隊の先頭を行く先鋒中隊を形作っている。

　同様に三角の陣形を作った十二両の中隊が三個続き、残りの六両は支援車両と共に、ずっと後方を走っている。

　第十六独立戦車小隊と第三さん十じゆう三さん独立戦車小隊の支援車両もそこにいた。

　この辺りから先、地面は固く締まっているから、大雨が降らない限り、道路を外れても戦車の走行に支障はなかった。

　左右にはなだらかな丘きゆう陵りようがうねるように続いている。

　たいていは小麦畑だが、ジャガイモ畑やタマネギ畑なども混じっている。

　さらに進むと畑は途切れ、森が点在する荒野が広がるようになってくる。

　戦車群が展開するのにちょうどいい地形で、会敵するとすればそこだろうと、マリーエンは思っている。

　しかし、街道を先行させた偵察車両によると、スタンドルの街へ行く道の途中には敵の戦車群は見当たらないということだった。

　要塞基地の戦車も出払っているようだ。

　どうやら王国軍の陽動──集結したマルクトバレル王国軍は総力を上げて直接トルスツの街を攻撃する──に上う手まく引っかかってくれて、戦力をトルスツ方面に集中させているらしい。

　トルスツ周辺の防衛陣地が強化されているのが確認できたし、トルスツへと至る道筋に反乱軍の偵察部隊が頻出するようにもなっていることから見ても、それは間違いないと思われる。

　敵の機甲部隊がいないなら、手薄なバスカール街道を一気に北ほく上じようして素早くスタンドルの街を陥おとし、取って返してトルスツの街に進軍し、トルスツへと向かった方面軍の残り部隊と連係して敵の主力を挟撃する……という戦術は、今のところ上手く嵌はまっているようだった。

　第三戦車大隊の後方には第八機甲師団の戦車群が続いている。

　総数で二百両以上もの戦車群が進撃する様は、なかなか壮観だ。

　師団の後方には、第三遊撃戦車大隊と師団所属の支援車両が続いている。

　何しろ戦車の数が多い。

　巡航速度での走行ならガソリンの消費量はある程度抑えられるが、敵との会戦になれば一気に消費量が増える。

　向かうのは敵地だから、近くに味方の基地や街はない。

　燃料の供給は自分たちで行うしかないのだ。

　大隊や師団の戦車群が立ち往生してしまわないためにも、侵攻部隊はガソリンを積んだ車両を多数、引き連れていかなくてはならなかった。

　支援車両は戦車戦が始まれば邪魔になるだけだから戦車群の後方から従ついてきている。

　いざ戦闘が始まれば、さらに後方へ下がることになる。

　進軍中でも待避するときでも、ある程度の護衛は必要になるが、第三遊撃戦車大隊と第八機甲師団を合わせれば戦車は二百両以上もいるから、少しくらい支援車両の護衛に戦力を割いても問題はなかった。
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「第三遊撃戦車大隊、停止せよ。最初の給油を行う」

　アレクサンドラ中佐の声が右耳に当てているイヤフォンから響いてきたので、ネマ通信士は伝声管に向かって叫んだ。

「車長に伝達！　大隊停止命令！　最初の給油開始！」

　ゴーグルを付けたまま双眼鏡を覗いていたマリーエンは、双眼鏡を顔から離し、伝声管に向かって大声を返した。

「停止と給油、了解！　ラングルン、一号車ナタール停止！」

「了解。停止する！」

　ラングルンの復唱を確認したマリーエンは僚機に対して黄旗を左右に振った。

　ラングルン操縦士がアクセルを緩めると戦車は速やかに減速し、すぐに停車した。

　中佐からの通信は二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやにも届いているはずだが、戦車に搭載されている通信機の信頼性はあまり高くない。

　通信機が使えなくなった場合に備え、視認できる形で指示を送ることも忘れてはならなかった。

　第十六独立戦車小隊の三両が停止すると、後続の戦車群も次々に停止した。

　待つこと暫しばしで後方から給油車群が進み出てきた。

　給油は半数のみが行うことになっている。

　これは、全車両が一斉に給油しているところを敵に襲われたら反撃が利かないという万が一の場合を想定した措置だ。

　従って給油はいつも半数毎ごとに行い、残りの半数はいつでも動ける状態を保つことになっている。

　第十六独立戦車小隊は一回目の給油組に入っていた。

　作戦従事中は王国軍が燃料を提供してくれるから、マリーエンたちの三両も給油車両から堂々と給油を受けた。

　給油中に小隊の支援車両が走ってきて、マリーエンたちの戦車に横付けした。

　通信車両の車長ミリアムと装甲トラックの車長エリュシアが降りてきてマリーエンと話を始めると、すぐに二に号ごう車しやの車長レイジーと三さん号ごう車しやの車長ローザも集まってきた。

「師団司令部から何か言ってきたか？」

　というマリーエンの問いかけに、ミリアムは即答した。

「今のところ、すべて予定どおりの進行だそうっす」

　戦車に搭載されている小型通信機の機能には限界があって、一定以上の距離が開いてしまうと電波を拾えなくなる。

　仮に拾えたとしても、雑音が大きく上手く聞き取れないことが多い。

　そうなると大型の通信機を搭載している通信車に頼るしかない。

　戦車の通信機は戦場で味方の戦車相互が連絡を取るための物と割り切って考えるべきだった。

「ただ、反乱軍の戦車部隊主力が確認できていないそうでして、トルスツ方面に向かった部隊の進軍速度は、かなりゆっくりしたものになっているようっすね」

　というミリアムの報告に、マリーエン、レイジー、ローザの三人は顔を見合わせる。

「戦車群をどこかに隠しているのか」

「まさかトルスツの街中に入れたわけじゃないよね～？」

　首を傾げながらレイジーがそう言うと、マリーエンは即座に否定した。

「それはないだろうな」

「んじゃ、どこにいるのかしらね～」

「途中での迎撃を止やめて、こちらが街を包囲したところを叩くつもりなのかな？　それで後方に下げているのかも？」

　とローザが言うと、マリーエンは、それはあるかもな、と頷く。

「こちらの先行偵察部隊からは、敵戦車見当たらずという報告が上がってきてるんだ。こちらにいない以上、トルスツ周辺のどこかにいるんだろうな」

「かもね～」

　レイジーやミリアム、エリュシアが頷いた。

「ほかに何かあるか？」

　というマリーエンの問いかけに、ミリアムは、いいえ、と首を振った。

「ほかはとくにありません」

「そうか。今のところ順調に進んでいるというわけだな」

　などとマリーエンたちが話をしているところへ数名の部下を引き連れてアレクサンドラ中佐が歩み寄ってきたので、全員が気をつけの姿勢になって敬礼を送った。

　敬礼を返した中佐が、

「楽にしてくれ」

　と言ったので、みな体の力を抜く。

「ここまでは問題なく進んでこられた。敵の戦車群もいないようだ。しかし、この先、スタンドルの街に近づけば何かが起きる可能性もある。気を抜くなよ」

「はい。承知しております」

　と応えてから、マリーエンはふと感じた疑問を口にした。

「中佐殿は、何か具体的な危惧をお持ちなのでしょうか？」

「そういうわけではない。しかし、戦争では何が起きるかわからないからな。じっさいわたしは、まさかそんなことが!?　という場面を何度も経験してきた。だから今回も、何が起きるかわからないという用心深さを失いたくはないということだ」

（それはわかる。とてもよくわかる。わたしだって、そういう経験をしてるんだ）

　マリーエンは、アレクサンドラ中佐の言葉に内心で大きく頷いた。

「それにしても」

　と中佐は感心した顔で言った。

「後方から見ているだけで戦車を操る諸君らの技量が並ではないことがよくわかる」

　お世辞半分にしても、小隊長としては嬉しい言葉である。

「中佐殿の評価、身に余る光栄です」

　とマリーエンは頭を下げた。

「君たちのような戦車乗り、是非ともほしいものだが」

　アレクサンドラ中佐は意味深な視線をマリーエンたちに向けてきた。

「ありがとうございます。ですが、我々は、やはり傭よう兵へいが性しように合っていますので」

　中佐から王国正規軍へ誘われたと思ったマリーエンは、申し訳なさそうな表情で軽く頭を下げ、そう応えた。

「そうか。惜しいな。残念だ」

　中佐はそれ以上を言わずに振り返った。

「そろそろ給油も終わる。進軍を再開するとしようか。先頭をよろしくな、マリーエン中尉準」

「お任せください、中佐殿」

　軽く右手を挙げ、アレクサンドラ中佐は自分の戦車のほうへと戻っていった。

（給油中の僅かな時間にわざわざ声をかけに来てくれたのか。ありがたいことだな）

　遠ざかっていくアレクサンドラ中佐の後ろ姿を見ながら、マリーエンはそんなことを思った。
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　滞りなく給油が終わり、第三遊撃戦車大隊の進軍が再開された。

　第八機甲師団の戦車群も少し遅れて進発した。

　スタンドルの街の攻略と占領を受け持つ第二十機械化旅団と第十五歩兵師団は、まだかなり後方にいる。

　反乱軍の戦車に遭遇していないので、侵攻部隊は順調に距離を稼げた。

　速度優先ということで、第三遊撃戦車大隊と第八機甲師団は、第二十機械化旅団と第十五歩兵師団を待つことなく先へと進んだ。

　エンジンの不調で脱落した数両を除けば、大隊と師団の戦車群は問題なく進軍を続けている。

　やがて第三遊撃戦車大隊は、スタンドルの街まで十キロほどの地点に差しかかった。

　もはやスタンドルの街は指し呼この間かんと言っていい距離だ。

　この辺りは多少の高低差はあるものの基本的に見晴らしのいい平原で、街道の両側には再び畑や牧草地などが点在するようになっている。

　ところどころ林も見られるが、おそらく水場があって畑に撒まく水を確保する場所なのだろう。

　空は晴れ。

　風は微風。

　雲量は三～四といったところだろうか。

　太陽が雲に隠れると、丘陵地帯は明るい日向ひなたと薄暗い日陰に区分けされる。

　ハッチから上体を乗り出したマリーエンは、ときどき顔を巡らせて周囲に広がる長閑のどかな風景を見やっていた。

　とはいえ、単に長閑な景色に見とれていたわけではない。

　何か異状がないか、周囲に気を配りつつ見張っているのだ。

　やがて街道はなだらかな登り勾こう配ばいに差しかかった。

　左右を背の低い丘に囲まれ、街道は丘のあいだを右に左にと緩やかにカーブしながら進んでいく。

　この丘陵地帯を過ぎればスタンドルの街が見えてくるはずだった。

　丘陵は牧草地のようだが、牛や馬、羊などの姿はどこにも見当たらなかった。

　所々に刈り取った牧草が積み上げてある。

　当たり前のようなその光景に、マリーエンは微かな違和感を覚えた。

　だが、マリーエンが違和感の正体に気づく前に、それは唐突に始まった。
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　なんの前触れもなく、左右の緩やかな斜面のあちこちで閃光が上がった。

　街道からの距離にして、四百～八百メートルの範囲だろうか。

　マリーエンたちの乗る戦車の少し後ろ寄りからずっと後方まで閃光が見えた。

「!?!?!?」

　マリーエンは目を見開いて首を左右に振る。

　一瞬光って、すぐに消え。

　次には別の地点が光って、すぐに消え。

　斜面のあちこちが点滅している様は、照明によるモールス信号を送っているかのようだった。

　だが、光の点滅はモールス信号のように規則性があるわけではなかった。

　ほんの少し遅れて砲撃音が轟いた。

　雷鳴のような砲撃音が大地を揺るがせる。

　すぐに後方から金属と金属が衝突するときに発する、ごうん、という不吉な音が聞こえてきた。

　何度も何度も聞こえてきた。

「敵の砲撃だ！」

　振り返ったマリーエンは絶望的な気分になる。

　直撃弾を喰らった大隊の戦車が何両も破壊されていた。

　燃えて黒煙を上げている物もある。

　エンジンルームを撃ち抜かれ、燃料に火が点いたのだ。

　あれでは乗員が脱出する間まもなかっただろう。

　敵の攻撃は、ずっと後方まで続いているように見えた。

（ということは、第八機甲師団の戦車群も撃たれていることになる!?）

「何がどうしたんですか、車長!?」

　車内からエリゼーやラングルンの叫び声が聞こえてきた。

「敵戦車が地面に掘った穴に潜もぐってこちらを待ち伏せていたんだ！」

　先ほど感じた違和感の正体はこれだったのかとマリーエンは悟った。

　積まれた牧草は穴を掘って埋めた戦車を隠すための偽装だったのだ。

　砲撃ができるようにと砲身の先と覗き窓だけを残して車体下部を埋め、上部を牧草で隠した敵の戦車群は、王国軍の戦車部隊が通りかかるのをじっと待っていたのだ。

「なんでそんなことがっ!?」

　ラングルン操縦士は悲鳴にも似た声を上げた。

　彼女が驚愕するのも無理はない。

　王国軍の戦車部隊がこの街道を通ってスタンドルの街へ迫ることが予めわかっていなくては待ち伏せなどできないから、反乱軍はどうやってそれを知ることができたのか、とラングルンは言いたかったのだ。

　マリーエンの脳裏に「内通者」という単語が浮かび、脇の下を冷や汗が流れ落ちるのを感じる。

（こっちの作戦は筒抜けだったんだ！　いったい誰が……いや！）

　そんなことを考えている場合ではなかった。

　幸い敵の初撃を喰らうことはなかったが、このままでは第二撃、第三撃が来たとき、直撃弾を喰らう虞おそれがある。

　何しろ隠れている敵戦車に対して横っ腹を──車体前面に比べ装甲が薄い──さらけ出しているのだ。

　その状態で距離五、六百メートルくらいの場所から直撃弾を喰らえば、装甲を貫通する可能性が高い。

　もしかするとエリゼーの装甲強化魔法の効力で貫通は免れるかもしれないが、それも相手が中戦車であれば、の話だ。

　隠れているのが重戦車だった場合、いくらエリゼーの装甲強化魔法が優秀だといっても、大口径長砲身から撃ち出される直撃弾を弾くのは至難の業わざだろう。

（というか！）

　いつまでもハッチから顔を出している場合ではないことにようやく気がついたマリーエンは、慌てて車内に体を沈め、急いでハッチを閉めた。

「ネマ！　中佐からの指示は!?」

「まだありません！」

「なんだって!?」

　どういうことだとマリーエンは疑問に思う。

「指揮車がもうやられたということでしょうか!?」

　妹のエリゼーが叫んだ。

「違う！　車内に入るとき背後を確認したが、中佐の乗る指揮車は健在だった！」

「ならば、どうして指示がないのです!?」

「わからん！」

「どうします!?　停とめて反撃します!?　それとも逃げの一手!?」

　とラングルンが訊いてきた。

「反撃ったって、そもそも敵戦車の位置が特定できないんだ、逃げるしかないだろ！」

　マリーエンが戦せん望ぼう鏡きようを覗いて周囲を確認すると、後方ではまだ無事な戦車群が右往左往しているのが見えた。

　整然とした隊形は見る影もなく崩れている。

　中には走りながら砲撃を始めている僚車もあったが、あれでは隠れている戦車に命中する確率など数パーセントしかないだろう。

　それに比して、味方の戦車群は面白いように直撃弾を喰らっている。

　このままでは戦力半減どころか、壊滅する虞がある。

　だというのに、すぐ後ろにいる中佐が乗る指揮車は、先ほどまでと同じ速度で第十六独立戦車小隊に従ついてくるではないか。

　敵から指揮車だと識別されて集中砲火を喰らうわけでもない。

　マリーエンが見る限り、指揮車はなんの被害も受けてはいないように見える。

（どういうことだ？　無事なら、なぜ中佐は指示を出さない？　それとも無線機がやられたのか!?）

　敵に奇襲を受け、指揮車が指揮車としての機能を失ったのなら。

　そして代替指揮官から指示がないのなら。

　第十六独立戦車小隊はマリーエンの才覚で動かすこともできる。

　けれど指揮車はすぐ後ろにいて、未だ稼働している。

　であれば、中佐の指揮を受けずに独自の判断で行動するわけにはいかない。

（無線が壊れてるなら、直接、訊いてくるしかない！）

　マリーエンはハッチの取っ手に向かって手を伸ばす。

「指揮車まで行ってくる。ラングルン、速度を落とせ！」

「姉ねえ様さま、無茶です！」

「速度を落としたら狙い撃たれるでしょ！」

　エリゼーとラングルンから怒声が返ってきた。

「大丈夫だ！　何な故ぜかはわからないが、今のところこちらへの砲撃はない！」

　マリーエンの言うとおり、先鋒を受け持った中隊の戦車はすべて健在だった。

　だからこそアレクサンドラ中佐がなんの命令も下さないことが、マリーエンには不審だった。

　十二両の戦車がいれば、なんらかの反撃が可能になるはずだ。

　あるいは、後方で混乱している中核部隊に命令を出せば、被害を減らせるはずだ。

　なのに指揮車は沈黙したまま走り続けている。

　仮に指揮車の無線機が故障しているのだとしても、自隊の戦車に意志を伝える手段はあるのだ。

（自車の隣を走っている部下の戦車に伝え、その無線で全部隊に命令を送ることだってできるはずだ。なのに、なぜ何もしない!?　このままでは大隊が壊滅するぞ）

　マリーエンは中佐が何をしているのか、何を考えているのか、確かめなくてはという思いに衝き動かされた。

　マリーエンはもう一度、ハッチに向けて手を伸ばした。

「姉様、危険です！」

「何をする気だ、車長！」

　エリゼーやエレメインの悲鳴や怒声が足下から聞こえてきた。

　作戦行動中は隊長とか車長とか中尉準と呼ぶことを心がけているエリゼーが「姉様」と呼んでいるのだから、彼女もかなり取り乱しているのがわかる。

　それでもマリーエンはかまわずハッチを押し開けた。

　彼女の立場からすると、妹を落ち着かせるより先にやるべきことがある。

「指揮車まで走って、中佐に訊いてくる！」

「無茶です！」

「弾が当たったら挽ひき肉にくだぞ！」

「こちらに飛んでくる砲弾はない！　行くなら今のうちだ！」

　エレメインがマリーエンの足首を摑んで怒鳴った。

「今はなくても、そのうち飛んでくるかもしれないじゃないか！」

「仮に飛んできても、人になんか、そうそう当たりはしないよ！」

「そうじゃない！　敵が指揮車を狙ってきたら、わざわざ的の中に入るようなものだろって話だ！」

「そのときはそのときだ！」

「車長！」

「手を放せ、エレメイン！」

「け、けど」

「これは命令だ！」

「ぐ……」

　エレメインは低く唸ると、渋々といった体ていで、右手で摑んでいたマリーエンの足首を放した。

　マリーエンが車外に上体を出して周囲を確認すると、後方では僚車と敵車のあいだで派手な撃ち合いが始まっていた。

　命令はなくても、実際に狙い撃たれているのだから、味方が反撃するのも当然だ。

　しかし、相手は地中に隠れている。

　居場所を特定するのにも一苦労だ。

　一方、味方は敵から丸見えで、しかも左右の丘から狙い撃たれている。

　撃ち合っても状況は一向に改善されていない。

　どころか、味方の被害はますます増えている。

（後方の第八機甲師団のほうはどうだろう）

　ちらっとそんなことを考えたマリーエンだが、今はそれどころではなかった。

（こちらも反撃するべきか？）

　とも考えたが、すぐそこにいる指揮車が相変わらず前進しているのに、それを無視して自車が砲撃を始めるというのもおかしな話だ。

（いや、おかしいといえば、ここで待ち伏せを喰らったのもおかしな話だし、指揮車が沈黙したまま何事もなかったように前進しているのもおかしな話だ。くそっ。いったい何がどうなってやがるんだ!?）

　マリーエンは内心で大きく舌打ちしつつ、砲塔上部に上がるべく両腕で体を持ち上げようとした、そのとき。

　先鋒中隊に動きがあった。

　正確には王国正規軍に属する戦車に動きがあった。

　第十六独立戦車小隊の後ろを走っている指揮車小隊の三両が縦陣走行に移行したのだ。

　同時に、左斜め後ろを走っていた第四小隊の三両が速度を上げて第十六独立戦車小隊に並びかけてきた。

　マリーエンは僚車が何をしようとしているのかわからず、瞬時、混乱したが、正規軍戦車六両の砲塔がゆっくりと回り始めたのに気づいて我に返った。

　稲妻のように電流が体を駆け抜けた。

　素早く体を車内に沈めたマリーエンは、思いきりハッチを引いて開口部を閉じた。

「姉様？」

「どうしたんだ、車長？」

　エリゼーとエレメインが不思議そうな顔でマリーエンを見ているが、彼女は二人を無視して拡声器を取り上げ、絶叫を放った。

「ラングルン、ジグザグ走行だっ！　速度を上げろ──っ！」

「？？？」

　ラングルンは背後から聞こえた怒鳴るような命令に首を傾げた。

　先ほどマリーエンは、こちらに砲撃は来ていないと言ったばかりだ。

　それなのに、砲撃を避ける運転をしろという彼女の真意がわからない。

　わからないが、それを考えるのは自分の仕事ではないということはわかっている。

　車長がそうしろと言う以上、それは必要なことなのだ。

　そしてマリーエンの態度と口調からすると、大きな危険が差し迫っていると見て間違いなかった。

「了解！　高速ジグザグ走行に移行！」

　ラングルンはアクセル板をベタ踏みし、操向レバーを操った。

　戦車は大きく転進し、乗員の体が遠心力で傾いだ。

　足を踏ん張ったマリーエンが戦望鏡を望くと、二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやも速度を上げたのが確認できた。

（いいぞ、レイジー、ローザ。さすがだ、頼りになる！）

「エリゼー、射撃の用意！」

「は、はい、姉さ……車長！」

「エレメイン、装塡は!?」

「済んでいる！」

「ネマ！」

　マリーエンが座席の背もたれを蹴飛ばすと、通信士が振り返った。

「二ふた車しやと三さん車しやに連絡！　急いで逃げろ！　敵は指揮車と王国軍の先鋒中隊！　撃たれた場合は反撃を許す！」

「どういうことですか──っっ!?」

　ネマは悲鳴を上げるが。

「早くしろっっ！」

　マリーエンに怒鳴られ、椅子の背もたれをもう一度蹴られ、ネマは慌てて向き直り、通信機に取りついた。

（間に合ってくれ！）

　マリーエンは内心で祈りつつ、再び戦望鏡を覗く。

　迫り来る第三遊撃戦車大隊の第四小隊三両と第十六独立戦車小隊の距離は思ったほど縮まっていなかった。

　王国軍戦車のほうが新式で性能は上だが、マリーエンの戦車もエンジンを新しい物に換装している。

　駆けっこなら、それほどの差はなかった。

（エンジンを積み替えておいてよかったぁぁ）

　マリーエンは盛大に安堵の息を吐はいた。

　とはいえ追いつかれていないだけだ。

　元々、隊列走行をしていたから、相互の距離はそれほど離れてはいない。

　このまま近距離射撃を喰らえば、角度によってはかなり危あやういことになる。

（こうなるとエリゼーの装甲強化魔法が頼りだな）

　相手も強化魔法を施した徹てつ甲こう弾だんを使用してくるだろうが、エリゼーの装甲強化魔法がそれを上回っていれば、相対的に相手の砲弾の威力は下がる。

　それに賭けるしかないとマリーエンは覚悟を決めた。

　第四小隊の三両は、並びかけて横っ腹へのゼロ距離射撃は諦めたようで、斜め後ろを走行しつつ、砲口を第十六独立戦車小隊の三両に向けてきた。

「来るぞ、ラングルン、転進！」

　ラングルンが操向レバーを動かし、戦車はまたもや大きく方向を変えた。




　ドン！




　車内にも不吉な発射音が聞こえてきた。

　その直後。




　ゴン！




　砲弾が砲塔を叩いた金属音が車内に響き、思わず乗員が腰を浮かせる。

「大丈夫だ、弾いた！」

　マリーエンの声に、みな安堵の息を漏らした。

（さすがだ、エリゼー！）

　内心で妹を褒めつつ、マリーエンは下っ腹に力を込めて言った。

「反撃するぞ！」

　マリーエンは右手に力を込めて砲塔回転レバーをぐるぐると回しつつ、覗いた戦望鏡の方向を左手で調節する。

　一瞬だが二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやも無事に走っているのが見えたので、マリーエンは胸を撫で下ろした。

（よかった、向こうも無事か。なら、今度はこちらの番だ！）

　自車の砲塔が、迫り来る第四小隊の戦車の中の一台に向いた。

　回転レバーを放したマリーエンは、メガホンを取り上げ、口くち許もとに当てて叫んだ。

「エリゼー！　砲塔渡す！　照準を定めて撃て！」

　車長席の砲塔回転レバーは、砲塔を素早く回すことを第一の目的としている。

　細かな調節は利かないのだ。

　そこで砲撃の際には砲撃手に優先権を渡し、砲撃手は細かな調節が利く回転レバーを回して照準を定めるのである。

　最初から砲撃手が砲塔を回すタイプもあって、一長一短と言えるが、砲塔を早く回すことを重要視するマリーエンは、こちらの仕様を採用したのである。

　エリゼーは、本当にいいんですか？　とは訊かない。

　車長であり小隊長であるマリーエンが撃てというのだから撃つしかない。

（姉様を信用しなくて、この戦車の砲術士が務まりますか！）

　眦まなじりを決したエリゼーは照準器を覗き込み狙いを定めた。

「撃ちます！」

「ラングルン、砲撃用速度！」

　第四小隊の戦車との距離はおよそ五十メートル。

　よほど浅い角度でない限り、あるいは相手の装甲強化魔法がよほど強力でない限り、当たれば確実に撃破できる距離である。

　地面はほぼ平らだから、この距離なら水平射撃だ。

　ラングルンが戦車の速度を落とした直後、エリゼーが発射板を踏んだ。

　どん！　という大きな発射音が響き、砲身が恐ろしい速さで後退して空薬莢が排出された。

　砲撃の結果がどうだったかと、みなが固かた唾ずを呑む。

「命中！　貫ぬいた！」

　エリゼーの砲撃は相手戦車の砲塔を直撃し、貫通した。

　戦車はふらふらとあらぬ方向へ少し走り、その場で停止する。

「敵、一両撃破！」

　車内に歓声が沸く中、すかさずエレメインが次弾を装塡した。

　周囲から砲撃の音が途切れ途切れに響いてくる。

　王国正規軍戦車からの砲撃を受けて、第十六独立戦車小隊のほかの二両も砲撃を始めたのだ。

　そして第三十三独立戦車小隊も。

　互いに高速で退避行動をしながら相手を狙っての砲撃だから、なかなか直撃弾は生まれない。

　一いち号ごう車しやも次弾は外してしまった。

　もう隊形も何もなくなっている。

　いちばん近くにいる敵戦車を狙い撃とうと、各車が出で鱈たら目めに動き、砲撃を繰り返す。

（どれほど訓練しても、どれほど経験を積んでも、結局、最後にはこうなる）

　戦望鏡を覗きながら、マリーエンは苦笑した。

　複数車両で一両に集中砲火を浴びせるなどという理想的な展開は滅多にない。

　こんな乱戦になると乗員各自の腕と経験がものを言うことになる。

　少なくとも王国軍第三遊撃戦車大隊第四小隊の乗員より第十六独立戦車小隊の乗員のほうが技量も経験も勝まさっていた。

　最初の一撃で三両の中うちの一両が破壊されていたのも大きかった。

　三対二なら、第十六独立戦車小隊が相手を撃破するのも時間の問題だった。

　しかし、残りの二両を黙らせるのに、かなりの時間と距離を喰ってしまった。

　すでに周囲には味方の車影も敵の車影も見えなくなっている。

　敵の伏兵戦車群と味方の戦車群は未だに撃ち合っているようだが、聞こえてくる砲撃音の数が減っている。

　これは撃破された味方の戦車が増えていることを意味しているに違いない。

　だが、少なくともマリーエンたちがいる場所までは敵の砲撃も届かないはずで、ひとまず安全は確保されたと判断したマリーエンは、ラングルンに停車を命じてからネマに声をかけた。

「二ふた車しやと三さん車しやに通信。集まれ。以上だ」

「了解。二ふた号ごう車しやと三さん号ごう車しやに通信。集まれと伝えます！」

「それと、うちの通信車と連絡が取れないか、やってみてくれ」

「了解。我が隊の通信車との連絡を試みます！」

　復唱したネマが通信機に取りつくのを見てマリーエンは上体を伸ばし、ハッチを開け、顔を外に出した。

（おそらく第三遊撃は壊滅するな）

　そう思ってもマリーエンには何もできない。

　何もできないことがもどかしく、悲しく、苛立たしい。

　同時に、この待ち伏せを許すことになった裏切り者に対する激しい怒りが湧いてくるのを抑えられなかった。

「くそっ！」

　マリーエンは罵ののしり声を上げ、車長席を吊っている支柱を蹴った。

「おい、車長、いったいぜんたい、何がどうなってるんだ？」

　足下からエレメインが見上げている。

「裏切り者がいたんだよ」

「なっ!?」

「裏切り者が作戦内容を反乱軍に流したに違いない。それで敵は、この場所で待ち伏せることができたのさ」

　エンジンはアイドリング状態だから、マリーエンの言葉はエリゼーやラングルンにも聞こえた。

　エレメインを含めた三人は唖然、呆然といった顔で固まってしまう。

　やがて三さん号ごう車しやが、少し遅れて二に号ごう車しやがやって来て、一いち号ごう車しやの隣に停車した。

　砲塔上部のハッチが開くと同時に、車長のレイジーとローザが飛び出してきた。

　二人は自車の車体から飛び降り、一いち号ごう車しやの車体に跳び乗った。

「隊長、何がどうなっているの!?」

「王国軍に撃たれるって、どういうこと!?」

　攻撃された流れで反撃してみたものの、二人はまだ事情が飲み込めていなかったのだ。

　開口部から体を抜いて車体に足を載せたマリーエンは自分の考えを二人に説明した。

　王国軍に裏切り者がいて、作戦情報を反乱軍に流し。

　おかげで反乱軍は、伏兵を置くのに最適な場所を選んで待ち伏せできて。

　何も知らないまま第三遊撃戦車大隊と第八機甲師団は、のこのことその場所までやって来て、見事に奇襲を喰らってしまった。

「そんなことって……」

　レイジーは顔を歪め、ローザは勢い込んで訊いた。

「裏切り者って誰なの!?」

　マリーエンは大きく嘆息して応えた。

「アレクサンドラ中佐だろうな。ほかに考えようがない」

　二人は雷に打たれたようにびくりと震え、その場に固まった。
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「そうだ、三十三さんさん！」

　マリーエンは体を沈め、通信士のネマに声をかけた。

「ネマ、アレクサンドラ車、出たか？　ミリアムのほうはどうだ？」

「どちらも応答ありません！」

「第八機甲師団のほうはどうだ？」

「指揮車を呼んでみましたが、応答ありません！」

　マリーエンは、ちっ、と舌打ちして言葉を継いだ。

「三十三さんさんのセーニャ中尉準を呼んでくれ」

「それも試みましたが、応答ありません！」

　マリーエンは不吉な予感が真夏の入道雲のように胸中に湧き上がるのを感じた。

「まさか……やられたのか？」

　マリーエンは顔を上げ、周囲を見渡した。

　地形的には奇襲を受けた地点とさほど変わりがない。

　周囲には低い丘陵がうねるように続いており、それらに挟まれた街道が緩やかなカーブを描きながら延びている。

　街道が走る場所は左右の丘陵地に比べて低いため、あまり見通しはよくない。

「三十三さんさんがやられたのなら……」

　マリーエンはキッと後方を睨みつける。

「来るぞ」

　ようやく我に返ったレイジーがマリーエンに顔を向けた。

「は？　何が来るの？」

「アレクサンドラ中佐が、だ」

「！！！」

「セーニャが応答しないということは、中佐にやられたと思われる。逃げ切ったという可能性もあるけれど、あの中佐に奇襲されて逃げ切れる可能性は低いだろう。十中八、九、第三十三さんさん独立は撃滅されたと考えるべきだろう。となれば……中佐が次に狙うのはなんだ？」

　レイジーとローザは蒼白な顔で互いを見やった。

「わたしたち？」

「いや、でも……」

　指揮下の第四小隊と連絡が途絶えた理由──第十六独立戦車小隊に負けた──を考えれば、アレクサンドラ中佐はマリーエンたちが無事だろうと想像できる。

　マリーエンはそう思った。

「中佐は自隊の僚車から充分に距離を取るまでは動かなかったんだ。いや、動けなかったと言うべきか。さすがに僚車の前で味方を攻撃するところを見られたら具合が悪い。見た者が帰還すれば、たちどころに自分の裏切りが露見するし、それ以前に無線で他車に通信されれば、その時点で露見する。だから、奇襲地点から離れるまで黙って走ってきた。で、充分に離れたと思った時点でうちや三十三さんさんへの攻撃を開始した」

　そこで言葉を切ったマリーエンが、

「自分が裏切り者であることを知ったわたしたちを中佐が放っておくと思うか？」

　と言ってレイジーとローザを見つめると、レイジーは小さく首を横に振った。

「……思わないね」

「だろう。わたしも思わない」

「なら、どうするの？　逃げる？」

「どこへ逃げる、ローザ？」

「え？　いや……それは……」

　マリーエンの問いにローザは口籠もってしまう。

「戻っても、そこは戦場だ。しかも、味方が大損害を蒙こうむっている。もしかすると、もうあらかた駆逐されてしまったかもしれない。戻ったところで、反乱軍戦車の集中砲火を浴びるだけだ。では、この先へ逃げるか？」

　マリーエンの今度の問いには、ローザもはっきりと答えることができた。

「無理だね。この先は反乱軍の支配域だもの」

「そう。敵の支配地だ。逃げ込める場所がない」

「だったら。丘を回り込んで迂回してバルザァクまで戻るしか……そうだ、四〇二高地の味方の砦へ逃げこめば？」

　レイジーはそう言った。

「敵の戦車群は左右の丘にいるんだぞ。丘の頂上に見張りを置いていないわけがない。どちらを回り込んでも、見つからないで戻れるかどうか。それに四〇二高地は敵の次の目標だぞ。逃げこんだところを包囲されたら、もうどこにも逃げられなくなる」

「じゃあ、やっぱり大きく迂回してバルザァクを目指すしか」

「ガソリンが保もつかどうか不安だな」

「あぁ、そうかぁ。補給車いないもんね～」

「うちのトラックと合流できれば、一回、二回の給油くらいできるだろうけど、トラックと通信車が無事かどうかさえわからない」

　それまで強気を装っていたマリーエンの顔に翳かげが差した。

「なんとか無事でいてほしいんだが……」

「踏んだり蹴ったり殴ったりね～」

「正確には、踏まれたり蹴られたり殴られたり、だな」

　そう言ってマリーエンは自嘲気味に笑った。

「隊長の話を聞いてると、もう降伏する道しかないように聞こえるんだけど」

「その意見には賛成するよ、ローザ」

　ローザが目を剝いた。

「え？　マジ!?」

「もし反乱軍の戦車群に包囲されてしまったら、それしか手はないだろ」

「うん、まぁ、そうだ、ね」

「とはいえ、その前にやっておきたいことがある」

「何をするの？」

「わたしたちを始末しようと追いかけてくるはずの中佐の戦車をぶっ壊したい」

「マジでぇぇ!?」

　今度はレイジーが目を見開いている。

「考えてもみろ。中佐の裏切りで味方の部隊は大損害を蒙っているんだぞ。大量の味方の血が流されたんだぞ。おそらく三十三さんさんのセーニャたちも」

「…………」

　一緒に戦ったことのある顔馴染みの傭兵が戦死したかも、と思うと、二人にもそれなりに感じるものがあった。

「このままにはしておけないだろ。裏切り者にはそれなりの報いを受けさせてやらないと気が済まない」

　きっぱりそう言ったマリーエンだが、すぐに、けど、と二人の顔を交互に見やった。

「二人が絶対に反対だと言うなら、今すぐ逃げ出そう。どこへ逃げるのかという問題はあるが、とりあえずここを離れて中佐の追跡を振り切る手段を考えよう」

　レイジーは、あたしはいいよ、と首を縦に振った。

「でも、二ふた車しやの乗員の意見も聞いておきたい」

　ローザも無言で頷いた。

「わかった。ただ、あまり時間に余裕はない。手早く頼むぞ。わたしも自車のみんなに話しておく」

「了解」

　一いち号ごう車しやの車体から飛び降りたレイジーとローザは、自分の戦車に駆け寄って跳び乗り、ハッチから体を車内へ滑り込ませた。

　マリーエンが振り返ると、砲塔上部の開口部から上体を覗かせているエレメインと目が合った。

　マリーエンが砲塔によじ登ろうとするのを、彼女は右手を挙げて制した。

「小隊長の話は下に中継しておいた。みんなの意見はもうまとまってる」

「そうか。どうまとまった？」

「ガツンとやったれ！　だ」

　マリーエンは開口部の隙間から車内に向かって、

「本当にそれでいいのか!?」

　と大声で訊いた。

　車内からはラングルンとエリゼーの声が返ってきた。

「やるしかないね」

「隊長に賛成します」

　通信士のネマは通信機と格闘中で、頻しきりにマイクに向かって何かを呼びかけている。

「ネマも同じだ、車長」

　とエレメインが言った。

「感謝する」

　マリーエンは車内に向かって頭を下げた。

「その代わり、逃げ切ることも諦めないでくれよ？」

「わかっているよ、エレメイン。まだ諦めちゃいない」

「ああ、それを聞いて安心したぜ」

　そこへローザとレイジーが駆け戻ってきた。

「全員一致。ぶっ壊せ！」

　とローザが言うと、レイジーも右手を挙げて叫んだ。

「こっちも全員一致～～！　ぶっ殺せ～～！」

「過激だな」

　くくっ、と笑ったマリーエンは、レイジーとローザを手招いた。

　一いち号ごう車しやに跳び乗った二人に向かってマリーエンは言葉をかけたが、意外と落ち着いた口調だった。

「とはいえ、三両揃って無事に脱出することのほうが優先順位は高いわけだから、中佐と出遭わないなら、それはそれでいい。とりあえずこちらの丘に登ってみよう。上から見れば戦況がわかるかもしれない」

「了解！」

　一いち号ごう車しやから飛び降りたローザとレイジーが自分の戦車に駆け戻っていく。

　二人が車内に潜り込みハッチを閉めるのを確認したマリーエンが、開口部に足を入れたそのとき、車内からネマの絶叫が響いてきた。

「大隊指揮車から連絡入りましたっっ！」

「なんだと!?」

　マリーエンは急いで車内に体を沈め、ハッチを閉めた。
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「大隊指揮車から通信入りましたっっ！」

「なんだと!?」

　ネマ通信士の絶叫を聞いたマリーエンは、大慌てで車内に潜り込んだ。

「第十六うちの周波数を使ってきています！」

「そうか。司令部には申請を出しておいたんだ、大隊長が第十六うちの周波数を知っててもおかしくはないか」

　ガガーという雑音のあとに、くぐもった声が聞こえてきた。

「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンの諸君、無事だったようだね。喜ばしいことだ」

　アレクサンドラ中佐の声だった。

　ラングルン操縦士はアクセル板から足を離し、アイドリング状態にする。

　おかげで相手の声は割とはっきり聞こえた。

　奪うようにマイクを取ったマリーエンが呼びかける。

「アレクサンドラ中佐だな。どうぞ」

「マリーエン中尉準か。音に聞こえた深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊、見事なものだな。どうぞ」

「どうしてこんなことをした!?　どうぞ」

「こんなこととはなんのことだ？　どうぞ」

「しらばっくれるな、この裏切り者め！　反乱軍のこの奇襲は、あんたが情報を流したせいだろ！　どうしてそんな真ま似ねをしたのかと訊いているんだ！　どうぞ！」

　小さなスピーカーから、くくくっ、という嗚お咽えつするような笑い声が漏れてきた。

「戦車乗りとしての腕がいいだけでなく、頭もいい。君のような部下が是非ともほしいところだな。どうだ、中尉準、わたしと一緒に来ないか？　どうぞ」

　マリーエンの眉が吊り上がる。

「は？　何を言っている!?　どうぞ」

「だから。わたしと一緒に革命軍に来ないかと誘っている。どうぞ」

「貴様、内通しただけでなく寝返っていたのか！　どうぞ！」

「内通者とか裏切り者とかいう君の評価は正しくないと抗議しておこう。どうぞ」

「何を今さら！　寝言は寝てから言え！　どうぞ！」

「そう怒るな。わたしは事実を言っているまでだ。どうぞ」

「だから！　出で鱈たら目めを言うなと！　どうぞ！」

「出鱈目でも噓でもない。わたしはすでに革命軍の戦士なのだよ」

　マリーエンは息を呑んだ。

　彼女だけではない。

　周りで聞き入っていた他の乗員からも、大きく息を呑む気配が伝わってきた。

「だから敢えて言うなら潜入者だな。革命軍に属するわたしが、敵である王国軍の情報を流すのはむしろ義務だろう？　どうぞ」

　マリーエンの頭に血が上った。

　憎悪と怒りの炎が燃え上がった。

「屁理屈を！　裏切り者の糞野郎じゃなくて潜り込んだ鼠ねずみ野郎だったってだけの話じゃないか！　あんたのせいであんたの部下が大勢死んだんだ！　それをなんとも思わないのか!?　どうぞ！」

「思わない」

　という中佐の声は、スピーカー越しに聞いても、ぞっとするほど冷淡で、肝が冷えるほど冷酷だった。

　その冷たい声が、沸騰しそうになっていたマリーエンの頭を少し冷やしてくれた。

「自分を正当に評価してくれるところと不当な評価しかしないところがあったとする。君はどちらで働きたいと思うかね？　どうぞ」

「王国軍のあんたに対する評価が不当だと言うのか!?　どうぞ」

「ふむ。やはり君は頭がいいな。それはさておき。そのとおりだ、と答えよう。わたしほどの実績と経験がある者が未だに中佐止まり。この一事を以もつてしても王国軍の評ひよう定ていが如い何かに出鱈目でいい加減なものかわかろうというものだ。一方で、無能なだけでなんの実績もない王族や貴族が昇進していく。腐っているとは思わないかね？　どうぞ」

「……ずいぶんと自己評価点が高いんだな。どうぞ」

「自己評価だけではないよ。革命軍も評価してくれた。中佐はわたしには役不足だとな。革命軍に来れば将軍に取り立ててやろうとな。自分を正当に評価してくれる場所で働こうと思うのはおかしいかね？　どうぞ」

「あんたが身一つで反乱軍に走ったなら今の言い分を認めてもいい。だけど、あんたは仲間や部下を売った。今は反乱軍の戦士だなどと言うなよ。あんたは仲間や部下に何も言っていない。仲間や部下にとって、あんたは王国軍のアレクサンドラ中佐以外の何者でもない。反乱軍にいるから王国軍の情報を流すのは当然だなど、ただの言い逃れだ。そうやって自分を正当化して仲間や部下が死んでいくのに目を瞑つぶっているだけの、卑怯者の屑くずだ。どうぞ！」

「ふむ。自分の主張を認めてもらえないというのは悲しいものだな。だが、君の主張を聞く限り、君はわたしの誘いに乗るつもりはないようだ。どうぞ」

「当たり前だ！　どうぞ！」

「君はそうかもしれないが、ほかの隊員たちはどうかね？　もっと高く自分の腕を買ってくれるところがあれば雇われたいと思う者もいるのではないのかね？　君たちは傭よう兵へいなんだろう？　どうぞ」

「たしかにわたしたちは傭兵だ。傭兵だからこそ契約は守る。マルクトバレル王家に対する忠誠心はなくとも、契約書に対する義務と誠意と敬意をなくしたことはない。契約途中で金に転んで寝返ったりすれば、傭兵としては、もう死んだも同然なんだよ」

　周りから、そうだそうだ、という賛同の声と拍手が上がった。

　マリーエンはその声に意を強くして言葉を継いだ。

「わたしらみたいな傭兵にだって、そのくらいの道義心はある。貴様は金と地位に目が眩くらんで仲間や部下を売った、ただの人間の屑だ！　どうぞ！」

「そうか。やはりどこまで行っても平行線のようだな。水掛け論をいつまで続けていても仕方がない。そろそろ終わりにしよう。どうぞ」

「終わりにして、どうするつもりだ、どうぞ」

「わたしはわたしがいるべき場所、つまり革命軍に馳せ参じるだけだよ。どうぞ」

「貴様……」

「逆に問おう、マリーエン中尉準。君はわたしをどうしたいのかね？　どうぞ」

「決まってる。貴様にはこの裏切りの責任を取ってもらう。償いをしてもらう！」

「嫌だと言ったら？　どうぞ」

「貴様の戦車をぶっ壊して、中から貴様を引きずり出して、うちの戦車に紐で結ゆわえて、王国軍司令部まで引きずっていく。どうぞ！」

　スピーカーからは中佐の楽しそうな笑い声が流れてきた。

「ふははは、それはいい。そうだな、ではこうしようか、中尉準。君の深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊三両とわたしのほうの二両で戦車戦だ」

　中佐の言葉を聞き咎とがめたマリーエンは、思わず口を挟んだ。

「二両だと!?」

「ああ、第三十三さんさんもなかなかのものだった。おかげで我が指揮車小隊の一両がやられてしまったよ。どうぞ」

「三十三さんさんはどうした!?　どうぞ！」

「さて、どうしたかな。少なくとも君たちの応援には駆けつけてこられないと思うが。どうぞ」

「貴様……」

「第三十三さんさんは撃破した。となると、次は君たちと闘ってみたくなるのが自然だろう？　君たちがわたしを撃破できれば、おとなしく縛ばくに就つこうではないか。その代わり、わたしが勝ったら君たちは黙ってわたしを見逃すんだ。もっとも」

　中佐はわざとらしく一拍置いてから言葉を継いだ。

「君たちが負ければ、ほとんどが戦死しているだろうから、文字通り、無言でわたしを見送ることになるな。どうぞ」

「ほざくなっ！　その鼻っ柱をへし折ってやる！　どうぞ！」

「では闘やろう。君たちのような腕のいい戦車乗りと一度、正面から闘やり合ってみたいと思っていたのだよ。だからこそ君たちをわたしの中隊に組み込んだのだ」

　なるほど、それが中佐の真意だったのかと、マリーエンは納得する思いだ。

（先せん鋒ぽうに中佐の戦車がいることは反乱軍に伝わっていた。つまり、先鋒に砲撃が来ないことは予めわかっていた。だから、そこにわたしたちの小隊を組み込んだ。自分の手でわたしたちを叩くために……か）

「それに、ここで深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊の戦力を削そいでおくのは、革命軍にとっても大きな利益になる。どうぞ」

　マリーエンは大きく息を吸い、気持ちを落ち着けてから応えた。

「そちらは二両なのに、こちらは三両だぞ。いいのか？　どうぞ」

「ちょうどいいハンディキャップだろう？　どうぞ」

（安い挑発だな。その手には乗らない）

　挑発的な中佐の物言いに、マリーエンの頭はむしろ冷めていった。

「もう一両も、あんたと一緒に反乱軍へ行くんだな？　どうぞ」

「そうだよ。ユーリア少尉も非市民階級の出というだけで、その能力を王国軍から軽んじられている者でね。革命軍が正当に評価してくれたことを彼女も大いに喜んでいる。どうぞ」

「そうか。なら遠慮なく闘やれるな」

　と呟いたマリーエンは、再びマイクに顔を近づけた。

「レイジー、ローザ、聞いていたな？　闘やるぞ。いいか？　どうぞ」

「二ふた号ごう車しやレイジー、了解。どうぞ」

「三さん号ごう車しやローザ、了解。どうぞ」

　二人に向かって内心で、すまない、と頭を下げてから、マリーエンは再び中佐に呼びかけた。

「こちらはいつでもいい。どうぞ」

「では、そうだな、今から五分後に戦闘開始だ。五分あれば、わたしの戦車もそちらに着けるだろう。第四小隊が君たちに撃破される前に位置を教えてきたからな。そこからあまり動いていないのだろう？　二十秒前になったら秒読みを始めよう。諸君の健闘を祈る。以上で通信を終わる」

「貴様は健闘しなくていい。履り帯たいが切れて転こけてしまえ。以上、通信終わり」

「くくくくっっ」

　くぐもった中佐の笑い声が響いたかと思うと、スピーカーは、ザザー、という雑音を発して沈黙した。

　通信機を睨みつけていたマリーエンは、中佐の声が消えるや否や、

「ネマ、レイジーとローザに来るよう言ってくれ！」

　と叫んでハッチを開け、砲塔上部へと出ていった。

　すぐに二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやのハッチが開いて、レイジーとローザが飛び出してきた。

「どうしたの!?」

「急いで戦術確認をしておこう」

「いいけど」

　レイジーとローザは少し怪訝そうな顔になるが、それにかまわずマリーエンは二人を近くに呼び寄せ、早口で指示を送った。

「こちらとしては……」

　誰かに聞かれる虞おそれもないのに、マリーエンは声を落として自分の狙いを説明した。

「……という策で挑みたい」

「な、なるほど。でも上う手まく行くかな～」

　レイジーは首を傾げているが。

「中佐はこちらを見くびっている。見下している。そこがつけ込む隙だ」

「そうね～。まともにやったら勝てそうもない相手だもん、足を掬すくうしかないよね～」

　とレイジーが応えると、マリーエンが彼女の肩を軽く叩いた。

「成功の鍵はレイジーの二号車ランドだ。難しいけど、やってもらうしかない。頼んだぞ」

「ん～～、頑張るよ～～」

「よし、戻ってくれ」

　マリーエンに敬礼を送ったレイジーとローザは、回れ右をして自分の戦車に駆け戻っていった。

　二人が砲塔開口部に体を入れるのを確認したマリーエンは、自分も急いで砲塔に駆け上がり、開口部から体を車内に潜り込ませた。

「ネマ、二ふた車しやと三さん車しやに通信！」

　マリーエンが通信士席の背後に張りついて叫ぶと、え？　と振り向いたネマが戸惑った顔でマリーエンを見上げてきた。

「いま話してきたばかりなんじゃ？　それにこのままだと……」

　と言いかけたネマをマリーエンが力強く遮った。

「いいんだ！　そのまま連絡！」

「あ、はい、二ふた号ごう車しやと三さん号ごう車しやに連絡します」

　ネマは不審そうな顔のまま通信機に取りついた。

「こちら二ふた号ごう車しや、レイジー、どうぞ」

「こちら三さん号ごう車しや、ローザ、どうぞ」

　ネマの上体を押しのけてマイクに顔を近づけたマリーエンは、叫ぶように指示を送る。

「戦術の最終確認！　中佐の戦車には一ひと号ごう車しやと三さん号ごう車しやで当たる！　二ふた号ごう車しやはもう一両に当たる！　基本、一対一と二対一の局面を作り出すのが狙いだ！　二ふた号ごう車しやは可能な限り早く相手を片づけて、一ひと号ごう車しやと三さん号ごう車しやの応援に駆けつける！　中佐の戦車が最新型でも三対一なら勝てる！　いいな!?　どうぞ！」

「二ふた号ごう車しやレイジー、了解！　どうぞ！」

「三さん号ごう車しやローザ、了解！　どうぞ！」

「この戦術の肝は、二ふた号ごう車しやがどれだけ早く相手を撃破してわたしとローザの支援に来られるかだ！　頼んだぞ、レイジー！　どうぞ！」

「頑張る～！　どうぞ！」

「各員健闘を祈る！　深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンの名に懸けて勝利を！　以上！」

「二ふた号ごう車しや、了解～。深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンの名に懸けて勝利を～！　以上～！」

「三さん号ごう車しや、了解。深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンの名に懸けて勝利を！　以上！」

　マイクをネマに返すとマリーエンは車長席まで戻ったが、席には座らず、中腰のまま車内を見回した。

　四人が不思議そうな、あるいは不審そうな顔を向けてくるが、それに対してマリーエンは、

「大丈夫だ。わたしを信じろ！」

　と言って親指をぐっと立ててみせる。

　それで四人も納得したようだ。

「はい、わたしは隊長を信じます」

　とエリゼーが応えると、ラングルン、ネマ、エレメインの三人も大きく頷いた。

「戦闘指揮は隊長の役目だ。任せたよ」

　エレメインがそう言うと、マリーエンは小さく苦笑した。

「まぁ一か八かの策ではあるんだが、自信満々の中佐なら乗ってきてくれるんじゃないかなと思うんだ」

　というマリーエンの言葉で、四人は彼女が何か策を弄していることはわかった。

　わかったが、それがどんなものかまではわからない。

（わたしたちがそれを聞く必要はないか。エレメインの言葉じゃないけど、考えるのは隊長の役目。わたしたちは自分の仕事をきちんと熟こなせばいいだけ。そうすればマリーがわたしたちを勝利へ導いてくれるはず）

　そう自分に言い聞かせたラングルンは、アクセル板に乗せた足に少しだけ力を込める。

　四人の乗員に向かってマリーエンが大きな声で告げた。

「戦闘用意！」
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　アレクサンドラ中佐の戦車は、僚車を一両引き連れて丘陵地帯を疾駆していた。

　最新型の戦車はエンジンの出力もサスペンションの性能も上がっているから、これまでより高速かつ快適に走ることができる。

　それだけではない。

　装甲も厚くなっているし、砲の威力も増している。

　旋回性能も登と坂はん能力も上がった。

　第十じゆう六ろく独立戦車小隊の三両に比べれば、あらゆる面で上回っている。

　しかも、指揮するのが歴戦の勇者であるアレクサンドラ中佐なのだ。

　第十六独立戦車小隊も百戦錬磨と言えるが、中佐にはそれ以上の経験がある。

　死線を潜くぐり抜けた数も。

　勝利の数も。

　敵戦車の撃破数も。

　中佐のほうが圧倒的に上だ。

　負ける要素はない。

　中佐と中佐の部下がそう考えるのも無理はなかった。

　敢えて粗あらを探せば、装甲と砲弾を強化するための魔法に関しては第十六独立戦車小隊のほうが上かもしれない。

　けれどそれとて、やや上回るという程度で、戦力差を引っ繰り返すほど大きな差ではない。

　その程度では勝利は動かない。

　どうやっても負ける要素がないこの戦闘を、中佐は革命軍への手て土産みやげだと考えていた。

　奇襲は大成功。

　おそらく第三遊撃戦車大隊は壊滅しただろう。

　第八機甲師団も上手くすれば壊滅している。

　なんとか退却できたとしても大損害を出しているのは間違いない。

　その後ろに続いていた機械化旅団や歩兵師団も、奇襲を成功させて勢いに乗った革命軍戦車部隊に襲われれば、蹴散らされるしかない。

　トルスツ攻略軍は戦力半減になったわけだ。

　第三遊撃戦車大隊と第八機甲師団を撃破した革命軍戦車部隊が、トルスツに向かっている残りの部隊を背後から襲い、トルスツの守備部隊が前面から襲う。

　その挟撃が決まれば、残存兵力も壊滅する。

　王国中部の王国軍は主力を失うことになり、バルザァクの街を保持することすら難しくなるだろう。

　バルザァクの街を陥おとしてしまえば、中部では革命軍の支配領域が大きく広がる。

　北部と南部を遮断した後、孤立した南部の戦力を各個撃破し、街を一つずつ陥としていけば、やがて南部も大半が革命軍の手に落ちる。

　そこまで来れば全土の解放も目前だ。

　すべて今回の戦闘で革命軍が大勝利を収められたからこその帰結である。

　そして今回の大勝利の一番手柄はアレクサンドラ中佐に帰すことができる。

　革命軍での彼女の立場は確固たるものになるだろう。

　中佐は、さらにそれを補強しておこうと思っていた。

　音に聞こえた第十六独立戦車小隊、通称深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊を撃破し、隊員の何人かを捕虜として革命軍に連れていく。

　中佐は革命軍の輝く星になるだろう。

　国土解放の立役者になるだろう。

　革命軍政権が樹立されれば、中将昇進も見えてくる。

　ザクセン帝国も彼女には一目置かざるを得ず、彼女の意向を無視できなくなる。

　王国軍にいる限り望むべくもなかった「元げん帥すい」の地位が、現実的に手の届くところに来たと中佐には思えた。

（そのためにも、ここで深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオンを叩いておく）

　それが敢えて戦車戦の勝負をマリーエンに申し込んだ理由の一つだった。

　もう一つは、戦車乗りとしての自尊心である。

　もしかすると虚栄心と言ったほうがいいのかもしれない。

　音に聞こえた第十六独立戦車小隊の三両を、敵より少ない二両で撃破したとなれば、中佐の名声は天を衝くばかりに高まる。

　王国軍、革命軍に留まらず、周辺諸国にも鳴り響くだろう。

　それを思うと、中佐は心が躍るのを抑えきれなかった。

　負ける要素などないと思うから、中佐には余裕があった。

　相手の犯したミスを笑いながら指摘するだけの余裕が。




「おいおい、マリーエン中尉準、入れ込みすぎだろう、肝心なことを失念しているぞ。今は君の車しやもわたしの車しやも、同じ周波数を使っているだろうが」

　先ほどのマリーエンの指示は、だから中佐に筒抜けだった。

「歴戦の勇者とはいっても、まだ若い。わたしに対する怒りで、彼女は冷静な判断力をなくしてしまったようだ」

　中佐は、軍事学校で若い生徒を相手に教きよう鞭べんを執とるときのような慈いつくしみの籠もった目で無線機を見つめながら言った。

「これを糧かてにして成長してくれるといいのだがな。運がよければ生き延び、捕虜として革命軍に連行されるだろうから、そこで真しん摯しに反省をしてくれればな」

　不意に表情を引き締めると、中佐は通信士に命じた。

「レイナ、周波数を変更。二ふた号ごう車しやを呼べ！」

「は！　周波数を変更して二ふた号ごう車しやを呼びます！」

　通信機を操作したレイナ通信士が二に号ごう車しやを呼び出した。

「二ふた号ごう車しや、出ました！」

「ユーリア少尉に命令！」

「中佐からユーリア少尉への命令を伝える！　どうぞ！」

　すぐに相手から返答があった。

「了解！　中佐殿からユーリア少尉への命令を受ける！　どうぞ！」

「深紅の魔砲耳クリ・マギの一ひと両りようがそちらに行く。残りの二ふた両りようがこちらに向かってくる。ユーリア車しやは可能な限りその一両を引っ張り回して時間を稼げ」

　中佐がそう言うと、通信士は彼女の命令をそのまま僚車に伝える。

「深紅の魔砲耳クリ・マギの一両がそちらに行く。残りの二両がこちらに向かってくる。ユーリア車は、可能な限りその一両を引っ張り回して時間を稼げ。どうぞ」

「命令了解。当車は向かってきた相手を引っ張り回して、できる限り時間を稼ぎます。どうぞ！」

「ユーリア少尉の役目は対戦相手をこちらから引き離すことだ。無理に撃破する必要はない。当車は右の丘に登る。そちらは左手の丘に敵を引っ張れ。こちらに向かってきた二両を片づけ次第、ユーリア車のところへ向かう。二両で挟み撃ちにすれば、それで終わりだ。以上」

　すかさずレイナ通信士が中佐の命令を伝える。

「ユーリア少尉の役目は対戦相手を当車から引き離すこと。無理に撃破する必要はない。当車は右の丘に登る。二ふた号ごう車しやは左手の丘に敵を引っ張れ。こちらに向かってきた二両を片づけ次第、当車は二ふた号ごう車しやのところへ向かう。二両で挟み撃ちにすれば、それで終わりである。中佐からの命令は以上！」

「命令了解！　敵車を指揮車から引き離し、時間を稼いで中佐の乗じよう戦せんを待ちます。中佐の乗戦が来たら挟み撃ちにします。以上！」

　ここで言う「乗戦」とは「乗車する戦車」の略だ。

「車しや」というのも戦車の略称である。

「命令は以上だ」

「命令終了、了解！」

　レイナはマイクに向かって命令の終了を告げた。

　中佐は即座に次の命令を出す。

「レイナ、周波数を戻せ。もうじき秒読み開始だ」

「は！　周波数を戻します！」

　中佐は続いて操縦士を呼んだ。

「フローラン、速度を上げろ！　もう、いつ会敵してもおかしくはないぞ」

「は。速度を上げます！」

　フローラン操縦士がアクセル板を踏み込むとエンジンの咆ほう哮こうがひときわ高まった。

　中佐の乗った新型戦車は、新たな獲物を求めて、バスカール街道に沿って最高速度に近いスピードで疾駆した。

「三さん○まる秒後に丘に登れ」

「は。三さん○まる秒後に丘に登ります」

「ジィニィ」

　中佐に呼ばれた砲術士が応えた。

「は！」

「砲撃の準備を！」

「は！　砲撃の準備を調えます！」





　３






　控えめなアイドリング音だけが響く車内で、マリーエンと四人の乗員は、じっとそのときを待っていた。

　誰も何も言わなかったが、負けられないという皆の思いがマリーエンにもひしひしと伝わってきた。

　戦車乗りとしての、そして傭兵としての矜きよう持じが全員の背中を押している。

（この戦闘には絶対に負けられない。アレクサンドラ中佐がどれほどの猛も者さであっても。いや、中佐が超一流の戦車乗りだというのは間違いない。けれど乗員の総合力ではうちのほうが上だ）

　マリーエンは、共に戦ってきた仲間の技量を信じている。

　共に生死を潜くぐり抜けてきた仲間との繋がりを信じている。

　マリーエンがいちいち指図しなくても、みな彼女の意図を汲くんで先に動けるレベルにまで連係は高まっているのだ。

（それにこちらにはエリゼーがいる。わたしは一流というにはほど遠い指揮官だけど、魔法士としてのエリゼーは一流だ。中佐の乗っているのが最新の高性能戦車だとしても、エリゼーの装甲強化魔法が必ずわたしたちを守ってくれる。砲弾強化魔法が必ず敵の装甲を撃ち破ってくれる）

　恐怖は感じなかった。

　中佐に対する気き後おくれもない。

　マリーエンは不敵に笑った。

（やってやるさ。自慢の新式をぶっ壊して、捕らえたあんたを本部まで引きずっていってやる）

　唐突にスピーカーから中佐の声が流れてきた。

（二ふた○まる秒前。秒読みを開始する。一ひと八はち、一ひと七なな、一ひと六ろく……）

　ラングルン操縦士は軽くアクセル板を踏み込んだ。

　エンジンの咆哮が高まり、スピーカーから流れる中佐の声がかき消された。

　ラングルンはすぐにアクセルをオフにする。

　エンジンがアイドリング状態に戻り、再び車内に中佐の秒読みが流れた。

「一ひと二ふた、一ひと一ひと、一ひと○まる……」

　マリーエンは砲塔上部の開口部から顔を出して左手を見やった。

（おそらく中佐の戦車は、左手、部隊が通ってきた後方の丘の上から出現する。こちらよりも有利な位置を取れると思うからこそ、中佐は二対三という不利な戦闘を提案してきたんだ）

　それがマリーエンの読みだった。

「七なな、六ろく、五ご……」

　外に顔を出したマリーエンに聞こえるように、ネマが中佐の秒読みを大声で復唱している。

「三さん、二ふた、一ひと、○ぜろ！　開始の声がかかりました！」

　マリーエンは開口部から中を覗き込み、大声で叫んだ。

「行け、ラングルン！」

　ラングルンが思いきりアクセルを踏み込むとエンジンは唸りを上げた。

　履帯が地面を蹴り立てて戦車は急発進する。

　大きく後方へと持っていかれそうになる体を右腕で支え、マリーエンは顔を左に向け、左手で双眼鏡を目め許もとに押し当てた。

（まだ来ないか）

　一いち号ごう車しやだけでなく、二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやも、草を撒き散らしながら猛スピードで緩やかな丘の斜面を駆け上がっている。

　やがて三両の戦車は丘の頂点まで達した。

　頂点といっても低い丘陵だ、それほど見通しが利くわけではない。

　アレクサンドラ中佐の戦車とその僚車は、丘の上にも街道にも姿を現さなかった。

（まだ来ないか。かなり近くにいると思ったんだが……）

　マリーエンは伝声管に顔を寄せ、怒鳴るように命じた。

「ラングルン、九く時じの方向に転進！　街道と並行に進め！」

「了解！　九く時じ方向に転進！　街道と並行に進む！」

　ラングルンが戦車の進行方向を左に九十度変えた。

　進んできた街道を丘の上から見下ろしながら引き返す恰好になる。

「ネマ、二ふた車しやと三さん車しやに通信！　我に続け！」

「了解！　二ふた号ごう車しや、三さん号ごう車しやへ。我に続け！　以上」

「二ふた号ごう車しや了解！　一ひと号ごう車しやに続く！」

「三さん号ごう車しや了解！　一ひと号ごう車しやに続く！」

　レイジーとローザの戦車も左九十度に転進してマリーエンの戦車を追いかけてくる。

（まだか？　中佐の乗じよう戦せんはまだ来ないのか？）

　双眼鏡を保持する手に、じっとりと汗が浮かんだ。





　４






　そのとき。

　嫌な予感がしてマリーエンは振り返った。

　その瞬間、彼女の全身が総そう毛け立った。

（馬鹿なっっ！）

　アレクサンドラ車が、予想に反して後方から出現したのだ。

　丘の稜線上を猛スピードで駆け寄ってくる。

（やられた！　先回りしていたのかっ！）

　マリーエンたちは三両とも中佐の戦車にお尻を向けていることになる。

　これでは相手に先制攻撃を許してしまうのは確実だ。

（すぐに方向転換をするか？）

　けれど、それでは被弾面積が大きく装甲の薄い車体側面を中佐に晒さらすことになる。

　マリーエンは一瞬、迷ったが。

（それよりは、このままジグザグ走行で逃げたほうがいいな）

　すぐに彼女は、そう決断した。

　とはいえ、いちばん装甲が薄い車体後部を見せているのだから、危うい状況に変わりはない。

　さすがに百戦錬磨のアレクサンドラ中佐、最初からマリーエンの読みを見事に外してみせた。

　第一ラウンドは中佐が取った恰好だった。

（なんの、まだこれから！）

　マリーエンには秘策がある。

　というより、秘策が発動中だ。

　中佐が引っかかってくれれば、勝利できる可能性が高い。

　そのためには三両が無傷のまま、乱戦に持ち込む必要があった。

　どれか一両でも欠けてしまえば勝ち味が薄くなるのだ。

　第十六独立戦車小隊にとって幸運だったのは、敵から砲撃を受ける前にマリーエンが気づいたことだ。

　この手の勘のよさにマリーエンは自信があった。

（ここまで、それで生き延びてきたようなものだからな）

　マリーエンは車内に潜り込み、ハッチを閉めた。

「ネマ！　僚車に伝達！　敵は後ろから来る！」












　イヤフォンをしていないネマの左耳のほうへ拡声器を向け、マリーエンは怒鳴るように命令した。

　直後、戦車が少しふらついた。

　ネマへの命令を聞いたラングルンの動揺が操縦レバーに伝わったようだ。

「敵が後ろから来ることを僚車に伝えます！」

　復唱すると、ネマは通信機に覆い被さるようにマイクに向かって声を張り上げる。

　マリーエンは拡声器の先を操縦席に向けた。

「ラングルン！　ジグザグ走行に移行！」

　ラングルンが絶叫を返してきた。

「速度落ちるけどっ!?」

「仕方がない！」

　いきなり戦車の進行方向が変わった。

　遠心力で体を持っていかれそうになるのを踏ん張って堪え、マリーエンは覗き込んだ戦せん望ぼう鏡きようを大急ぎで回した。

　出現を視認したとき、彼ひ我がの距離は一キロ以上離れていたが、今や五、六百メートルほどに詰まっている。

　この距離なら、いつ撃ってきてもおかしくはない。

（もう一両は……いた！）

　戦望鏡を回したマリーエンの目に、中佐の僚車が街道を前進してくるのが映った。

「ネマ！　二ふた車しやに連絡！　作戦を予定どおり実行！」

「了解！　作戦を予定どおり実行！　二ふた号ごう車しやに連絡します！」

　復唱したネマは、すかさずマイクに向かって叫んだ。

「こちら一ひと号ごう車しやネマ！　二ふた号ごう車しやへ小隊長からの命令を伝達！　作戦を予定どおり実行！　以上！」

　二に号ごう車しやから短く返答があった。

「こちら二ふた車しや！　それでいいのっ!?　どうぞ！」

　振り返ったネマが甲高い声で叫んだ。

「予定どおりでいいのか訊かれましたっ！」

「作戦は予定どおりだ！　こちらはこちらでなんとかする！」

「了解！」

　通信機に向き直ったネマはマイクに向かってがなった。

「伝える！　作戦は予定どおり！　こちらはこちらでなんとかする！　以上！」

「了解！　二ふた号ごう車しやは予定の作戦行動に移る！　以上！」

　その直後、二に号ごう車しやは丘の稜線を離れ、斜面を駆け下りていった。
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　アレクサンドラ車の通信士レイナが振り返って叫んだ。

「深紅の魔砲耳クリ・マギの通信傍受！　予定どおり二ふたと一ひとに分かれるようです！」

　戦望鏡を覗いていたアレクサンドラ中佐は、第十六独立戦車小隊の一両が、他の二両から離れて丘の斜面を下っていくのを確認する。

「予定どおりか。中尉準はまだ自分の失敗に気づいていないのか？　どうやら少し買い被りすぎていたかな。まぁ、それならそれで簡単でいい」

　そう呟いた中佐は、レイナに拡声器を向けた。

「レイナ、ユーリア少尉に連絡！」

「了解！　二ふた号ごう車しやユーリア少尉に連絡します！」

「予定どおり一ひと両りようそちらに行く！　予定どおり引っ張って時間を稼げ！　以上！」

「予定どおり一ひと両りようそちらに行く！　予定どおり引っ張って時間を稼げと伝えます！」

　体を戻したレイナが通信機に取りついた。

「さて。相手は深紅の魔砲耳クリ・マギの二ふた両りようだ、少し忙しくなるぞ、フローラン」

「何か仰いましたか、中佐!?」

　すでにエンジンは最大回転数に近いところで回っている。

　ふつうの話し方だった中佐の言葉は車内の騒音にかき消され、操縦士の耳には届いていなかった。

「忙しくなるぞ！　と言ったのだ！」

　中佐が大声で怒鳴ると、フローラン操縦士は一瞬、操向レバーから左手を離し、軽く振ってみせた。

「問題ありません！」

「よし、もう少し距離を詰めろ！」

「了解しました！」

　フローランはさらにアクセル板を踏み込んだ。

　指揮車のエンジンは轟音とともに最大回転数に達し、戦車の速度は時速五十キロメートルに達した。

　マリーエンたちの戦車は最高時速が四十キロメートルと少ししか出ないはずで、この差は大きい。

　地面の小さな凸でこ凹ぼこを拾う度、暴れるように戦車が跳ねる。

　けれどフローランは、的確な操縦で進行方向を過あやまつことなく、ロスを最小限に抑え、最短距離で第十六独立戦車小隊の二に両りように向かって戦車を突進させる。

　最新型のエンジンは耐久力も高く、最大回転数に近いところで回し続けても簡単には壊れない。

　戦望鏡を覗いていた中佐が独りごちる。

「ふむ。砲塔がこちらを向いたな。では、そろそろ撃ち合いと洒落しやれ込むか」

　中佐はここまで敢えて射撃命令を出さなかったが、それは性能的にもポジション的にも圧倒的に有利な立場に立っていることから来る余裕だった。

　中佐は音に聞こえた第十六独立戦車小隊との戦車戦を楽しみたかったのだ。

　楽しんで戦っても負けることはないという確信があったのだ。

　戦車の性能も上。

　戦車乗りの腕も経験も上。

　ならば負けるはずがないではないか。

　王国軍の作戦情報を革命軍にもたらし、奇襲作戦を提唱したのは中佐だ。

　その奇襲が想定どおり、いや、想定以上の成功を収め、中佐は得意の絶頂にあった。

　その高揚感が中佐の目を曇らせたのかもしれない。

　中佐はすでに、マリーエンの策に嵌まっていたのだ。

　だが、マリーエンの策が勝利に結びつくかどうかは、このあとの砲撃戦を保もち堪こたえられるかどうかに懸かっている。
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「撃て！」

　アレクサンドラ中佐の命令に、照準を覗いていたジィニィ砲術士が発射板を踏んだ。




　ずん！




　腹に響く発射音。

　砲身が勢いよく後退し。

　空から薬やつ莢きようが排出される。

　彼我の距離は三百メートル弱。

　この距離なら、走行しながらの砲撃であってもジィニィなら高確率で当てる。

　当たれば深紅の魔砲耳クリ・マギ小隊の戦車は大破は免れない。

　中佐はそう思っていた。

　そしてたしかに砲撃は当たった。

　当たったが。

　中佐は目を見開いた。

（弾かれた!?）

　思っていた以上に命中角度が浅かったようで、徹てつ甲こう弾だんは敵車の砲塔を少し凹へこませただけだった。

（こちらが発射する直前に角度をずらしたか。さすがだ。やるな深紅の魔砲耳クリ・マギ。やるなマリーエン中尉準）

　中佐は嬉しそうに笑みを漏らしながら拡声器をフローラン操縦士に向ける。

「向こうからも来るぞ！　避よけろ！」

　フローラン操縦士はアクセルを緩めることなく操向レバーを巧みに操って進行方向を少し変えた。

　進行方向とは逆向きになった敵戦車の砲口から閃光が逬ほとばしり、幾いく重えもの丸い光の輪が空中に浮かんだ。

　空気を切り裂いて徹甲弾が飛んできた。

　砲弾は中佐の戦車の砲塔脇を掠めて飛び去っていった。

　戦望鏡を覗いていた中佐が、にやりと笑う。

（惜しいな。こちらの操縦士がフローランでなければ、当たっていたかもしれないが。もっとも、よほど角度がよくない限り、あるいは砲弾の強化魔法が想定以上の威力でない限り、こちらの装甲は打ち抜けないと思うがな）

　中佐がわざわざ距離を詰めての砲撃戦に持ち込んだのは、遠距離から撃ち合うよりもそのほうが楽しいと思ったからだが、それだけが理由ではない。

　自車の装甲が相手戦車の装甲よりも厚いという優位性があるからこその選択だった。

　その強みを活かし、必死に逃げる相手を追い回して絶望感を与え、最後には追い詰めて至近距離からの一撃を食らわせる。

　それは戦車乗りの矜きよう持じを完全に打ち砕く一撃となるだろう。

　たとえマリーエン中尉準たちがここを生き延び、この先も戦車乗りとして生きていくことになっても、自分に完敗したという刻印を一生背負っていくことになるのだ。

　それを想像すると、中佐の自尊心は甚いたく満たされるのである。

　中佐は、敵戦車を撃破したあとは敢えてマリーエンたちを放置しようと考えていた。

　矜持を打ち砕かれた戦車乗りの絶望に歪む顔が見たくて仕方がなかった。

（さあ、狩りを続けるぞ）

　この戦車戦は、中佐にとって狩猟でしかなかった。

　猟銃を持ち、ドーベルマンを従え、兎うさぎを追い詰める狩人かりゆうど。

　それがアレクサンドラ中佐だ。

　そのはずだった。
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「外れた！」

　戦望鏡を覗いていたマリーエンが叫んだ。

　砲術士であるエリゼーが眉を吊り上げて叫ぶ。

「次こそ当てますっっ！」

　いつもの嫋たおやかでおとなしそうなエリゼーからは想像もできない姿だった。

（この距離でエリゼーが外すとは。中佐の乗じよう戦せんの操縦士も並の腕じゃないな）

　その証拠に、中佐の戦車がじりじりと距離を詰めてきている。

「ラングルン、距離が詰まってる！　速度上げろ！」

「これ以上は無理！　エンジンの性能が違う！」

「それは……」

（たしかにラングの言うとおりだ）

　やる気や根性でエンジンの性能差をひっくり返すのは無理な相談だ。

　そんな精神至上主義はマリーエンの嫌うところだったから、ラングルンに無理強じいはできない。

　どれほどラングルンの腕がよくても、エンジン性能以上の速度を出せるはずがないのだから。

　中佐の戦車からは何度か砲撃を喰らった。

　それでもマリーエンの的確な指示とラングルンの素早い反応と機敏な操縦のおかげで、一いち号ごう車しやはなんとか直撃を免れている。

　中佐が執拗に一いち号ごう車しやを追ってくるのを三さん号ごう車しやは必死に邪魔をしようと試みたのだが、中佐の乗戦は三さん号ごう車しやの企図を軽々と阻んでみせた。

　二対一で中佐の戦車を追い回すはずが、局面、局面では一対一の連続という戦闘経過になっている。

　マリーエンもローザも、かなり焦あせらされることになった。




　マリーエンは必死で逃げることになった。

　たまに反撃をしてみても、アレクサンドラ車の機動を邪魔して三さん号ごう車しやに対する攻撃を軽減するといった程度の効果しかない。

　やはり戦車の基本的な性能に違いがあるのが大きいのだ。

（それと車長の腕の差かな。ラングルンと相手の操縦士の腕にはそれほど差はないはずなのに。くそ！）

　と自分を罵ののしっても事態が改善されるわけではない。

　マリーエン車もローザ車も、中佐の戦車に翻ほん弄ろうされる恰好で逃げ回った。

　けれど、戦場を離脱してしまうわけにはいかない。

　どちらかが離脱すれば、残った一両は確実に撃破されるだろう。

　というより、どちらかが離脱すればマリーエンの秘策は空を切る。

　マリーエンとローザは、なんとしてもそのときまで保ち堪えなくてはならないのだ。

　中佐に悟られず。

　相手のもう一両にも気づかれず。

　勝ちに驕おごった中佐が油断し、必殺のカウンターパンチが鮮やかに決まる、そんな状況を作り出すために。

　マリーエンは自分の策を信じ、仲間の腕を信じ、ときおり反撃を見せつつ、ひたすら逃げ回った。

　もしかすると、戦車乗りとしての本能のままに戦っていたのかもしれない。

　後に振り返ってみても、途中、どうやって走ったのか、どうやって撃ったのか、どうやって躱かわしたのか、マリーエンはよく思い出せなかった。

「いざ斬り合いとなると、型がどうの体たい捌さばきがどうの足の運びがどうのなどとは言っていられず、必死で剣を振り回すだけだった」

　という以前に読んだ昔の剣豪の回顧録を思い出し、あれがそういうことかと納得したほどだった。

　必死な、もしかしたら無ぶ様ざまな戦い方だったかもしれない。

　けれどマリーエンの一いち号ごう車しやもローザの三さん号ごう車しやも直撃弾を喰らわないまま、戦闘は後半戦へと持ち込まれた。
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「レイナ、ユーリア少尉に連絡！　状況を知らせよ！　以上だ！」

「ユーリア少尉に状況を知らせるよう連絡します！」

　通信士のレイナは素早く使用周波数帯を変えると、マイクに向かってがなり立てた。

　すぐに相手から返答があった。

　それを聞き終えると、レイナは拡声器を手にふり返った。

「二ふた号ごう車しやからの返答を伝えます！　予定どおり敵の一ひと両りようを引っ張って離脱！　追いかけてくる敵と高速移動のまま砲撃戦を続けていたが、途中で敵車を見失うロスト！　現在、周辺を索敵中！　以上です！」

　中佐の眉がぴくりと動いた。

（相手を見失ったのか。だが、まぁいいだろう。ユーリア車しやが行動不能になっていないのなら大きな問題はない）

「もう一度、二ふた号ごう車しやに連絡！　敵車も二ふた号ごう車しやを捜しているだろうから、どこかで鉢合わせして撃破されないよう、細心の注意を払え！　以上だ！」

「了解！　二ふた号ごう車しやを捜しているであろう敵車と鉢合わせして撃破されないように細心の注意を払えと伝えます！」

　レイナが通信機に向き直ると、中佐は改めて戦望鏡を覗いた。

　こちらの戦況は先ほどからあまり変わっていない。

　敵二両は高速で走り回りつつ、なんとかアレクサンドラ車を挟み込もうと進路を工夫しているが、中佐がいち早く、そして的確な対応を繰り出すので、相手の挟撃策が実現することはなかった。

　その代わり、中佐のほうも決定的な一撃を見舞うことができないでいる。

　何度か直撃かと思える命中弾を入れたのだが、その都度、砲弾は見事に弾かれてしまっていた。

「さすが音に聞こえた深紅の魔砲耳クリ・マギだけのことはある。素早く的確な移動と正確な砲撃、見事なものだ。装甲強化魔法の耐久性も素晴らしい。だが、それでも優劣を引っ繰り返すことはできん。二ふた対一ひとでは我が車の機動の自由を奪えはしないぞ、中尉準。フローランは簡単に挟み撃ちを許すような間抜けではない。そしてジィニィは走っている車しやからでも当てるぞ」

　中佐は敵の一両の斜め後方から砲撃を命じた。

　砲口が火を噴いた。

　その直前、ローザの三さん号ごう車しやは進路を変更して直撃を躱かわす。




　がしぃっ！




　金属音が響き、砲弾が砲塔を叩いた。

　敵車は右手へ大きく旋回して、そのまま中佐の戦車から一目散に離れていった。

　戦望鏡から覗いていた中佐が小さく舌打ちする。

「また避けられたか。逃げに徹する相手を撃ち貫ぬくのはなかなか骨だな。だが、進路は大きく逸れたから、挟み撃ちをされる心配は当面しなくていい。言っただろう、中尉準。二ふた両りようで我が車を挟撃するなどできはしないと」

　中佐はもう一両、指揮車であるマリーエン車の位置を確認しようと戦望鏡を覗いた。

　偶然か必然か、マリーエン車とは正対する位置関係になっていた。

（ふむ。そろそろ追いかけっこにも飽きてきた。この辺で決着をつけに行くか）
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　ローザの戦車の進路が逸れていくのをマリーエンは戦望鏡から見ていた。

　三両は最高速に近い速度で走行中だ。

　いったん進路を変えてしまった三さん号ごう車しやが中佐の戦車の横っ腹を衝くのはもはや不可能である。

　速度を落とせば狙い撃たれるから、あのまま大回りして相手の後方を衝くしかないが、中佐がおとなしくそれを許してくれるとは思えない。

　一時的にではあるにせよ、三さん号ごう車しやが離脱した以上、中佐の戦車とマリーエンの戦車の一対一の戦いになる。

　ローザ車が戻ってきて相手の後方を衝こうとしても、しばらくのあいだ一対一という状況が続く。

　そこをどう保ち堪えるか。

（そろそろのはずだ。その瞬間をどうやって作り出すか。どうやって中佐の攻撃を躱してその瞬間に持ち込めるか）

　念のため、僚車との通信は控えている。

　けれどマリーエンは、連絡が取れないことが弱点だとは思っていない。

（ここはあれだ、阿あ吽うんの呼吸って奴？　それができるだけの技量と経験と繋がりがわたしたちにはあるんだ）

　そう信じてマリーエンはアレクサンドラ中佐と戦っていた。




　マリーエンが戦望鏡を中佐の乗戦に向けると、相手は加速しつつ、こちらに向けて砲塔を回しているのが確認できた。

　彼我の距離がみるみる縮まっていく。

　至近距離からの直撃弾を喰らえば、いくらエリゼーの装甲強化魔法が優秀でも貫通は免れない。

　だが、マリーエンはほくそ笑んだ。

（やはり決着をつけに来るか。そうだよな、わたしと一対一になったんだ、それを見逃す中佐じゃない。各個撃破が中佐にとって、いちばん楽な勝ち方なんだから）
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「どうした？　なぜ逃げようとしない!?」

　真っ直ぐ自分の戦車に向かって正面から突進してくるマリーエンの戦車を見て、中佐は不審そうな顔になった。

（これまではこちらとまともに向き合おうとせず、逃げ回りながらたまに反撃する、という戦い方をしてきたのに。まさか正面衝突での相討ち狙いか!?　だとしたらガッカリだぞ、中尉準。というより。こちらが撃った直後だというのに、なぜ砲撃してこない？　こちらに装塡の時間を与えるだけではないか）

　じっさい、装塡手はすでに次弾の装塡を終えていた。

　中佐は初めてマリーエンが何を考えているのかわからなくなった。

　そのとき。

　マリーエンの戦車の砲塔が回り始めた。

　正面から直進してきているのに、砲塔は向かって右方向に回っているのだ。

（？？？）

　一瞬、思考が混乱する中佐だが。

（読めたぞ！　すれ違い様のゼロ距離射撃が狙いか！）

　正面衝突する直前、右に転進して──少佐の側からだと左になる──ほとんど距離のないところから九十度の砲撃を横っ腹に入れる。

　それなら、いくら中佐の戦車の装甲が厚くても、装甲強化魔法が強力でも、撃ち貫ぬけるだろう。

（なるほど、それが君の考えた捨て身の戦法か。なかなか頑張ったな。だが、読まれてしまえば実現は不可能だ）

　中佐は砲術士ジィニィに砲撃を命じた。

「撃て！」

「了解。撃ちます！」

　相手の戦車の位置のほうが低い。

　照準器を覗き込んでいたジィニィは、少しだけ砲塔の俯ふ角かくを調整した。

　そのわずかな上下動をマリーエンは見逃さなかった。





　11






（砲の角度を調整した！　来るな！）

　目敏くそれを確認したマリーエンは。

（ひとーつ、ふたーつ）

　腹の中で二つ数えてから叫んだ。

「ラングルン砲撃来るぞ！　右へ避けろ！」

「避ける！」

　ラングルンは操向レバーを動かし、戦車の進路を左へ向けた。

　それと中佐の戦車の砲口が閃光を放ったのがほぼ同時だった。

　ゴゥン！

　砲弾が当たる不吉な金属音が車内に響いた。

　乗員は首をすくめ、あるいは腰を浮かせる。

「大丈夫だ！　角度が浅い！　貫通はしてない！」

　マリーエンの叫ぶ声に、乗員は改めて座席に座り直した。

　ラングルンは、すぐに戦車を大きく右へ転進させる。

　乗員は右へ左へと体を揺すられ、エレメインが罵ののしり声を上げた。





　12






「弾いた!?　この距離で!?」

　戦望鏡で砲撃の結果を確認した中佐は、目を見開き驚きの声を漏らした。

（それほど敵車の装甲強化魔法は強力なのか？　たしかにあれは大したものだと思うが、こちらは新型、砲の威力も増しているのだ。この距離からの直撃弾を弾けるとは思えないが……そうか！）

　それに思い至った中佐は、思わず低く唸った。

（角度だ。予め砲塔を回していたから、転進した結果、こちらの射線に対して角度を浅くできたのだ。早々と砲塔を回したのにはそんな狙いがあったのか。というか、そんな芸当までできるのか。驚いたな。いやいや、ここで殺してしまうにはじつに惜しい腕だ。本気でほしくなったぞ）

　第十六独立戦車小隊を丸ごと自分の部下にできたら、自隊の戦闘力は大きく強化されるだろう。

　瞬時、革命軍に参加したあとのことを考えた中佐だが、すぐに我に返った。

　今はそれどころではない。

　第十六独立戦車小隊の二両の戦闘力は中佐の予想を超えていた。

　さすがの中佐も、ここまで戦闘が長引くとは思っていなかった。

　中佐の表情からは余裕の色が消えていた。

（このままではすれ違いを許してしまうな。いや、その前に砲撃が来るか？）

　自分の戦車が次弾を撃つにはもう少しだけ時間が要る。

　あらゆる面で旧型を上回るスペックを誇る新型車両だが、唯一、次弾の発射までかかる時間だけは、あまり短縮できていない。

　何しろ装塡は人力作業だ。

　急ぐあまり砲弾を落としでもしたら目も当てられない。

　中佐はもう一度、戦望鏡で相手の砲塔を確認した。

（いや？　右を向いたままだ、戻してはいない！　あくまですれ違い様の一撃に勝負を懸ける気か）

　結局、マリーエンの狙いに応じざるを得なくなったことにアレクサンドラ中佐は軽い苛立ちを覚えた。

　転進した敵戦車は、すでに進行方向を戻している。

　中佐の戦車の進行軸とは二十メートルほど左手にずれたまま高速で突進してくる。

　あと数秒後に二十メートルの距離を保ったまますれ違うだろう。

　中佐は砲塔を回しつつ、フローランに命じた。

「フローラン急制動！　同時に左旋回九十度！」

「了解！　急制動と同時に左旋回九十度！」

　相手がすれ違い様の砲撃を横っ腹にお見舞いしようというなら、予め、そちらに装甲の厚い前面を向けて撃ち合えばいい。

　敵の砲塔はこちらを向いているが、車体は横向きになっているのだ。

　次弾は発射可能になった。

　車体側面を至近距離から砲撃。

　しかもこちらは停止射撃。

　それなら、相手が高速で走ってきても外す虞は低いし、いくら相手の装甲強化魔法が強力でも、撃ち貫けないはずがない。

　中佐は勝利を確信しながら急制動に備えた。

　フローラン操縦士がブレーキ板を踏みつけ、停止寸前に緩めると同時に操向レバーを巧みに操った。

　戦車は車体前面を沈み込ませながら超信地旋回を敢行、その場で九十度回転し、数メートルを横滑りして停とまった。

　その鼻はなっ面つらの少し先を、マリーエンの戦車が猛スピードで通りかかるのを戦望鏡から見ながら、中佐はにやりと笑った。

（もらったな）





　13






　中佐の乗戦の動きを確認すると、マリーエンは拡声器をラングルンに向けた。

「敵戦車、急停止して九十度旋回する！　こちらも停まって左九十度旋回だ！」

「了解！　停まって左九十度旋回！」

　ラングルン操縦士がブレーキ板を思いきり踏み込むと、車体の前面が沈み込んだ。

　慣性の法則で持っていかれそうになる体を乗員は必死に支える。

　ラングルンは瞬時ブレーキ板を緩め、操向レバーを操作する。

　一度停まった履帯が右と左で別々な動きを見せ、一いち号ごう車しやはぐるんっと左方向へ九十度回転した。

　マリーエンは激しく体を揺さぶられながらも、必死で砲塔回転ハンドルを回す。

「エリゼー、砲塔渡す！　照準定め！」

「はい！　照準定めます！」

　戦車の揺れをものともせず、エリゼーは照準を覗きながら砲塔の向きを微調節する。

　一号車は数メートルを横滑りして停車した。

　中佐の乗る戦車と鼻面をつき合わせるような場所だった。

　互いの距離は二十メートルかそこら。

　双方の戦車に違いがあるとすれば、中佐の戦車の砲塔がマリーエンの戦車に向いているのに対し、マリーエンの戦車の砲塔は左方向にずれているということだった。

　つまり、中佐の戦車はマリーエンの戦車に向かって砲撃できるが、マリーエンの戦車からは撃てない、という状況だ。

（これが肉を切らせて骨を断つって奴だ！　さぁ、どうする中佐!?）

　マリーエンは戦望鏡越しに中佐の乗戦を睨みつけた。
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　自車に対して前面を向けて真正面に停車した相手の戦車を戦望鏡で確認した中佐は、戸惑った顔になる。

　この状況をどう理解すればいいのか。

　戦車戦の経験が豊富な中佐でさえも、判断に迷った。

　その逡巡の最中にも、マリーエンの戦車の砲塔は動いている。

　こちらを撃つべく、砲口が正面に向きつつある。

　その光景を見て、中佐は自分を取り戻す。

（相手の企図を考えている場合ではない！）

　相手が何を狙っているのかはわからないが、とにかく標的はすぐそこにいるのだ。

　自分の砲は相手を向いていて。

　相手の砲は、まだこちらを向いていない。

（ならば。撃てばいいだけではないか！）

　中佐は砲撃を命じようとして戦望鏡から目を離し、ジィニィ砲術士に向かって口を開きかけた。

　その刹那。

　中佐の体に悪お寒かんが走った。

　戦慄が体を包み、体が硬直した。

　百戦錬磨の戦車乗りの勘が中佐に告げていた。

　何かとてつもなくよくないことが起きようとしていると。

　中佐は命令を発することなく、思わずハッチを開けて立ち上がっていた。

　当然、砲撃命令が出るものと思って照準器を覗いていたジィニィだが、ハッチが開く気配を感じ、戸惑った顔で車長席を振り返る。

「中佐殿？」
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　ハッチを開けた中佐の耳に唸りを上げるエンジン音と重低音のエキゾーストノートが飛び込んできて、彼女は激しく混乱する。

（どうしてエンジン音がする!?）

　自車もマリーエンの戦車も停止しているのだ。

　こんな甲高いエンジン音と排気音がするわけがない。

　しかも音は後方から聞こえてくる。

（まさか、先ほど砲撃を躱して逃げていった一両が、もう戻ってきた？）

　一瞬そう思った中佐だが、すぐにその考えを否定した。

　敵戦車の逃げていった方向と速度を思えば、今このタイミングで後方から出現できるはずがないのだ。

　混乱したまま中佐が音のする方向に顔を向けると。

　自車の真後ろから一両の戦車が突進してくるのが目に入った。

　やはりそれは、先ほど逃げた敵戦車ではなかった。

　だが、逃げた敵戦車だったほうが、中佐はまだ驚かなかっただろう。

「どうしてここに奴らの二ふた号ごう車しやがいる──っっ!?」

　中佐は顔を歪めて絶叫していた。
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　正面にいる敵戦車の砲口を戦望鏡で見ていたマリーエンは、大きく安堵の息を吐はき、思わず体の力を抜いた。

「間に合ってくれたか、レイジー」

　そう、レイジーが指揮する二に号ごう車しやは、敵の僚車を追いかける振りをして戦場を離れ、そのまま追撃の途中で敵車を見失ったように思わせ、急きゆう遽きよ、引き返してきたのだ。

　通信は封鎖しているから、エンジン音や排気音、それに時折聞こえる砲撃音を頼りにマリーエンやローザと中佐が闘やり合っている場所まで近づいたレイジーは、味方の二両との戦闘に気を取られている中佐の戦車の隙を衝いて迂回、奇襲に備えて機会を窺うかがっていたのだ。

　マリーエンと中佐の戦車は連なる丘の稜線に近い場所でずっと戦っていたから、丘の陰に潜めば見つかる心配はなかった。

　すべては最初から仕組まれた作戦だった。




　マリーエンは改めて戦望鏡を覗き込む。

　そこにはハッチを開けて後方を見やったまま固まっている中佐の姿が映っていた。

　マリーエンは中佐に向かってにやりと笑う。

「誰も二ふた両りようだけでの挟撃なんて言ってないぞ。というか、最初から三対二で闘やると言ったはずだ、中佐。数の優位をとことん活かすのは基本中の基本だろ」
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　後方から突進してくる第十六独立戦車小隊の二に号ごう車しやを絶望的な目で見つめていた中佐だが、相手との距離が五十メートルを切った辺りで我に返った。

「総員退避！　早く脱出しろ！」

　何が起こったのかわからないまま、しかし中佐の命令に従って四人の乗員は戦車から脱出しようと車体ハッチを開けた。

　上部ハッチから砲塔上部へと抜け出した中佐は、砲術士用のハッチの中に手を伸ばす。

　ジィニィを引っ張り上げた中佐は、二人して戦車から飛び降り、地面に転がった。

　ほぼ同時に、車体開口部と下部脱出口から抜け出した残りの三人も、地を転がり頭を押さえる。

　空になった戦車の真後ろまで突進してきた二に号ごう車しやは、そこで急停止した。




　ずぉん！




　停まった直後に二号車の砲が火を噴いた。

　双方の距離は十メートルちょっとしか離れていない。

　まさにゼロ距離射撃だ。

　それまで撃たなかったのは、見方によっては乗員が脱出するのを待っていたといえるのかもしれない。

　放たれた徹甲弾は、戦車で最も装甲が弱い車体後部を直撃した。

　どれほど装甲強化魔法が強力でも防ぎようがない砲撃だ。

　徹甲弾は装甲を貫通し、エンジンを破壊した。

　隔壁も破壊した砲弾は乗員室に飛び込み、車内を跳ね回る。

　中に乗員がいれば、暴れる砲弾によってずたずたに切り裂かれていただろう。

　すぐに脱出するという中佐の判断は的確だったことになる。

　破壊されたエンジンが火を噴き、戦車は燃え上がった。

　地面に転がった中佐の部下たちは、唖然、呆然といった顔で、破壊されて燃え上がる自車を見つめることしかできなかった。
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　地に転がったまま中佐は笑い出す。

「くくくくく。いやいや見事だ、恐れ入った」

　軍務服についた泥や草を払いつつ、中佐はゆっくりと立ち上がる。

　二に号ごう車しやのハッチが開いて、銃を構えたレイジー以下が車外に現れた。

　一いち号ごう車しやからも、マリーエンに率いられたエレメインやエリゼーが、銃を構えて近づいてくる。

　車体前部の機銃も五人のほうへ銃口を向けている。

　身構える部下に向かって、頭の後ろで両手を組んだ中佐が声をかけた。

「抵抗するな。銃を捨てろ」

「ですが」

「いいからおとなしくしていろ。問答無用で撃ち殺されたくはないだろう？　銃を捨て、一箇所に集まれ」

　という中佐の言葉に部下たちは抵抗を諦め、携帯している拳銃を取り出し、その場に捨てた。

　中佐は燃えている自分の戦車にチラッと視線を向ける。

「爆発するかもしれない。少し距離を取ろう」

　頭の後ろで両手を組んだまま、中佐は集まってきた部下を連れ、燃える自車からゆっくりと離れていく。

　四人の部下も両手を頭の後ろで組んで、重い足取りで中佐のあとを追った。




　どん！




　ガソリンタンクに火が回った戦車は、大音響を上げて爆発した。

　四人は思わず膝を落として頭を抱えたが、中佐は平然と立ったまま、燃え崩れる戦車を見つめている。

　多少火の粉が飛んでくるくらいで、大きな破片は飛んでこなかった。

　部下がのろのろと立ち上がると、銃を構えたままのマリーエンたちが中佐と四人の部下を取り囲んだ。

　そのとき、逃げていった三さん号ごう車しやが、けたたましいエンジン音を響かせて戻ってきた。

　それを目にしたマリーエンは安堵のあまり全身から力が抜けそうになる。

（勝った。アレクサンドラ中佐に勝った……）
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　アレクサンドラ中佐とマリーエンは数メートルの距離を隔てて向き合った。

「見事だったぞ、マリーエン中尉準、君の、君たちの完勝だ」

　それに対してマリーエンは、さして勝利を喜ぶふうでもなく応えた。

「ありがとうございます……と言えばいいのかな。それとも、当然だと胸を張るところかな」

「胸を張れ。君たちはそれに値するだけの戦いをした」

「では、お言葉に従って」

　マリーエンは腰に両手を当て、大きく胸を反らした。

「態ざまぁ見やがれ！　思い知ったか、糞野郎！」












「くくくく」

　マリーエンの罵りにも中佐は楽しそうに笑う。

「マリーエン中尉準、もう一度訊く。君は、君たちは、大した戦車乗りだ。だからこそ惜しい。王国軍に雇われた番犬で終わってしまうのがな。どうだ、革命軍へ来ないか？　そこでなら、もっと重要な役目に就ける。もっと上の地位に昇れる」

「その話なら、もう断ったはずだけど？　そんな話に釣られて、わたしたちがあんたを見逃すとでも？」

「そうか。残念だな。心の底から残念に思う」

「後悔と反省があるなら、軍事法廷の席でしやがれ」

　マリーエンがそう言うと、中佐は少し驚いた顔になった。

「君はわたしを軍事裁判にかけると言うのかね？」

「あ？　当然だろ。ここであんたたちを撃ち殺したりはしないよ」

「わたしたちを王国軍の支配地まで連れて行けると思っているのか？」

「たしかに現状ではバルザァクへ戻るのは難しいかもしれないが、とりあえずどこかの都市に入って王国軍にあんたを引き渡せばいいんだ。不可能ってほどじゃない」

「そういうことではないのだがね」

　中佐は悠然とした態度でそう言った。

　どう考えても王国軍の軍事裁判にかけられ、裏切り者として裁かれるのは確実。

　そうなれば、過去の実績や貢献がどれほどであれ、銃殺刑は免れないだろう。

　だというのに、中佐の言動には追い詰められた焦りが見られず、それがマリーエンを不安にさせた。

「は？　何を言いたいんだ、あんた!?」

「いや、早く逃げないと、わたしを捕らえる前に、君たちの戦車はあれによって粉々になってしまうと思ってね」

「……あれ？」

　そのとき。

　マリーエンの耳に微かな異音が聞こえた。

　一いち号ごう車しやも二に号ごう車しやも三さん号ごう車しやも、今はアイドリング状態だ。

　それ以外に静かな丘陵の稜線に聞こえるものは、中佐の戦車が燃え燻くすぶる音のみ。

　けれど今、マリーエンの耳に、別の何かの音が聞こえた気がした。

　それは彼女にとって、じつに馴染みのある音だった。

（戦車の……エンジン音と排気音!?）

　マリーエンは油断なく顔を巡らせ、背後に目をやった。

　彼女だけでなく、その音に気づいた仲間の何人かも顔を巡らせていた。

「あれは！」

　マリーエンが低く叫ぶと、間かん髪はつを容いれず、エレメインの悲鳴のような声が上がった。

「エレファントだっ！」

　通称、巨象エレフアント。

　未だに実戦配備数は少ないが、分厚い装甲と強力な火力を誇る、ザクセン帝国の新型重戦車だ。

　その分厚い装甲は強化魔法要いらずとも言われ、中型戦車の砲では、それこそゼロ距離射撃でも叩き込まない限り撃ち貫くことは不可能という評判だった。

　弱点と言えば、分厚い装甲と巨大なエンジンの重さから来る鈍どん足そくと登と坂はん能力不足くらいで、平地でまともに戦ったら、中戦車では四対一でも撃破するのは難しいと言われている。

　離れたところから破壊するには九十ミリ野戦砲による水平射撃しかないとまで言われる怪物で、マリーエンも傭兵仲間から、出遭ったら戦おうとせず即逃げろという忠告を受けたことがあった。

　そのエレファントが三両、丘の斜面の陰から巨大な姿を現し、街道をゆっくりと前進してくるのが遠望できた。

　中佐が低く笑いながら言った。

「あれはわたしの送迎車だよ。革命軍も、いや帝国も、か。なかなか洒落た車を寄越してくれたものだ」

　三両のうちの一両が丘の斜面を登り始めるのが見えた。

　登坂能力は中戦車に劣るとはいえ、この程度の丘の斜面なら問題なく登ってこられるだろう。

（くそっ！　まさかあんな化け物が現れるとは！　どうする!?　中佐をこっちの戦車に乗せて逃げるか？　いや、中佐がおとなしく従うはずがない。だったら殺していくか？　しかし、それはわたしの主義じゃない。だいいち、無抵抗の捕虜を殺したら、わたしのほうが軍紀違反どころか国際条約違反を犯すことになる）

「隊長、どうすんのっっ!?」

「姉ねえ様さま、指示をっ！」

　レイジーとエリゼーが同時に叫んだ。

（そうだ、考えてる場合じゃない。あいつに出遭ったらどうするべきかは忠告されてたじゃないか！）

　マリーエンは仲間の顔を見渡し、静かに告げた。

「逃げるぞ」

「逃げるの!?」

　誰もが不満そうな色を顔に浮かべているが。

「逃げるしかないだろ」

　とマリーエンが断じると、全員が不承不承で頷いた。

「う……それはまぁ、たしかに」

「でもさぁ」

　レイジーがあからさまに不服そうな顔を中佐とその部下のほうへ転じた。

「そいつらはどうするの～？」

「うちの車に乗っていただく時間はない。捨て置くしかないな」

「いいの？」

「いいも悪いもない。みんな急いで自車まで走れ！　乗ったら、即この場を離脱！」

「「「了解！」」」

　大きな声を返し、仲間たちが走り出した。

　一人、ラングルンだけは、

「要するに尻けつ捲まくって逃げるってことだね？」

　と言いながら不満そうにマリーエンを見ている。

「そうだ！　不服か!?」

「べつに不服じゃない」

「思い切り不服そうだけど!?」

　頰を膨らませたラングルンは吐き捨てるように言った。

「不服じゃないけど気分が悪い」

「いいから走れ！　いつまでも文句を言ってると、尻けつを捲る前におまえの尻しりを蹴り飛ばすぞ！」

　マリーエンに凄まれ、ラングルンはのたのたと駆け出した。

　走り去っていくマリーエンの背中にアレクサンドラ中佐が声をかける。

「マリーエン中尉準、気が変わったらいつでも連絡してくれたまえ。革命軍は、少なくともわたしは、君を、君たちを大歓迎しよう。ともに王国を打倒し、血筋や家柄などに囚われない、能力主義の、実力本位の、新しい国を創ろうではないか。ははははは」

　背後で聞こえる中佐の大笑を聞き流しながら、マリーエンは心に誓った。

（くそう。いつかかならずもう一度、ぎゃふんと言わせてやる。ぶん殴ってやる。蹴り入れてやる！）

　中佐に対する呪じゆ詛その言葉を内心で垂れ流しながら、マリーエンは自分の戦車の車体に跳び乗り、ハッチを開けた。

「急げ！　尻けつを捲って！　尻しりに帆掛けて！　尻しりから特大の屁へを放こく勢いで！　化け物から逃げまくるぞ！」

「姉様、下品！」

「車長、最低！」

「いいから早く位置につけ！」




　こうしてマリーエンたちの第十六独立戦車小隊は、せっかく捕らえたアレクサンドラ中佐を放り出し、ザクセン帝国の重戦車から遁とん走そうすることになったのだった。
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　第十じゆう六ろく独立戦車小隊の三両は街道と反対側へ丘を駆け下り、とりあえず南にある王国軍側の都市、または基地を目指すことにした。

　バルザァク方面は敵の戦車で溢れていると思われるからだ。

　第三遊撃戦車大隊や第八機甲師団が壊滅し、後続の第二十機械化旅団や第十五歩兵師団も大損害を蒙こうむったなら、バルザァク周辺は革命軍に制圧されたかもしれない。

　トルスツへ向かったほかの部隊がどうなったかはわからないが、少なくとも第八機甲師団が壊滅したのを知れば、トルスツ攻略は諦めて引き返すだろう。

　あまり考えたくないことだが、引き返したところを反乱軍に襲われでもしたら、そちらも大きな被害を出しているかもしれない。

　トルスツ攻略軍がバルザァクに戻れず、ちりぢりになって逃走していった場合、バルザァクはすでに反乱軍と帝国軍に包囲されている可能性すらある。

　そんなところへのこのこ出向いては、敵の餌え食じきになるだけだ。

　だからバルザァクから遠ざかる形で逃げる。

　それにマリーエンには、王国軍の損害以上に気がかりなことがあった。

　遊撃大隊や師団の支援部隊と行動を共にしていた小隊の支援車両、通信車と輸送車がどうなったかわかっていない。

　戦車に搭載した小型の無線機だと一定以上の距離が離れると通信が届かなくなるが、じっさい、いま通信車とは連絡が途絶えたままだ。

（それが距離のせいなのか、それとも通信車が破壊されたせいなのか）

　マリーエンとしてはまずどこかの都市か王国軍の基地に入って、駐留している部隊の高出力無線機を借り、通信車のミリアムと連絡を取りたかったのである。

　いちばん近いのは四〇二高地にある王国軍基地だが、おそらくそこには勝ちに乗じた反乱軍が押し寄せてくるに違いない。

　逃げ込んだはいいが、そこを包囲されたら、今度は逃げようがない。

　降伏するか玉砕するかのどちらかだ。

（それはご免めん蒙こうむりたいからな）

　そこで彼女は、南方にある王国軍基地ドイリィに向かうことにした。

　本当ならもう少し先にあるアーガスの街まで行きたかったが、燃料の残りが心こころ許もとない──何しろ中佐との戦闘ではアクセル全開で走り回った──から、それは諦めた。

（というか。給油したばかりで助かった。あとから給油する組に入ってたら、ドイリィにすら辿たどり着けず、途中で立ち往生していたかもしれない）

　第十六独立戦車小隊の三両は燃料の残りを気にしつつ、ドイリィ基地目指して山やま間あいの間かん道どうを南下していった。

　間道とはいえ、戦車の移動に耐えられるような造りにはなっている。

　何しろこの世界では戦車こそ陸戦の主役、よほどの山奥でなければ戦車の移動に耐えられる道が地方にまで整備されていた。
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　ドイリィ基地は、バルザァク方面から南部の玄関口であるアーガスの街に至る街道の途上にあった。

　規模はそれほど大きくなく、戦略上も、それほど重要な基地ではない。

　バルザァクからアーガスの街へ至るときの中継点という程度の役割だ。

　マリーエンの記憶だと、ドイリィ基地に駐留している兵力は数百規模で、常駐の戦車も十両ほど、あとは装甲車とか偵察用の軽戦車くらいしか置いていないはずだ。

　それでも王国軍基地なのだから、バルザァクやアーガスの街へ連絡をつけられる程度の無線機が設置されているのは確実。

　マリーエンたちは通信車と輸送車の無事を祈りながら、しかし燃料の残りが気になるので高速巡航をするわけにもいかず、経済速度を保ちながら南下していった。
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　マリーエンたちが通ってきた間道からだと、ドイリィ基地へは、主要街道に合流したあと、少し北上する形になる。

「ここまで来れば一安心だな」

　砲塔の開口部から上体を出したマリーエンが、砲塔の上に立って双眼鏡を覗いているエリゼーに声をかけた。

「どうだ、何か見えるか？」

　目一杯に伸ばした戦せん望ぼう鏡きようを左手で摑み、右手の双眼鏡を目に当て、四方に顔を巡らせていたエリゼーは、やがて双眼鏡を目から離した。

　戦車はあまり速度を出していないとはいえ、何かの拍子に転がり落ちれば、大惨事になりかねない。

　なのにエリゼーは平然と立っている。

（こいつ、可愛い顔してるくせに、見た目に似合わぬ度胸があるんだよなぁ）

　呆れたような感心したような顔を妹に向けているマリーエンの目の前で、エリゼーのスカートが風にはためいた。

　もっとも、今は戦闘時。

　エリゼーだけでなく、みなスカートの下にやや厚手のタイツを穿はいているから、風でスカートがどれだけ翻ひるがえろうと問題はない。

「とくに異状はありません。こうして見る限り長閑のどかな田舎の風景といったところです。近くで大規模戦闘が行われたというのが信じられないくらいですね」

「まったくだな」

　マリーエンも周囲の景色を見渡しながら頷いた。

　街道の左右には高低差のある丘陵が連なり、その背後にある低山へと繋がっている。

　丘陵は基本的に草地だが、ところどころ林があって、背後の低山は若葉が輝く緑樹に覆われていた。

　この地でよく見かける赤茶けた荒れ地とは違う、生命の息い吹ぶきを感じ取れる光景だ。

　吹き抜ける初夏の風は爽さわやかで、西に傾きつつある太陽から降り注ぐ陽光は優しくも穏やかだった。

　この地域はいま乾期に当たり、基本的に地面は乾いているので、多少街道を外れても戦車が走るのになんの支障もない。

　ただ、土埃が立ちやすいのが玉に瑕きずだ。

　戦車が走っているのが遠くからでもわかってしまう。

　もっともマリーエンたちからも、近づいてくる車両がいる場合は遠くからでもわかるわけで、差し引きゼロといったところか。

　周囲の長閑な景色と戦闘から解放された安心感がマリーエンの心身を弛し緩かんさせる。

「あ～～、なんか気が抜けてきた」

　マリーエンは大きく伸びをした。

　つい先ほどまで、アレクサンドラ中佐と生きるか死ぬかの戦車戦を戦っていたのが噓のようだ。

　すると砲塔の前、車体の上に胡座あぐらを掻いて座っていたエレメインが、揶や揄ゆするように言った。

「車長、居眠りして転がり落ちるなよ」

「顔しか出してないのに落ちるか！」

　と返しておいて、マリーエンはもう一度、伸びをした。

「あ～あ、昼寝したいな」

「我慢しろよ。もう少しでドイリィ基地へ着くんだからさ」

「そうだな。基地へ着いたら少し横になりたいな」

「その前に。ミリアムさんとエリュシアさんに連絡をつけないと駄目ですよ」

　とエリゼーが姉を軽く睨んで窘たしなめた。

「うるさいなぁ。わかってるよ」

　欠伸をしながらマリーエンが応えると、エレメインがにやにやと笑った。

「まったく、どっちが姉でどっちが妹かわからないな、車長」

「おまえもうるさいよ、エレン。そんなところに座ってないで車内に戻れ」

「だって車内、暑いんだもんさぁ。少しくらい涼ましてくれよ」

「ラングルンやネマに殴られるぞ」

「あたしは昼寝より何より、まず風呂に入りたいなぁ」

「ああ、それもいいかもな」

「もうここで軍務服を脱いじゃおうかな。暑いし」

　というエレメインは、風通しがよくなるように軍務服の前ボタンを外し、大きく広げていた。

　本当に今にも脱ぎだしそうなだらしない恰好だった。

　マリーエンが、びし、と指さしてツッコんだ。

「我が小隊の評判を落とすような真ま似ねは止やめろ！」

「車長だって、車内で脱ぐときあるじゃん」

「わたしは車内でしか脱がん。外で脱いで誰かに見られたらどうするんだ」

「あたしの魅力的な肢体が大評判になって、第十ひと六ろく独立戦車小隊の評価は鯉こいの滝登りになるんじゃね？」

「それを言うなら、うなぎ登りだろ。もう少し本を読めよ、エレン」

「細かいこと言うなよ、車長～」

「細かくはない。おまえが大おお雑ざつ把ぱすぎなんだ」

「あたしより車長のほうが大雑把だろ」

「そんなわけ、あるか」

「基本的に大雑把でだらしなくてずぼらでいい加減なくせに、たまに細かいことに拘こだわるんだよな～」

「だから。細かくはないと。っていうか、わたしが駄目女の典型みたいな言い方をするのは止やめろ！」

　などと二人が馬鹿なことを言い合っていると。

「姉ねえ様さま！」

　その声に緊張が色濃く滲んでいたので、マリーエンもエレメインも、はっとしてエリゼーを見上げた。

　彼女は相変わらず砲塔上部に立ったまま双眼鏡を覗いていた。

「どうした、エリゼー!?」

「北方に装甲車発見！　街道をこちらに向かって走ってきます！」

「ドイリィ基地の偵察車両か」

　北側から街道を走ってくる装甲車なら、そう考えるのが自然だ。

　ところが。

「いえ、それが……」

　双眼鏡から目を離さず、エリゼーが応えてきた。

「猛スピードで走っています！　偵察車の走り方ではありません！　その後ろにも一ひと両りよう、いえ、二ふた両りよう……三さん両りよういます！」

「なんだって!?」

　マリーエンが急いで自分の双眼鏡を持ち上げる。

　エレメインも慌てて立ち上がり、車体ハッチを開けて大柄な体を車内に滑り込ませた。

「エリゼー、おまえも中に入れ！」

「はい、姉様」

　エリゼーは砲術士席側のハッチから車内へ入っていった。

　双眼鏡を目に当てたマリーエンは進行方向を覗き込む。

「なるほど、猛スピードだな。あれは王国軍の装甲車だ。たしかに全部で四よん両りよういる……って、いや!?」

　マリーエンは双眼鏡を目に当てたまま目を見開いた。

「なんだ、ありゃあ!?」

　砲術士席に腰を下ろしかけたエリゼーだが、もう一度立ち上がって、砲塔開口部から顔を覗かせた。

「どうかしましたか、姉……車長？」

「エリゼー、おまえ、先頭を走ってる装甲車の車体に描かれてる紋章を見たか？」

「あ、いえ、そこまでは確認していません」

「そうか」

「あれ？　紋章？」

　一瞬、首を捻ったエリゼーだが、すぐに素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「王国軍の装甲車に紋章ですかっ？　ということはっ!?」

「そうだ。あれはマルクトバレル王家の紋章だぞ。ということは、王家の誰かが乗っていることになる」

「まさか軍団長が!?」

　マリーエンは思いきり渋い顔で頷いた。

「ああ。ひょっとして下へ手たをすると最悪の場合、シュテッセ中将殿下が乗っているのかもしれないな」

「姉様、言い方っ!?」

　妹のツッコミに姉は頭を掻いて平然と応えた。

「いやぁ、ここで取り繕つくろってもな」

「も、もしそうだとしたら……どうすれば!?」

「う～ん……どうするかなぁ」

　マリーエンは気乗りしない様子で、もう一度、双眼鏡を覗いた。

「うわぁ、最悪の展開だな、こりゃ」

　マリーエンの嫌そうな声がしたので、エリゼーは我慢できずに上体を持ち上げた。

「どうしました、隊長!?」

「装甲車の後方から反乱軍の戦車が現れた。っていうか、あれ、どう見ても、王国軍の装甲車が敵の戦車に追いかけられて必死に逃げてるっていう図式だな」

　エリゼーが、はっとした顔で体を前方に向ける。

　たしかに装甲車群の後方から戦車群が追いかけてくるのが遠望できた。

「たしかに追われてます！　助けないとっ！」

　エリゼーの必死の訴えにマリーエンは渋い顔になる。

「いやまぁ、そうなんだろうけど」

（せっかく逃げてきたのに）

　新たな厄介事に巻き込まれそうな予感にマリーエンは身震いした。

　できれば関わり合いになりたくないというのが彼女の正直な気持ちだが、そうも言っていられないほど事態は切せつ羽ぱ詰まっているようだ。

　後方から追いかけてくる反乱軍の戦車が──もしかするとザクセン帝国軍かもしれないが──砲撃したのだ。

　砲弾は縦に連なって逃げていた車列の最後尾にいた装甲車に命中し、破壊された装甲車が横倒しになった。

「一ひと両りよう、やられた！」

　その頃には一いち号ごう車しやの後方を走っている二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやも異変に気づいていた。

　二人の車長、レイジーとローザも砲塔の開口部から上体を乗り出すようにして双眼鏡を覗いている。

　そのとき車内から足を叩かれた。

　マリーエンが見下ろすと、自分を見上げているエレメインと目が合った。

「車長、二ふた号ごう車しやから通信！　内容は、どうすんだ隊長!?　以上！」

　エレメインの報告に、マリーエンは隣の開口部から上体を乗り出すようにして前方を見つめているエリゼーに言った。

「戻れ、エリゼー！　戦闘用意！」

「車内に戻り戦闘用意します！」

　慌ててエリゼーが体を沈めると、マリーエンも続いた。

　車長席に座ると拡声器を取り上げ、大声で指示を送る。

「ネマ、二ふた車しやと三さん車しやに連絡！　戦闘用意！　我に続け！」

　すぐに通信士が復唱した。

「了解！　二ふた号ごう車しやと三さん号ごう車しやに戦闘用意と我に続けを連絡します！」

　弛緩していた空気は吹き飛び、車内に緊張感が充満した。
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「ラングルン、速度を上げて直進！」

「了解！　このまま速度を上げて直進！」

「ネマ！　あれが王族の装甲車なら、非常用の王族専用周波数帯があるはずだな!?」

「聞いています！」

「それを使って連絡してみてくれ！」

「了解！　連絡を入れてみます！」

　マリーエンは腰を浮かせ、開けたままの上部ハッチからもう一度上体を出して双眼鏡を覗き込む。

　前方では追いかけてくる戦車が盛んに発砲している。

　さらに一台、装甲車が破壊されていて、いま逃げているのは二台だけだった。

「敵は快速軽戦車か。装甲車でも逃げ切れないかもな」

　快速軽戦車は速度を重視したタイプで、その分、装甲は薄く火力も弱いから、戦車戦には向いていない。

　とはいえ、通常の装甲車では太刀打ちできないのも事実。

　最高速度でいえば装甲車が勝まさっているが、後方からの砲撃を避よけつつ走るとなると、振り切るのは難しそうだ。

「どうすっかな」

　背後を振り返ったマリーエンは、すぐ後ろにいる二に号ごう車しやのレイジーが、自分と同様、砲塔から顔を出しているのを確認すると、彼女に手振りで合図を送った。

　開口部から上体を出している場合、直接、通信ができない。

　通信技術には自ずと限界があって、通信機を小型化すればするほど信頼性に疑問符がつくのである。

　したがって通信士を介してやり取りをすることになるが、それはまだるっこしくて、マリーエンはあまり好きではなかった。

　そのため身振り手振りや旗の合図で意思表示を行うことが多い。

　つまりは、そのくらい互いの連係が取れているということだ。

　レイジーの頭が一瞬、車内に引っ込み、すぐに戻った。

　二に号ごう車しやが少しだけ左に寄って、二に両りようの中心軸が僅かにずれた。

　今度はレイジーが自分の後ろの三さん号ごう車しやに合図を送る。

　ローザは操縦士に指示して、二に号ごう車しやとは反対側──右側に少しだけ自車を寄せた。

　それを確認すると、マリーエンは頭を車内に突っ込んだ。

「どうだ!?」

「装甲車と連絡がついたそうです！」

　と砲術士席のエリゼーが声を張り上げた。

「乗っているのはシュテッセ・アイングラン・マルクトバレル殿下です！」

「やっぱりか」

　マリーエンは小さく舌打ちする。

「殿下がどうしてこんなところで敵に追われてるのかはさておいて。こうして出くわしてしまった以上、最後までやらなきゃしょうがないな」

　顔を上げたマリーエンは、拡声器を取ってネマに怒鳴った。

「ネマ！　殿でん下か車しやに連絡！　避よけろ！　以上だ！」

「了解。殿下のお車くるまに連絡します！　内容は、避けろ！」

　ネマが通信機に取りついた。

　マリーエンがもう一度、車外に上体を乗り出した。

　彼ひ我がの距離はだいぶ詰まってきている。

　すでに一キロメートルは切っているだろう。

　敵も第十六独立戦車小隊の存在に気がついているのは間違いない。

　軽戦車相手なら、この距離で撃たれても装甲が撃ち貫ぬかれる虞おそれはないが、跳ねた砲弾が掠めでもしたら、生身の人間はひとたまりもない。

「面倒くさいな、もう」

　マリーエンはぶつぶつと文句を言いながら体を沈め、ハッチを閉めた。
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　戦望鏡で前方を確認する。

　ジグザグ走行で逃走を続けていた装甲車は街道から大きく外れ、土煙を蹴立ててダートの上を走っていた。

　その分、速度が落ちたから、敵の戦車との距離は縮まっている。

「牽けん制せいする意味でも、一発、撃っておくか」

　マリーエンはエリゼーに砲撃を命じた。

「エリゼー、射撃用意！」

「まだ遠いですよ？」

「いいんだ。相手の注意を逸らせるのが目的だからな」

「了解です！　撃ちます！」

　再びエリゼーは照準器を覗き込む。

　装甲車が避けたから、砲撃が味方に当たる心配はない。

　敵とこちらの相対速度はかなり速いが、距離が詰まった分、それほど仰角を上げなくてもいい。

　風も微風だし湿度も低い。

　あいだに障害物もないし、地面も平坦だ。

　上う手まくすれば撃破できるだろう。

「敵発砲確認！」

　マリーエンが叫んだ。

「そのまま直進！」

　反射的に操向レバーを握る手に力を込めたラングルンだが、マリーエンの指示に力を抜いた。

　一いち号ごう車しやの右斜め前方で土煙が上がった。

「弾着！　まだ遠い！」

「撃ちます！」

　エリゼーが発射板を踏んだ。

　どん！

　盛大な砲撃音と車体の振動。

　砲身が勢いよく後退して。

　空の薬やつ莢きようが薬莢受けに落ちた。

　間かん髪はつを容いれずに二に号ごう車しやと三さん号ごう車しやも発砲した。

　縦隊で走行しているが、中心軸を少しずらしているので同時砲撃も可能である。

「弾着確認！　先頭車、履り帯たい損傷！　離脱！」

　マリーエンが戦果を報告するとエレメインが大きく手を打った。

「さすがだエリゼー！」

　エレメインはエリゼーを褒めそやしながら次弾を装塡する。

「いや！　当たったのは二ふた車しやの弾だ！」

　かくっっ。

　エリゼーとエレメインが小さくずっこける。

「次は当てます！」

　エリゼーは眉を吊り上げて照準器を覗き込んだ。

（意外と負けず嫌いなんだよな、こいつ）

　マリーエンは頼もしそうに妹を見やった。

「撃ちます！」

　どん！

　一いち号ごう車しやの発砲とほぼ同時に二に号ごう車しや、三さん号ごう車しやも撃った。

　さすがに音に聞こえた第十六独立戦車小隊、高度な連係射撃を見せている。

「命中！　撃破！」

　車内で歓声が上がる。

「敵発砲！　退避！」

　すかさずラングルンが一いち号ごう車しやの進路を変えた。

　火力の弱い軽戦車相手とはいえ、敵弾が当たらないに越したことはない。

　一いち号ごう車しやの近くで土煙が上がった。

　敵の軽戦車は横に三両並び、その後ろにもやはり三両、最後尾にも二両という隊形を組んで、第十六独立戦車小隊に対する砲撃戦を始めていた。

　敵から飛んでくる砲弾も増えるが、こちらも各おの々おの、違う敵を狙えるから一概に不利になったわけではない。

　すでに距離は三、四百メートルといったところか。

　逃げてくる装甲車は、もうすぐそこに迫っている。

　敵戦車の砲塔がすべて第十六独立戦車小隊に向いたため、どうやら装甲車は逃げ切れそうだった。

　そのことにマリーエンは安堵の息を漏らす。

（いくらわたしらが傭よう兵へいとはいえ、目の前で雇い主であるマルクトバレル王国の王子が戦死する場面など、見たくはないからな）

　街道を外れたまま土煙を蹴立てて疾走してくる装甲車が第十六独立戦車小隊の三両とすれ違うのを確認したマリーエンは、手にした拡声器の先をネマに向けて新たな命令を下した。

「ネマ、二ふた車しやと三さん車しやに連絡！　横隊射撃！　墜おとした数を競争！　以上だ！」

「了解です！　二ふた号ごう車しやと三さん号ごう車しやに連絡します！　横隊で射撃！　墜とした数を競争！　以上です！」

「エリゼー！」

「はい、車長！」

「二ふた車しやと三さん車しやに負けるな！」

「負けません！」

　エリゼーは照準器を覗きつつ、発射板を踏んだ。





　６






　戦車戦はほどなく終わった。

　第十六独立戦車小隊の完勝だった。

　撃破数八。

　内訳は、一いち号ごう車しや三両、二に号ごう車しや三両、三さん号ごう車しや二両で、残り二両は元来た方向へと逃げていった。

　敵影が消えると、すれ違った勢いのまま走っていった二両の装甲車が引き返してきた。

　マリーエンたちは戦車を停とめ、操縦士以外を車外に下ろして、装甲車に乗っているであろうシュテッセ・アイングラン・マルクトバレル中将閣下を出迎えることにする。

　マリーエン以下が王家の紋章入りの装甲車の前に整列すると。

　まずは侍じ従じゆう武官と思われる若者が降り立ち──階級章は大尉だった──続いてシュテッセ第三王子が姿を現した。

（やっぱり軍務服が様さまになってないな。洒落しやれた背広とかなら似合いそうなんだけど）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、マリーエンは背筋を伸ばし、

「シュテッセ中将閣下に敬礼！」

　と号令をかけた。

　直立不動の体勢で並んでいた隊員が一斉に敬礼を送る。

「ご苦労様でございます、中将閣下！」

　シュテッセは爽やかな笑顔で敬礼を返してきた。

「いや～、助かった。もう駄目かと思ったよ。地獄で天使に出遭うってのは、こういうことを言うんだね。いや、この場合は女神様……かな」

　マリーエンたちを見回しながらそう言ったシュテッセ王子は、マリーエンに目を留めると、うん？　と首を傾げた。

「たしか君は作戦会議の席にいた……」

「はい。マリーエン・マリティフ・スホルフ中尉準であります。第十ひと六ろく独立戦車小隊を率いております」

「そうだった、そうだった」

　シュテッセはニコニコ笑いながらマリーエンに近づいてきた。

「あ、みんな、直って直って」

　というシュテッセの声に、全員が敬礼を解いた。

「助かった。本当にありがとう」

　シュテッセはいきなりマリーエンの両手を自分の両手で握り、ぶんぶんと上下に揺さぶった。

「あ？　い、いえ？　そんな恐れ多い……」

　いきなり王子に手を握られ、マリーエンが顔を赤らめ狼狽うろたえている。

　あまり見ない光景だった。












　そんな彼女に、隊員たちの鋭い視線が突き刺さる。

（隊長、狡ずるい！）

（隊長、狡い！）

（隊長、狡い！）

（隊長、狡い！）

（隊長、狡い！）

（隊長、狡い！）

（隊長、狡い！）

（姉様、狡い！）

　非難と羨望の眼差しの集中砲火を浴び、マリーエンは居心地が悪そうに身を捩よじる。

　ところが。

　マリーエンの手を放したシュテッセは、居並んだ隊員一人一人の手を握り、お礼を言って回るのだった。

「ありがとう」

「どっどういたしましてっ」

「ありがとう」

「当然のことであります」

「ありがとう」

「殿下のためなら喜んで」

「ありがとう」

「殿下のためなら命を懸けて」

「ありがとう」

「レイジー・レイン・アウグストゥ少尉準、二十歳、独身であります」

「そうか。僕はシュテッセ・アイングラン・マルクトバレル、十八歳、独身だ」

「二人とも独身だなんて奇遇でありますね」

（おい、レイジーを黙らせろ！）

　マリーエンが目に意志の力を込めて合図を送ると、隣に立っていたローザがレイジーの口を手で塞いだ。

「申し訳ありません、殿下。王家の方と直じかにお話しするのは初めてなので、舞い上がっているようです。失礼いたしました」

「いやいや、いいよ、気にしないで」

　と言うと、シュテッセはローザの手を取った。

「ありがとう」

「ロロロ、ローザ・ミラニア・アウラ曹長準であります。光栄であります。十八歳であります。独身であります」

（おまえもかよ！）

　マリーエンは非難がましい視線を送るが、ローザは顔を赤く染めたままもじもじと体を揺すっていた。

（おいおい、みんな、殿下の毒気に中あてられちゃってるんじゃないか？）

　些いささか呆れ気味のマリーエンだが、自分も少しばかり王子の毒に冒されているような気がしないでもないので、それ以上ツッコむのは止めておいた。

　レイジーやローザの舞い上がった応対など気にも懸けず、王子は残りの隊員たちとも残らず握手をし、礼を言って回った。

　その様子を見ている侍従武官の大尉が、小さくため息を吐ついているのにマリーエンは気がつく。

（お付きの侍従武官殿も大変そうだな。ま、わたしには関係ないけど。それより。このままだと、あとでラングルンに殴られそうだな）

　操縦士だけを除のけ者ものにしておくわけにもいかないかと思ったマリーエンは、シュテッセに声をかけてみる。

「殿下」

「何かな、マリーエン中尉準？」

「操縦士を車内に残しています。彼女たちにもご挨あい拶さつをさせたいのですが、よろしいでしょうか？」

「もちろん。僕からもお願いするよ」

　マリーエンは三人の操縦士を呼び寄せ、王子の前に並べた。

　シュテッセが三人の手を取り直々に礼を述べるのを、ラングルンたちは目を見開き、体を強ばらせて聞いていた。

　王子が全員に礼を言い終わると侍従武官が進み出てきて、殿下、と呼びかけた。

「いつまでもここに留まっているわけにはいきません。敵は増援を呼んだかもしれませんし、どこへ逃げ込むかを早急に決めて行動に移さなければなりません」

　そうだね、と頷いたシュテッセは、マリーエンに顔を向け、まじまじと見つめてきた。

（嫌な予感がする）

　マリーエンは思わず身震いしそうになるのを必死で我慢した。

「この人たちに護衛をお願いしたらどうだろう、ケーニッヒ？」

「はい。第十ひと六ろく独立戦車小隊の支援を得られれば心強い限りですが」

　と応えてから、ケーニッヒと呼ばれた大尉はマリーエンに顔を向けた。

「如何いかがでしょう、マリーエン中尉準。殿下の護衛をお願いできないでしょうか」

　マリーエンは観念した。

　もはや外堀も内堀も埋められたという状況だ。

　断るという選択肢はあり得なかった。

　しかし、王族を逃がすために護衛役として同道するというのは、かなり危険度の高い任務だ。

　すでに反乱軍は、第三王子が南へ逃げているのを把握している。

　追撃していた戦車部隊が壊滅したのも、ほどなく全軍に知られるだろう。

　王族を捕らえることは反乱軍にとって何より大きな喧けん伝でん材料だ。

　追撃と捕縛のため、大部隊を送り込んでくる可能性が高い。

　それなりの守備兵力がいて、それなりの防御力のある要塞都市まで送り届けないとならないわけだが……。

「殿下がここまで逃げてこられた経緯はまた改めてお伺いするとして。殿下はどこまで走るおつもりでしたか？」

　とマリーエンが尋ねると、ケーニッヒが応えた。

「最初はドイリィ基地まで行き、アーガスの街まで護衛を頼むつもりでしたが、基地に辿り着いた直後に敵に襲われましてね。我々は脱出できましたが、おそらく基地はもう敵の手に落ちているのではないかと思われます」

「ということは、追ってきたあの軽戦車以外にも兵力が？」

「ええ。中戦車や歩兵部隊がいました。少なくとも旅団規模の兵力が」

　マリーエンは低く唸った。

「状況はかなり悪いな」

　と呟いたマリーエンは、自分を凝視している仲間たちにちらっと視線を走らせた後、ケーニッヒのほうへ顔を戻した。

「燃料はお持ちですか？」

「当座の活動を支える分くらいは積んでいる」

「ですか」

　少し考える素振りを見せたマリーエンだが、すぐに顔を上げた。

「殿下の護衛を引き受けるのは吝やぶさかではありませんが、我々は独立戦車小隊ですので、隊長とはいえ、わたしの独断ではお返事できません。仲間と相談させていただいてもよろしいでしょうか？」

　ケーニッヒが口を開くより早く、横にいるシュテッセが応えてきた。

「もちろんかまわないよ」

　マリーエンは殿下に向き直る。

「ありがとうございます。あともう一点、よろしいでしょうか？」

「何かな？」

「どこかの街、あるいは基地へ逃げ込んで殿下の安全が確保されるまでの指揮をわたしに任せてはいただけないでしょうか」

「君、それは……」

　と口を開きかけたケーニッヒ大尉をシュテッセが遮った。

「それでかまわない」

「ですが、殿下」

「この手の軍事的な作戦行動においては、ケーニッヒ、君より彼女たちのほうが経験がある。パンはパン屋に、肉は肉屋に任せろ、と言うじゃないか」

　ケーニッヒ大尉は不ふ承しよう不ぶ承しようという体ていで王子に向かって頷いた。

「承知いたしました」

「すべて君に任せる、マリーエン中尉準。君が僕を見捨てるというのなら、それはそれで仕方がない」

　王子がそう言うと、

「いえ、そんなことはいたしません」

　という声がエリゼーから上がった。

「必ず殿下を味方の街まで無事にお届けします」

「助かるよ」

　シュテッセに微笑ほほえまれ、エリゼーは少し顔を赤らめながら彼から視線を外した。

「姉さ……隊長、時間が惜しいです。いますぐに決を採りましょう」

（エリゼー、おまえもか）

　マリーエンは少し揶揄するような視線を妹に向けたが、エリゼーはどこまでも真剣な顔で見返してきた。

（まぁエリゼーの場合、レイジーとは違って、純粋に殿下の身の上を心配しているんだろうけどな）

　などと思いつつ、マリーエンが他の隊員たちを見回すと。

「そうだね。敵が近くにいるなら、一刻も早く逃げないとね」

　とローザが賛意を表した。

「殿下の護衛、引き受けるべきだと、レイジー二十歳独身は思います～」

（こいつ、あくまで売り込む気か）

　マリーエンは呆れた顔をレイジーに向けるが、彼女はどこ吹く風の体ていだ。

　どうやら完全に開き直ったようだった。

「はい、あたしも賛成」

　エレメインが手を挙げると、周囲で次々と手が挙がった。

「賛成」

「賛成」

「賛成しますっ」

「賛成──っ」

「わかった。では第十ひと六ろく独立戦車小隊はシュテッセ殿下の護衛を引き受けることとする。任務は殿下の無事が確保されるまで継続。いいか？」

「おお──っっ！」

　隊員たちは皆、拳を突き上げ、喊かん声せいを上げた。

「ということですので、殿下」

　マリーエンは体を回し、シュテッセに向かって敬礼を送った。

「殿下護衛の任務、引き受けさせていただきます」

「ありがとう」

　シュテッセは感激の面持ちで両手を広げ、そのままマリーエンにがばっと抱きついた。

「本当にありがとう。頼りにしているよ」

「あ、いえ、あの、その、必ず味方の街までお連れいたしますのでどうかご安心を」

　残りの隊員たちのあいだから、どす黒い殺さつ気きが湧き上がった。

　ゴゴゴゴゴ、という擬音が彼女たちの背後に大書されている気がする。

（隊長、狡い）

（隊長、狡い）

（隊長、狡い）

（隊長、狡い）

（隊長、狡い）

（隊長、狡い）

（姉様、狡い）

　またもや仲間から非難と羨望の集中砲火を受け、マリーエンは急いで王子の体を自分から引き離した。

「さ、殿下、あまり時間に余裕はございません。急ぎましょう」

「そうだね」

　マリーエンの体を放したシュテッセは、居並んだ隊員たちに向かって腰を折った。

「よろしくお願いする」

　全員が雷にでも撃たれたようにびしりと背筋を伸ばし、王子に敬礼を送った。

「はい、必ずやり遂げます！」




　こうして第十六独立戦車小隊は、マルクトバレル王家の第三王子シュテッセ・アイングラン・マルクトバレルを無事に味方の都市、あるいは基地まで送り届けるという新たな任務に否いや応おうなく就つくことになったのだった。












（さぁて、どうすっかな）

　第三王子シュテッセを無事にどこかの街、もしくは基地まで送り届けるという大役を引き受けたマリーエンは、頭の中であれこれと検討してみる。

（まずどこへ行くかだけど。少し遠いが、やはり南部最大の拠点都市ヘルマインかな。あそこには南部方面軍の司令部があるから、反乱軍が攻勢に出てきたとしても、支えられるだけの戦力がある）

　行き先がヘルマインだとすると、次はどうやって行くかということだ。

　マリーエンは頭の中にマルクトバレル王国の地図を思い浮かべ、そこへ至る幾つかの経路を比較してみる。

（道は、どこを通っても、たぶんそれほど大きな差はないな）

　王国軍にもらった地図に載っている道なら、問題なく戦車は通れるはずである。

　王国民ではないマリーエンには、裏道や抜け道などはわからないが、それを知っていたところで、どのみち戦車で通れなければ意味はない。

　だが、マリーエンたちの戦車が通れるということは、追ってくる反乱軍の戦車も通れるということだから、ゆっくりしてはいられない。

（急いで途中の街に入って護衛部隊を出してもらう……いや、どうだろう。下へ手たに街に寄らないほうがいいかもしれないな。途中の街に寄れば時間を食う。王子を連れているとなると、その場に留まるように言われるかもしれない）

　王子に取り入ろうとする役人たちが歓待の宴うたげを張って引き留めるかもしれない。

　逆に王家を見限ろうとする役人、あるいは街の有力者が、王子の情報を流し、反乱軍に恩を売ろうとするかもしれない。

（最終的に殿下をヘルマインまでお連れするにしても、わたしたちがお払い箱になる可能性が高いよな。せっかく乗りかかった船なんだ、最後まで任務をまっとうしたいし。それに。これは千載一遇の好機なんじゃないか？）

　そんな打算が、いっそ邪よこしまな考えが、マリーエンの脳内に浮かび上がる。

　何しろ相手はマルクトバレル王国の第三王子なのだ。

　無事に任務をまっとうすれば、莫大な恩賞をもらえるに違いない。

　上う手まくすれば三両とも新車に買い換えられるかもしれない。

　もしかすると予備の車両を買えるかもしれない。

　ひょっとすると小隊員全員が昇格するかもしれない。

　マリーエンの脳裏に夢と希望が湧き上がった。

　階級が上がれば基本給を増やさなくてはならないが、その分、雇用主──この場合はマルクトバレル王国だ──に経費として申請できる金額も増えるから、小隊の懐ふところが潤うことになる。

（それに、だ。金銭的な利益だけじゃないぞ、今回の任務で得られるのは。もしかして上手くしてひょっとして万が一、殿下の心を射止めたりすれば、正妻は無理だとしても、愛あい妾しようぐらいにはなれるかもしれないじゃないか）

　マリーエンの脳裏に湧いたモノクロの夢が極彩色に染め上げられた。

（無事にヘルマインへ送り届ければ、王子はわたしたちに感謝するだろう。困難な道中、共に危険を潜くぐり抜け、命の危険を顧かえりみずに守ってやれば、王子はわたしたちを信頼するだろう。その感謝や信頼が愛に育たないと誰が言えよう!?　いや、言えはしない！）

　なんだかよくわからない反語表現まで使い、マリーエンは脳内で夢と希望──むしろ妄想？──を膨らませる。

（これこそ、ミリアと話した『大おお玉たまの輿こし』じゃないか？　それを実現させるには、最後までわたしたちが殿下を護衛していかなきゃ駄目だ。少しでも殿下と過ごす時間が長くなるように持っていかないと駄目だ。同じ釜の飯を食べて運命共同体にならないといけないんだ。そのためには途中の街に寄らないほうがいいな）

　軍人としても、女としても、千載一遇の好機が巡ってきたじゃないかとマリーエンはほくそ笑む。

（まぁわたしは今いま更さらだし、そんな気もさらさらないが、エリゼーなら気に入ってもらえるかもしれないしな）

　エリゼーをその辺の男に任せる気など微み塵じんもないマリーエンだが、相手が貴族や王族なら許せそうな気がする。

　あの王子が相手なら歓迎できる気がする。

（たしかに頼りなさそうではあるけど、悪い男じゃなさそうだし。あの男なら、たとえ妾妃だったとしても、エリゼーを大事にしてくれるんじゃないかな？　こうなったら、いっそエリゼーを裸に剝いて王子の寝しん所じよに放り込むとか……）

　などと怪しい──妖しい？──考えが脳裏をよぎるが。

（エリゼーが殿下に気に入られれば、わたしも妾妃の姉として楽で満ち足りた暮らしが約束される。こんな硝煙と油にまみれた危ない仕事から足を洗える……って、いやいや、それを考えるのはあとだ、あとあと。今は殿下を無事にヘルマインまで送り届ける可能性を高める算段をつけないと）

　マリーエンは気力を振り絞って、脳内で手に手を取って踊っている極彩色の夢や希望を無理矢理、頭から追い出した。

（途中の街に寄らないとなると護衛の兵は増やせないわけだから、殿下の存在を秘しておくことが絶対に必要だな）

　その存在を反乱軍に知られれば、大規模な追撃部隊を重点的に投入される虞おそれがある。

（けどなぁ。うちの小隊が女だけで構成されてるってのは有名だからな。一人だけ男が混じっているとなると、思い切り注目を集めてしまいそうだ。ヘルマインに着くまでは味方にも知られたくないし……）

　味方に知られれば増援部隊が駆けつけてくるだろう。

　駆けつけてくれば、必然的にお役御免になってしまう。

　それでは大玉の輿作戦が水の泡だ。

（う～～ん、どうすっか。補給の問題もある。どこにも寄らないでヘルマインまで行くのは無理だしな）

　途中で水や食料、ガソリンの補給は必至だ。

　しかし、補給のためにどこかの街や基地に寄れば、王子の存在は人目を引く。

　深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン小隊に男がいるというだけで充分に目立つのだ。

　兵や役人の中には王子を見知っている者もいるだろう。

（何か上手い方法は……）

　そのとき。

　マリーエンの脳裏に天啓ともいうべき考えが閃いた。

（そうか！　この方法なら敵にも味方にも王子の存在を隠し通せるな）

　果たしてそんな方法を王子に強要してもいいのか、という罪悪感もあったが、可愛いエリゼーの輝かしい未来のためという大義名分が罪悪感を押し流した。

（間近でじっくり観察されなきゃ押し通せるだろう。それに、これはわたしも、いや、小隊のみんなも楽しめるだろうしな）

　マリーエンは、ちらっとシュテッセ王子のほうを盗み見る。

（行けそうだ。いや、行ける！　よし、やってやるか）

　マリーエンは奇策を胸に秘め、王子に向かって悠揚と一歩を踏み出した。








あとがき




　ご無沙汰しました、舞まい阪さかです。こうしてファミ通文庫さんで無事に新作を出すことができてほっとしています。

　最初にお断りしておきますと、本作は「戦車と軍服美少女」をコンセプトにした「剣と魔法の異世界ファンタジー」ならぬ「戦車と魔法の異世界ファンタジー」であります。と言ってしまうと身も蓋もないですけど、事実なのだから仕方がない。

　じつは本作が日の目を見るまでには、けっこうな紆余曲折がありまして。

　このネタを考えたのは、もうかなり昔のことになります。ですが、形にしようとしたとき、皆さんもよくご存じのあのアニメが大ヒットしたり、戦車と美少女を前面に押し出したラノベが始まったり。ネタ被りだな～と思い、こちらの企画はもう少し熟成させておいて、タイミングを見て実現しようという運びになりました。

　ここに来てあのアニメの一大ブームも落ち着いてきたようだし、ラノベのほうもシリーズが終わったみたいだし、そろそろよかろう。ということで満を持しての登場となった次第です。

　さて戦車に関して言えば、子供の頃、タミヤのプラモデルを作って、リモコンで家の中を走らせる程度には好きでした。ただし、マニアというほどではありません。実在の戦車を取り上げ、真正面から直球を投げ込むような知識などありませんから、わたしが戦車ネタで勝負するなら変化球を投げるしかないのです。

　そこで考えました。

「架空の世界を創って架空の戦車で戦えばいいんじゃね？」

　これなら実在する戦車の知識に乏しくとも戦車戦が書けそうです。ただ、それだけで懸案事項が解決するわけではありません。狙っているのはガチな戦車バトルなんですが、今どきの戦争の行方を左右するのは航空戦力です。制空権を握られてしまえば、たとえ戦車が何百両いようと絵に描いた餅です。

　そこで考えました。

「どうせ架空の世界を創るんなら、航空戦力がない世界にすればいいんじゃね？」

　これなら、戦車戦をメインにした戦争が書けそうです。何しろ航空戦力がない世界ですから、戦車最強。

　では、舞台設定をどうするか。言い換えれば、どんな世界観で世界を構築していくか、ということですが。「ばりばり戦車が戦ってるのに技術的に飛行機が作れないレベルの世界」では、いくらなんでも不自然すぎます。そこで龍りゆうです。ファンタジーでお馴染み、あのドラゴンです。龍が空を飛んでいるから人類は空に上がれない。これで航空戦力の問題は解決です。

　斯かくして、戦車だけが発達し、航空機はさっぱりという不思議な世界が出来上がりました。なので本作では、龍は出てきますが、人と戦ったりはしません。龍りゆう王おうも龍騎士も出てきません。龍の存在意義は、ただただ航空戦力がない理由でしかありません。

　そうなると、残る問題は軍服美少女です。

　ふつう戦車乗りは男です。何しろ戦車の中は狭くて汚いですから。では、男女混成で乗せるか？　むさい男と美少女が戦車の中でぎゅうぎゅう詰めになってる？　そんなの見たくはありません。どうせぎゅうぎゅう詰めになるのなら、軍服美少女だけでぎゅうぎゅう詰めになっていただきたい。軍服美少女だらけの戦車戦を見てみたい。

　ではどうするか。

　大丈夫です。わたしには「ミネルバ」から連綿と続く伝統と様式があります。そう、魔法が使えるのは女子のみという必殺技が。そして戦車も魔法で強化すればいい。ほら、無事に解決しました（笑）。この辺は例のラノベもそうなのですが、こちらの動力は歴れつきとしたガソリンエンジンです。

　さて、こうして出来上がった歪いびつな世界でなら、思いきり戦車同士を戦わせることができそうです。しかも戦車乗りはみんな軍服に身を包んだ美少女です。やったね。

　ただし。

　世界設定はできても、わたしに戦車の知識と実戦経験が不足しているのは如何いかんともし難がたいわけでして。そこで取材に出かけることにしました。もちろん「実戦」を経験したり、あるいは間近で戦車戦を見るのはどうやったって無理なんですが、せめて戦車に乗ってみたいじゃないですか。乗って、自分の目で見て、体で感じてみたい、と思いまして、知り合いに頼み込んで取材への協力をお願いしました。そしたらば。なんと自衛隊さんのご厚意で戦車の試乗が叶ってしまいました。しかも九○式ですよ!?　実に有意義で貴重な体験ができました。あと、戦車の競技会も見られました。ありがたや～。

　取材に協力してくださった一般社団法人ＤＳＣ様と理事の松まつ本もと慈よし之ゆき様に伏してお礼を申し上げます。ありがとうございました。ちなみに、ＤＳＣさんのウェブサイトのアドレスはこちらです。興味のある方は、どうぞ。


　　↓



http:/www.dsc.or.jp/




　また取材にはファミ通文庫編集部の新担当、Ｗ田さんも同行してくださり、あれこれ便宜を図ってくださいました。助かりました。ありがとうございます。イラスト担当は日本ひのもと円まどかさんになりました。「戦車と軍服美少女」という本作のコンセプトを余すことなく体現してくださって感謝の念に堪えません。二巻以降もよろしくお願いします。




　二巻以降と言えば。

　このシリーズがどこまで続くかは、偏ひとえにこの一作目の売り上げに懸かっていると言っても過言ではありません。書店で手に取って、最初にあとがきから読んでいるあなた！　どうかそのままレジへ運んでください。よろしくお願いします（切実）。




　そうそう、書いているとき、参考資料にしようと思って映画「フューリー」を観に行ったのです。なかなか良い作品でした。戦車の恰好良さとか戦車乗りの恰好良さとか、戦争の悲惨さとか戦争のむごたらしさとかが過不足なく描かれていたと思います。シャーマン（４）×ティーガー（１）の戦車戦、燃えた！




　そんなこんなでできあがった本作、予想していたより少年漫画テイストが濃くなったような気がします。マリーエンがいい漢おとこになったからだろうか（笑）。でも、軍服美少女の線は死守できたので、それはそれでＯＫ。




　といったところで、そろそろ紙幅も尽きてきたので、いつもの今後の予定をば。

　たぶん三月に「ロムニア帝国興亡記」（富士見ファンタジア文庫）の五巻が出ます。こちらはすでに原稿が上がってますから、間違いないでしょう。

　続いて四月には「落ちてきた龍王ナーガと滅び行く魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の七巻が出ます（締め切りまでにわたしが原稿を書けば）。同時にドラマＣＤが出るかもしれません。これに関してはまだ詳細がわかりません（今わたしがシナリオを書いている、とだけは言えます）ので、適宜、ＭＦ文庫Ｊさんのウェブサイトを、あるいはわたしのブログをチェックしてみてください。

　お次は……「深紅の魔砲耳クリムゾン・マギ・トラニオン」の二巻かな。たぶんおそらく夏くらいには出せるのではないかと思ったり思わなかったり。

　このほか、もう一つ、新作を立ち上げようと画策しているのですが、これに関しては、まだ何も言えません。日の目を見ないままぽしゃるかもしれないし（笑）。まぁ、急ぐものではないので、ぼちぼちと進めていこうと思ってます。

　では、次は三月に「ロムニア帝国興亡記 Ⅴ」でお目にかかりましょう。





二○一五年一月吉日　舞阪 洸
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